
  [image: ]


  
    小学館ｅＢｏｏｋｓ


    下ネタという概念が存在しない退屈な世界５


    
      赤城大空

    


    
      イラスト　霜月えいと

    

  


  [image: ]


  [image: ]


  [image: ]


  [image: ]


  
    目次


    



    第一章　女の子に安全日などないように


    第二章　妊娠してからでは遅いのです


    第三章　もう我慢できない！　→　どこに出しますか？


    第四章　隠し砦とりでの三変態


    間章　真の狙ねらい


    あとがき

  


  [image: ]


  [image: ]


  
    　子供を犯罪の被害から守り健全に育てる条例　（抜粋文）


    　　　　　　　　　　　　　　　　◯◯年　八月三十一日　第一清せい麗れい指定都市条例第八号


    



    



    　　　　　　　　第一章　子供への悪影響を及ぼす行為の規制


    　一　何なん人ぴとも、みだりに不健全な表現物を所持してはならない


    　二　この条例における《不健全な表現物》とは《公こう序じよ良りよう俗ぞく健全育成法》に記された定義に準ずる。同法令に従ってここでは具体例を示すことができないため、すべての判断は善ぜん導どう課および風紀委員職員の判断にゆだねる。


    



    



    　　　　　　　　第二章　罰則


    　一　自己の不健全な欲求を満たす目的で不健全な表現物を所持していた未成年者は、三日以下の拘こう留りゆうおよび善導課による矯きよう正せい教育に処する。


    　二　二十歳以上の者が一と同様の目的で不健全な表現物を所持していた場合、一年以下の懲ちよう役えきまたは百万円以下の罰金に処する。


    　三　不健全な表現物を所持していた者は、それが不健全な表現物だと知らないことを理由に処罰を逃のがれることはできない。


    　　　ただし、過失がない場合においてはその限りではない。


    



    



    　　　　　　　　第三章　目的


    　一　この条例は、子供の生命、体、精神に危害を及ぼす犯罪の被害を未然に防止するため、第一清せい麗れい指定都市、善ぜん導どう課、及び風紀委員の責務を明らかにするとともに、必要な施設及び規制する行為を定め、もって子供の安全と健やかな成長を確保することを目的とする。


    　二　条例の適用に当たり、前項の目的を逸いつ脱だつして他の目的のためにこれを濫らん用ようするようなことがあってはならない。

  


  
    



    　第一章　女の子に安全日などないように


    



    「奥おく間ま君。子供は何人欲しいですの？」


    　昼下がりの喫茶店。


    　僕の向かい側に座っているアンナ先輩がにっこりと微笑ほほえんだ。


    「わたくしは、最低でも五人……ああでも、あまりたくさんだと、愛を育はぐくむための時間が減ってしまいますものね。困りましたわね」


    　優雅な所しよ作さで紅茶に口をつける。けれどそのテーブルの下では足コキを目もく論ろむアンナ先輩の足がかさこそと動いている気配がする。


    　マスターが机の下にあらかじめ設置してくれていたしきいの鉄板がなければあっという間に犯されていただろう。頑張れ鉄板。今日きようはお前が僕の処しよ女じよ膜まくだ。うん、意味わからん。


    「結婚は奥間君が十八歳にならなければできませんが、婚約なら、いつでも可能なんですのよ？」


    『大変！　狸たぬ吉きちが精神的に犯されてるわ！』


    　華か城じよう先輩の慌あわてた声がＰピーＭエムを介して小さく聞こえる。


    　どこからかこっちを見張っているのだろうけど、いままでの流れからして有意義な助けは期待できない。アンナ先輩がふってきた超ヘビー級トーク、なんとか自力で受け流さなければ。


    「あの、アンナ先輩、今日きようのデートの目的は、そうじゃなくて……」


    「年内にも両親と食事をする予定があるのですが、奥おく間ま君もご一緒しませんか？　未来の家族とは、早いうちからお話ししておいたほうがいいと思いますの。……いろいろと」


    　あ、これダメなやつだ。


    『狸たぬ吉きち──っ!?　気をしっかり持って！　場の雰ふん囲い気きに流されちゃダメなのは男も女も一緒よ！　女の破は瓜かと男の結婚は同じくらい慎重に！』


    　僕は華か城じよう先輩の叱しつ咤たを聞きながら、とても幸せそうに微笑ほほえむアンナ先輩から少し目を逸そらした。


    　……ええと、なんでこんなことになったんだっけ？


    　目の前に広がる「人生の墓場」から目を逸らし、僕の意識はアンナ先輩とデートの約束をしてしまった先週へと巻き戻っていった。
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    　その条例について担任の先生から警告がなされたのは、新学期が始まってから三週間近く経たった頃だった。


    「お前ら、絶対に捕まるようなことはするなよ」


    《子供を犯罪の被害から守り健全に育てる条例》


    　有あり体ていに言ってしまえば、エロいものを持っているだけで罰せられるという素敵な条例だ。


    　新学期が始まってすぐ、華城先輩たちと条例の内容は一通り確認したけれど、なんかもうちんこぶら下げてるだけで逮たい捕ほされるんじゃないかって疑うレベルで……いやけどまさかそんなわけないよね？　ちんこの単純所持禁止とか、字じ面づらは面白いけど洒しや落れにならんからね。ちんこは着脱式じゃないから。別売り不可だから。


    　今日正式に公こう布ふされたこの条例が施し行こうされるのはおよそ十日後の十月一日。


    　つまりはその間に持ってるエロいものを全部捨てとけよ、という先生の警告なのだけど。


    「……」


    　周りを見渡してみれば、なんかもう不敵に微笑んでいるクラスメートしかいない。


    　なんなんだろう、この自信は。


    　こいつら全員、僕たち《ＳＯＸソツクス》がバラまいたエロ本のコピーを隠し持っているはずなんだけど。特に、いま先生と静かにガンを飛ばし合ってる不ふ破わさんなんて、先生や生徒会からマークされてるだけでなく、夏休み中に拾った未み去きよ勢せいの腰振り犬をまだ飼っているはずだ。未去勢犬は取り締まり対象だし、その上隠すのも難しい。そんな平然としてられないんじゃないの？


    「不破さん、ちょっといいかな」


    　ホームルーム終了後、僕は生徒会役員として不破さんに声をかけた。


    「先生に目をつけられてるみたいだったけど、ちゃんと対策してるの？」


    「問題ありませんよ」


    　不ふ破わさんはいつもの眠そうな半はん眼がんを僕に向けた。


    　目の下のクマや無感情な喋しやべり方はいつもどおりだけど、なんだか新学期に入ってから、ほんの少しだけ表情が明るくなった気がする。教室の照明、新しいやつに替えたのかな？


    「ペスはすでに、郊外の林に避難させています。十月一日以降に善ぜん導どう課がどう出るか見極めるまでは、通い飼い主状態ですね」


    「あのさ、ペスってまさか、犬の名前？」


    　つっこまざるをえない。


    「そうですよ。可愛らしいでしょう」


    「……。ちなみに、名前の由来は？」


    「アレがついていたので」


    　これ以上[image: ]せん索さくしてはいけない。


    「ま、まあ、不破さんは法の目をかいくぐる気満々として、ほかの生徒はどうなのかな。何人かは、捕まっちゃいそうな気がするけど」


    「時とき岡おか学園の風紀と評判を背負う生徒会としては心配でしょうが、そちらも既に対応はばっちりですよ」


    　不破さんは生徒会を強調すると、ＰピーＭエムを起動させ、虚こ空くうにカレンダーを映写した。


    「条例の可決が八月末。第一清せい麗れい指定都市に子供を住まわせる保護者たちが我が子の部屋を抜き打ちチェックし始めたＸデーが、九月の八日です」


    　不破さんが指さしたのは、夏休み明けテストが終わったその日だ。


    「男性同士がぐちょぐちょに絡み合うイラストが両親に見つかり、正座させられて『これはなんだ』と質問責めにされた女子生徒。両親の[image: ]さげすみに満ちた視線を浴びながらブツを焼却させられた男子生徒など。今日きようまでにいたたまれない目に遭あった生徒は数知れません」


    　どうやら、条例が施し行こうされる前に各家庭で繰り返し家捜しすることで、我が子が単純所持禁止条例に抵てい触しよくしないよう事前に矯きよう正せいしてやろうという流れが生まれているらしい。


    　にしても、テスト明けの気が抜けた状態で全力家捜し食らった挙げ句、隠し持っていたエロ表現物を晒さらされるって、家族内公開処刑だろそれ。もういっそ殺してやれよ。


    　しかも数十年前ならまだ恥ずかしいだけですんだけど、いまのご時世、そんなものを所持しているってことが親にバレたら、雷かみなりが落ちる程度じゃすまない。


    　単純所持禁止なんて条例が可決されたいまならなおさらだ。


    「しかし彼らの尊とうとい犠ぎ牲せいは無駄にはなりませんでした」


    　不破さんが机の下から一冊のノートを取り出した。


    　タイトルは《不健全表現物所持隠いん匿とく工作マニュアル㊙》。


    　うん、知性のあるバカが作った怪文書だね。


    「この二週間ほどで、どんな場所に隠せばすぐ見つかるのか、どんな場所に隠せば大人たちの目を欺あざむけるのか、詳細なデータが大量に集まりました。家捜しを繰り返す保護者を相手に何度かテストも重ね、隠いん[image: ]ぺい率はほぼ百％の領域に。時とき岡おか学園をはじめとし、汚染された学生の多くにこのマニュアルは配布してあるので、善ぜん導どう課にブツが見つかることはそうそうないでしょう」


    　そういえば不ふ破わさん、一学期から一般生徒同士で[image: ]なぞの精密ネットワーク構築してたっけ。夏休み中にそれはさらに強固かつ正確になっていたらしい。


    「って、このマニュアルって配布していいの？　もし風紀委員とかの手に渡っちゃったら、隠し場所がバレバレじゃん」


    　時岡学園には一学期に引き続き、月つき見み草ぐさ朧おぼろが教育を施ほどこした風紀委員がうろちょろしている。そいつら経由で善導課にマニュアルが渡ったら、逆に隠し場所をピンポイントで狙ねらわれる。


    「ご安心を。マニュアルは信頼できる者同士の手渡し形式で配布するようにしていますし、マニュアルの内容はあくまで傾向と対策。具体的な隠し場所は各自判断となっていますから」


    　それでいまのところ保護者相手に隠[image: ]率百％なら、大丈夫、なのかな。


    　善導課だって人手に限界はあるし、なんの根こん拠きよもなく保護者レベルのえげつない家捜しができるほどの権限はない。


    「それでもなお保護者の目を誤ご魔ま化かせない人はいますが、そのように隠し場所に乏とぼしい場合は、わたしと同様、空き地にブツを埋めるなど、外部に隠[image: ]する方法をすすめています」


    　そこで諦あきらめて捨てるって選択をしないところが健全な青少年だよな。


    「なんにせよ、そこまで心配する必要はないでしょう。むしろ生徒会にとってこの条例は、《ＳＯＸソツクス》の活動が抑制されるぶん、負担が減ってよいのでは？」


    「あー、まあね」


    　新学期に入ってから三週間。《ＳＯＸ》はずっと、下ネタテロを起こしていない。


    　性知識を広めようにも、単純所持禁止条例の制定でみんなの警戒心が上がってしまい、エロイラストをばらまいても拾ってくれる人がいないのだ。心の太ももがぴっちり閉じてしまっている。いやまあそれをこじ開けるのがロマンなんですがね。


    　すでに十分な性知識を得ている時岡学園の学生なんかは保護者に没収されたぶんを補充しようと拾ってくれるのだけど、それではあまり意味がない。僕たちの目的はあくまで性知識の流る布ふ。無む垢くな少年少女を汚せないのなら下ネタテロは徒労に終わる。


    「それにしては奥おく間ま君はなにやら疲れているようですが、もしやわたしの知らないところで、《ＳＯＸ》がなにか条例に対抗して暗あん躍やくしていたりするのでしょうか」


    「……さあねぇ」


    　なにか期待するような不破さんの質問に、僕は適当な調子で答えた。


    「僕が疲れてるのは、あれだよ。夏休み明けテストの疲れが抜けないうえに、生徒会業務が凄すごく忙しいから」


    　夏休み前テストほどでないにしろ今回のテストもかなり手こずったし、二学期になって生徒会業務がいきなり忙しくなったのも本当だ。二学期はイベントが多く、その準備にてんてこまいとなっている。


    　……本当は僕が疲れていることにも、《ＳＯＸソツクス》の活動が滞とどこおって見えることにも、ほかに大きな大きな、固くてドス黒くて反そり返った原因があるんだけど、まあ、生徒会業務が忙しいってのも理由の一つではあるし。不ふ破わさんにはこの辺りで納得してもらおう。


    「ま、僕のことは置いといてさ、一般生徒が大丈夫そうなら、それでいいよ」


    「そうですか。まあわたしたちがどうなったとしても、違法な快楽に手を出したのはわたしたちの意思ですので、奥おく間ま君たちは気にしなくていいんですよ。自衛も万全ですし」


    「あはは。そりゃどうも」


    　不破さんに手を振り、僕は自分の席に戻って一時間目の準備を始めた。
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    　放課後。生徒会室へと向かう途中、華か城じよう先輩に捕まった。


    「ねえ狸たぬ吉きち。[image: ]って完全にマ●コよね。ワレメだけじゃなくて、クリックトリスまで完全再現するなんて素晴らしいわ」


    「華城先輩は、日常に幸せを見つける天才ですね」


    「幸せと書いてエロと読む。やだ詩的。狸吉も夏休みが明けて、一皮ずる剝むけたんじゃないの？」


    「皮肉だボケェ！　てゆーか校内でその手の話はやめてください！」


    「あ、ごめんなさい。狸吉ってば皮を剝きたいがために、アソコにピーラーあてたトラウマがあったものね？　軽率だったわ」


    「想像しちゃっていままさにトラウマ植え付けられましたよ！」


    　華城先輩が眼鏡めがねの奥の目を細め、からからと笑う。


    　ＰピーＭエムという多機能端末によって監視されている僕たちは《公こう序じよ良りよう俗ぞく健全育成法》で定められた性的な言葉を口にすると善ぜん導どう課に逮たい捕ほされてしまう。けれど華城先輩は何年も前に生産されなくなった携帯電話を操作することで一日三分、その監視から逃のがれることができる。


    　だからマ●コだのなんだの、一昔前の小学生みたいなこと言って呑のん気きに笑ってられるわけだけど、いくら周りに人がいないからって真っ昼間の学校ですよ、ここは。


    「ちなみにクリックトリスっていうのは、エンドレスクリックオナニーで肥大化した肉豆のことよ」


    「なんでその注釈が必要だと思ったんですかね」


    「大豆が畑のお肉なら、クリックトリスは股こ間かんの豆よ」


    「無駄に語感がよくて腹が立つなぁ」


    「え？　無駄に感度がよくてマラが勃たつ？　ダメよ狸たぬ吉きち、ここは昼間の学校よ」


    「耳掃除が足りてませんね？」


    「膝ひざ枕まくらで耳掃除ってあるけれど、あれってまさに女の子の初体験を疑似体験できる代しろ物ものよね。体の中に長くて固いモノを出し入れされる不安、快感、相手が下へ手ただととっても痛い」


    　どう足あ搔がいても絶望。どうしたって猥わい談だん。


    「あーもう。ホントに呑のん気きですね、華か城じよう先輩は。もう少しで、あの愉快な条例が施し行こうされちゃうんですよ」


    　夏休み、僕たちが朱あけ門かど温泉の清きよ門かど荘そうでいろいろと大騒ぎしていたその間に、こっそりと迅速に可決されたのが《子供を犯罪の被害から守り健全に育てる条例》だ。


    　制定に向けた動きが極々静かに行おこなわれ、成立までの期間が短かったこともあり、華城先輩の養母であり《ＳＯＸソツクス》を支援してくれている撫なで子しこさんも察知が遅れたことを悔くやんでいた。


    　まあ、事前に察知できていたとしても、夏休みは鬼おに頭がしら慶けい介すけ一派の相手でそれどころじゃなかったし、《エイチ禁止法》と違って第一清せい麗れい指定都市内の有権者はほとんどが条例制定に賛成していたから、制定を止めることは困難だっただろう。


    「前にも言ったでしょう。あの条例に対して、いまはあまりできることはないわ。表向きね」


    「そうですけど……」


    　条例そのものを撤廃しようにも、既に可決されてしまった条例を覆くつがえす方法はない。一応、有権者の五十分の一にあたる人数の署名があれば直接請求して条例を廃案に持ち込めるけど、ここは第一清麗指定都市。そんな署名をする有権者はいないだろう。いたとしても、それは条例施行後、条例の運用に不満があった場合などに限られる。


    　性知識流る布ふのためにエロイラストを流布しようにも、一般人が条例を警戒している限りは拾ってもらえない。警戒を解くには条例が施行されたあと、取り締まりの塩あん梅ばいに合わせたエロイラストのばらまき方を再検討しなくちゃいけない。


    　どの道、条例が施行される再来週までは動きようがないのだ。様子見状態である。


    「けどなんだか、気を抜きすぎじゃないかと」


    「別にサボってるわけじゃないでしょうに。新婚夫婦のように、やることはきちんとやってるわ。ゆとりを介して《捕ほ乳にゆう類》《絶対領域》とはいい感じに交渉が進んでいるし。狸吉の提案どおり、谷や津つヶが森もりの不健全雑誌の原本を渡したのが好印象だったみたいね。あ、交渉って言っても性交渉じゃないわよ？　か、勘違いしないでよねっ」


    「先輩じゃないんですから、そんな勘違いはしません！」


    　夏休み中、鬼頭慶介一派との抗争を介して同盟を組むことになった日本四大下ネタテロ組織の《捕乳類》と《絶対領域》。


    　華か城じよう先輩はいま、その二つの組織と打ち合わせを繰り返し、ここ第一清せい麗れい指定都市以外の清麗指定都市に下ネタテロの手を広げようとしているのだ。


    　規制が厳しくなりつつある第一清麗指定都市では無理に下ネタテロを起こさずとも、生徒同士の口コミでじわりと性知識は広まりつつある。


    　だからほかの清麗指定都市でも規制が強化される前に、一いつ気き呵か成せいに性知識を広めておこうという狙ねらいらしい。


    「それに、狸たぬ吉きちが心配していた一般生徒のほうも、しっかり対策はしてたでしょう？　へそくりなんかよりもずっと巧妙にエロイラストを隠そうとしてるはずよ」


    「まあ、そうですけど」


    「そういえば私、へそくりっておへそがクリトリスみたいに敏感な人のことだと思っていたわ」


    「だからどうした!?」


    　僕の懸け念ねんをよそに、華城先輩は呑のん気きなものだ。いつもどおり下ネタ三ざん昧まいである。


    　でもまあ、性のマッドサイエンティスト不ふ破わ氷ひよう菓かを中心に、一般生徒たちもそれなりに条例対策はしていて、頼もしいことは確かなのだ。


    　そう。問題はないはずなんだよな。


    　けどどうにも腑ふに落ちないのはやっぱり、僕の母さん、奥おく間ま爛らん子こが来週にもこの第一清麗指定都市に赴任することが決まっているからだろう。


    　母さんの仕事ぶりについてはあまりよく知らないのだけど、昔、善ぜん導どう課の職員を後ろに引き連れた『白い巨塔』状態で街をパトロールしていたおっかない姿に出くわしたことはある。


    　それから、僕が『アンナ先輩みたいになりたい』と発言してからというもの、僕の思考や言げん動どうが健全になるよう厳しく躾しつけてくれたのが母さんなわけで、なんていうか思い出しただけで下半身に力が入らなくなるほど怖かったなぁ、アレは。


    　今度アンナ先輩になにかされたら、母さんの調教……もとい躾を思い出せば萎なえて最悪の事態は避けられるかもしれない。


    「というか狸吉。わかってる？　いまはあのチンカス条例よりも、もっとマズい危険が迫ってるのよ？　今日きようまでなんとか凌しのいできたけれど……たぶん、もうそろそろ限界だわ。ほら、鍵かぎを渡して」


    　生徒会室の扉とびらが近づいてくるにつれて、華城先輩の顔が険けわしくなっていく。


    「……アンナ先輩、ですね」


    　僕がここ最近疲れていて、《ＳＯＸソツクス》の活動が滞とどこおっている最大の原因。


    　それはアンナ先輩の、リミットブレイクだった。


    



    　　　　　●


    



    「本日の生徒会業務を始める前に、一つお知らせがありますの」


    　時とき岡おか学園の生徒会長、アンナ・錦にしきノ宮みや先輩が、落ち込んだ様子で口を開いた。


    　生徒会副会長の華か城じよう先輩、会計兼書記の轟ごう力りき先輩、風紀委員長兼アンナ先輩の側近の役目も果たしている月つき見み草ぐさ朧おぼろ、それから僕へと視線を巡らせてから、アンナ先輩は続ける。


    「本日、《子供を犯罪の被害から守り健全に育てる条例》が正式に公こう布ふされたことを受けて、理事会から生徒会へ通達がありましたわ。生徒会は今後、ヒワイなテロに対する取り締まり行為を一切やめるように、と」


    「……」


    　華城先輩が眉まゆ根ねを寄せる。


    「今後、学内の風紀に関しては月見草さん率ひきいる風紀委員に一任し、生徒会は通常業務に専念せよとのことですわ」


    「いままでだって《ＳＯＸソツクス》の連中は手に負えなかったのに、俺おれたちが抜けてどう対応するというんだ？」


    　轟力先輩がしかめっ面つらで低く唸うなった。


    　……あの、轟力先輩。なんかただでさえ逞たくましかった肉体が二回りほど成長してやしませんか？


    　全身が戦闘状態のムスコみたいにムキムキで近寄りがたいんですけど。


    「夏の間、《ＳＯＸ》に対抗するため体を鍛きたえ直したというのに、無駄になってしまうではないか」


    「ゴリラ先輩。そんなウホウホしている暇があったら、勉強しておくべきだったんじゃないかしら。今年受験でしょう？　どこのジャングルを受験するのか知らないけれど、棒と箱と天井にぶら下がったバナナを使った試験が最近の主流らしいわよ？　解ける？」


    　轟力先輩の暑苦しさには華城先輩も辟へき易えきしていたのか、生徒会モードの仏ぶつ頂ちよう面づらで嫌みが炸さく裂れつする。下ネタを自じ重ちようしなければならない環境下で八つ当たり対象が欲しかっただけかもだけど。


    「心配には及ばん。夏休み前に奥おく間まに逃げられたのがショックでな。勉学のほうも一通り鍛え直してきた。夏休み明けテストの結果も上々だったぞ」


    　キラン、と轟力先輩が僕のほうを見る。これはアレですね。体鍛えたから今度こそ物理的に逃がさんってことですね。薄い本が暑苦しくなるわ。まあ、薄い本なんて数十年前に絶ぜつ滅めつして、いまや自家生産できるのは早さ乙おと女め先輩くらいなんだけど。……あの人どっかに隠れて僕と轟力先輩のやり取りを盗み見てたりしないだろうな。


    「こほん。よろしいですか？」


    　と、横道に逸それていた話をアンナ先輩が修正する。


    「風紀委員には、国のほうから新しいメンバーが既に追加で派遣されているそうですわ。いまはまだ学校に顔を出していないようですが、その指揮を月見草さんが執とることで、校内の風紀を保つそうですの」


    　アンナ先輩から水を向けられ、月つき見み草ぐさ朧おぼろが機械的な表情で「はい、そのとおりです」と抑よく揚ようなく答えた。


    「……申し訳ありませんわ。わたくしの力が到らないばかりに、生徒会の能力が疑われるような結果になってしまって」


    「そんなことはないわ。しゃきっとしなさい」


    　落ち込むアンナ先輩に、華か城じよう先輩がむすっとした声をかける。


    　下ネタが自由に言える《雪せつ原げんの青あお》モードと違っていまは不機嫌そうな声こわ音ねだけど、アンナ先輩を気遣っている気持ちは本当だ。


    「単に、もう私たち学生がどうにかできるレベルを超えてしまっているということでしょう。それなら、私たち生徒会が《ＳＯＸソツクス》に汚染される前に手を引いてもらったほうがいいという、先生たちの気遣いよ。気に病むことはないわ」


    「そうだな。俺おれもこのタイミングで生徒会の仕事が減ってくれるのは嬉うれしい。夏休みに底上げした学力を保ったまま受験に臨のぞめるし、アンナ会長が学校行事に腰を据すえてくれるなら、受験勉強の息抜きもはかどるだろう」


    　華城先輩と轟ごう力りき先輩のフォローに、アンナ先輩が「ありがとうございますですの」と微笑ほほえみを浮かべた。


    「そうですわね。月見草さんには一学期に引き続き負担を増やしてしまうかたちになりますが、二学期はイベントが目白押しですし、楽しみにしてくれている生徒のためにも、通常業務を頑張らないと」


    　にっこりと笑うアンナ先輩はまさしく天使で。


    　僕は隅っこで小さくなりながら、この生徒会会議がずっと終わりませんように、と祈るばかりだった。


    



    　　　　　●


    



    「それでは、本日の業務はこれで終了ですわね」


    　僕の祈りも虚むなしく、生徒会の仕事は特に長引くこともなく終了した。


    　仕事量は多くてハードなのだけど、なんだかんだでアンナ先輩を筆頭に華城先輩も轟力先輩も優秀で、一日のノルマは大きなトラブルもなく、すんでしまう。


    　僕？　まあ月見草よりは雑用の役には立てるかな。あいつはお茶淹いれてと頼んだら「どこにですか？」って返してくるからな……。冗談で「排はい泄せつ孔こう」などと答えようものなら、マジで急須の注ぎ口をアナルにシュートしてきそうで怖い。


    「あ、そうですわ。轟力先輩」


    　と、アンナ先輩がいま思い出したかのようにぽんと手を打った。


    　始まったな……僕と華か城じよう先輩は目配せする。ぶわっ、と全身から冷や汗が吹き出した。


    「国語の田た辺なべ先生に、轟ごう力りき先輩の苦手な古文対策でなにかいい参考書はないか訊たずねておいたのですけれど、ちょうどいいものが見つかったそうですわ」


    「それはありがたい！　なんだか、毎度のようになにか世話してもらって、アンナ会長には頭が上がりませんな」


    「いえ、轟力先輩には大事な時期ですから。生徒会室の鍵かぎは返しておきますから、先に帰ってよろしいですわよ」


    　轟力先輩は上機嫌で「それではお言葉に甘えて」と言い残すと、揚よう々ようと生徒会室を出ていった。アンナ先輩は続けて、流れるような動作で月つき見み草ぐさに微笑ほほえみかける。


    「月見草さん」


    「はい」


    「ちょっと校舎の外を二十周ほど歩いてきてくださいまし」


    　雑っ！


    「かしこまりました」


    　こいつは本当に毎度毎度、自分の意思がないにもほどがあるだろ！　ちょっとは疑問持とう？　な？　いつか取り返しのつかないことになるぞ！　僕の貞てい操そうとかさぁ！


    「さて、綾あや女めさん」


    「な、なにかしら。宮みや代しろ先生からの雑用も、特別棟の備品チェックも、アンナに指示される前にやっちゃったし、佐さ伯えき先生から安眠セットも受け取っちゃったから、もう私は用事ないわよ？」


    　アンナ先輩がにっっっこりと笑いながら華城先輩と相あい対たいする。あ、あれ？　なんかいきなり空間が歪ゆがみ始めたんだけど？


    「……そうですわよね。綾女さんは新学期が始まってから、とってもよく気がついて、とってもよく働いてくれていますわ。わたくしが先生に頼んでおいたプレゼントなども、どこから情報を入手したのか、事前に受け取っていて、不思議ですわねぇ。……まるで」


    　アンナ先輩が一歩踏み出すと、その形ぎよう相そうに恐れをなしたのか、華城先輩が「ぴぃっ!?」と鳴いた。おっぱいに鳴き声があったならきっとこんな感じなんだろうな。


    「まるでわたくしと奥おく間ま君を二人きりにしたくないかのような、必死さですわねぇ？」


    　壁際に追い詰められた華城先輩が、アンナ先輩越しに「早く逃げなさい！」と目で合図してくれる。ここで逃げればいろいろな意味で男が廃すたるが、仕方ない。


    「アンナ先輩！　僕今日きようは用事があるので先に帰っ……て、あれ!?」


    　生徒会室の窓を開けて脱出しようとした。けど、開かない！


    　な、なんだこれ、白いカピカピが窓の縁で固まって……え？　精液？


    「無駄ですわよ」


    　アンナ先輩がこちらに背を向けたまま低く呟つぶやく。


    「昨日きのうのうちに、接着しておきましたの」


    　おいこれ本気でタマ取りにきてるでぇ。


    「わたくし、もう、本当に我慢できませんの」


    　そこからの流れはあまりにも迷いなく、かつ一瞬で行おこなわれた。


    「え？　あ？　きゃああああああっ!?」


    　華か城じよう先輩の体が宙を舞った。


    　そのまま難なく床ゆかに組み伏せられ、生徒会室の備品であるビニール紐ひもで一瞬のうちにぐるぐる巻きにされる。ガムテープで目と口も塞ふさがれ、完全に身動きを封じられていた。


    「むーっ！　むーっ！」


    「そこでおとなしくしていてくださいましね？　綾あや女めさん」


    　アンナ先輩は優雅に会え釈しやくすると、僕の胸ぐらを摑つかんで床に叩たたきつける。


    「ぐぶっ!?」


    「うふふふふふふへっ」


    　だらしなくゆるんだアンナ先輩の顔が鼻息荒く眼前にあった。


    　この間実に数秒。逃げ出すどころかリアクションを取る間ますらなかった。


    　説得？　無理無理。


    「ようやく、ようやくですわ。もう、もう我慢なんて、無理ですの」


    　アンナ先輩がスカートの下をまさぐり、パンツを脱ぎ捨てた。


    　べちゃっ、と床にスカートが落ちる。……あ、あれれー？　ふわっ、とか、ぱさっ、とかそういう可愛らしい効果音はこの世界にないんだったっけー？


    　シャツのボタンを外し、ブラジャーもはぎ取り、アンナ先輩はそのままベルトを引きちぎらんばかりの性急さで僕のズボンまで下げにかかる。


    「綾女さんが傍にいるのはまだ少し恥ずかしいですけれど、もう、そんな些さ細さいなことは気にしていられませんわ……はあっ……はあっ……」


    　アンナ先輩の体から、メルトダウンでも起こしそうな熱気と湿った甘い香りが漂ただよってきて、直視せざるをえない二つの膨ふくらみが視界を塞ぐように顔面を包み込んだ。あかんあかんあかん！　乳首と鼻先がＥＴ状態！　下半身が空飛んじゃう！


    　アンナ先輩の欲求不満は新学期が始まって以来、ずっと限界だった。


    　夏休みの間、朱あけ門かど温泉で何度か派手にビクンビクンなってたから多少は解消されたかと見込んでいたのだけど、むしろあのときビクンビクンしてしまったせいで味を占めてしまったらしく、新学期が始まってからというもの、かなり強引なやり方で迫られていた。


    　華城先輩の機転や僕自身の逃走スキル、生徒会業務が忙しかったこともあり、これまでなんとかお茶を濁にごせていたのだけど、やっぱりもうこれ以上はどうしようもないみたいだ。


    　いや、でも、こっちにだってまだ切り札があるんだ！


    「……はあ……はあ……早く、早くあの逞たくましいものを……へ？」


    　アンナ先輩がほわっとした可愛らしい声を漏もらした。


    　僕が朱あけ門かど温泉からもらってきた鉄製の貞てい操そう帯たい、通称《鋼鉄アイアンの童貞ドウテイ》に気づいたらしい。


    「う、うう？　うううう？」


    　アンナ先輩の指がかりかりと《鋼鉄の童貞》を引っ搔かくも、もちろん微動だにしない。


    　鍵かぎは生徒会室に来る前、華か城じよう先輩にパスしてあるし、これで万が一僕の理性が決けつ壊かいしたとしても、最悪の事態は避けられるのだ！　──と、思った矢先のことである。


    「う──────っ！」


    　ガッツーン！


    「ぎゃあああああっ!?」


    　一瞬、なにが起きたのかわからなかった。


    　けどアンナ先輩が手にした金かな[image: ]づちを振り上げ第二撃を放とうとしているのが見えて、文字どおりアソコが縮み上がる。


    「あ、アンナ先輩ストップ！　ストップでぎゃああああああっ!?」


    《鋼鉄の童貞》に振り下ろされた金[image: ]の衝撃が、下半身に響き渡った。痛烈な一撃。


    　アンナ先輩が狙ねらっているのはお尻しり部分で、直接の衝撃はあまり痛くないのだけど、その余よ波はが男の勲くん章しようを傷つける。攻撃は、容よう赦しやなく続いた。

  


  [image: ]


  
    「う────っ！　う────っ！　う──────────────っ！」


    　ガツンガツンガツンガツン！


    　だだっ子のように唸うなりながら振り下ろされるアンナ先輩の鉄てつ[image: ]つい。


    　痛みでおかしくなった僕は、もはや冷静な言語機能を失っていた。


    「らめえええええっ！　もうらめえええっ！　壊れちゃうっ、アソコ壊れちゃうのおおおおっ！　アソコの耐震強度はゼロなのおおお！　もうらめなのおおおおっ！　壊れりゅううっ！」


    　いや、比ひ[image: ]ゆでもなんでもなくマジで壊れそうだからねこれ。


    「──はっ。わたくしったら、奥おく間ま君になんてことを……」


    　と、僕の奇声で冷静さを取り戻したらしいアンナ先輩が金かな[image: ]づちを横に置いた。


    　よ、よかった。あと数回やられてたら、《鋼鉄アイアンの童貞ドウテイ》も僕の分身生成工場も共に破壊されてるところだ。てゆーか、アンナ先輩の前では貞てい操そう帯たいなんて無意味どころか危険性が増しただけなんだけどどういうことだよこれ責任者出せ。


    「わたくしとしたことが、奥間君に痛い思いをさせてしまって、配慮が足りませんでしたわ」


    　いや、でもまあ、これでどうにか今日きようはやり過ごせ──。


    「どうして気づかなかったんでしょう。……綾あや女めさんのほうからなぜか漂ただよってくる、奥間君の微かすかな匂においに」


    　……え？


    「むーっ！　むーっ！」


    　身をよじって芋いも虫むしよろしく逃げようとする華か城じよう先輩を押さえると、アンナ先輩は華城先輩のポケットに迷いなく手をつっこんだ。


    「どうして綾女さんが、こんなものを持っているんですの？」


    　アンナ先輩の手には、貞操帯の鍵かぎが握られていた。


    「まあ理由はあとでじっくり聞くとして、いまは奥間君の体のほうが、大事ですわ」


    　アンナ先輩はとろけそうな顔で僕を見下ろし、貞操帯の鍵穴に鍵を差し込んだ。


    「む────っ！」


    　華城先輩が一際大きく唸ったそのとき。


    「どうしたんっスか！　綾女様！」


    　ばーんっ！　と生徒会室の扉とびらを勢いよく開いて飛び込んできたのは、性しよう悪わる腐れ根性を地でいく後輩、鬼おに頭がしら鼓こ修す理りだった。


    「この鼓修理、敬愛する綾女様のためならどんな死地にだって喜ん、で」


    「……生徒会室に、なにか御用ですの？」


    　半はん裸らのアンナ先輩に微笑ほほえみかけられた途端、鼓修理の顔から急速に血の気が引いていく。


    「ア、アハハハハハハッ。ごゆっくりっス」


    　引きつった笑いを浮かべた鼓修理は縛られた華城先輩だけちゃっかりずるずると回収し、僕を残して生徒会室を出ていってしまった。なにしに来たんだあの馬ば鹿か野や郎ろうは！


    「ぷはっ。ちょっと鼓こ修す理り！　あなたなら奴ど隷れい系男子なりなんなり召しよう還かんして、アンナを止められたでしょうに！」


    「あの人にだけは関わりたくないんっス！　鼓修理的には綾あや女め様を守れたらそれで満足っスし、そもそもほら、たぬ……奥おく間ま先輩はあの化け物の半はん裸らをほかの男子に見せたくはないだろうと」


    　廊下の向こうで、口元のガムテープだけ剝はがされたらしい華か城じよう先輩と鼓修理の押し問答が聞こえてくる。けれど僕の貞てい操そう帯たいを外したアンナ先輩にはもうこの二人きりの空間しか認識できていないらしく、


    「やっと、二人きりになれましたわね。何か月ぶりでしょう」


    　僕の上にまたがったアンナ先輩が、頰ほおをすり寄せながら囁ささやいてくる。


    「二人きりどころか、デートのお話だって、いつもいつも都合が悪いの一点張りで……」


    　だってデートなんてしたら、僕の初体験が青あお姦かんになってしまうではありませんか。


    「わたくし、とても寂しくて、何枚の肌はだ着ぎが愛に溺おぼれたことか……」


    　さっきのべちゃっとパンツのことですね。


    　と、アンナ先輩の声が急に震え始め、不安げな色を帯びる。


    「わたくしが、正しい行おこないができていないから……《ＳＯＸソツクス》を捕まえることができずに理事会から役立たず扱いされてしまうような有あり様さまだから、奥間君はわたくしのことを、お嫌いになってしまったのでしょう？　幻げん滅めつ、してしまったのでしょう？　そうなのでしょう？」


    「そ、そんなことありませんって！」


    　生徒会の会議が始まる前に謝っていたことを、まだ気にしていたらしい。


    「ですが」


    　しかし僕の返答などまるで耳に入っていないかのように、アンナ先輩の声から弱々しさが消えた。


    「大丈夫ですの。人を愛することは正しいことですから。わたくしが奥間君を思いきり愛せば、奥間君はわたくしのことをまた好きになってくれるはずですわ」


    　アンナ先輩の柔らかな手のひらが、理性のない獣けもののような荒々しさで股こ間かんの出っ張りを摑つかんだ。


    　もう、この辺りが限界か。


    「あの、アンナ先輩！」


    　これまでアンナ先輩は、一応人の目を気にしていた。けど今日きようついに、目隠し状態ではあるけれど、華城先輩の前で暴挙に及び始めた。このまま回避し続ければ、そのうち全校集会の場で僕を襲おそい出すレベルにまで到達してしまうかもしれない。決断のときは、いまだ。


    　問題を先送りするだけだってことはわかってる。けど、アンナ先輩を抑制するための策はもう本当にこれくらいしかないのだ。


    「今度、デートしましょう！　アンナ先輩の指定した日時に！」


    「……え？」


    　僕の凸を凹にジョイントしようとしていたアンナ先輩の手がとまる。


    「え、え、ほ、本当ですの？　奥おく間ま君が、わたくしと、デートしてくださる？」


    「はい！　この前から言っていた、月つき見み草ぐさの誕生日プレゼント、一緒に選びに行きましょう！」


    「え、ええと、ええと、それでは、今週の土曜日しかわたくし、空あいていないのですが、よろしいでしょうか？」


    　アンナ先輩が頰ほおを染めて、そっとこちらを窺うかがってきた。


    　ここは是ぜが非ひでも「はい！」と即答しなくちゃいけない場面なんだけど……。


    「え!?　土曜って……二十六日ですか？」


    　思わず聞き返してしまった。


    　なぜなら今週の土曜日は、僕の母親、奥間爛らん子こがこの第一清せい麗れい指定都市にやってくる日だからだ。しかもその日からしばらく母さんは僕のアパートに泊まる約束になっていて……いろいろとその、準備が必要なのだ。特に心の準備が。


    「……また、ご都合がよろしくないんですの？」


    　すっとアンナ先輩の瞳ひとみから光が消え、僕のこけしバズーカが再びアンナ先輩の魔手に落ちる。


    「い、いえいえいえ！　大丈夫ですよ！　夕方までなら空いてますので！」


    　アンナ先輩の顔がふわっと華やいだ。


    「本当ですのっ。では、午前十時頃に、駅前で待ち合わせしましょう！」


    「はいっ！　わかりました！」


    　アンナ先輩は上機嫌に頰をゆるませ、いそいそと乱れた衣服を整え始めた。


    　……ぐちょぐちょになったパンツの行方ゆくえは、まあ、僕の心にしまっておこう。


    「では、来週の土曜日。楽しみにしてますわね、奥間君っ」


    　こうして僕は、アンナ先輩との初デートに臨のぞむこととなってしまったのだった。


    　流れいかんでは僕とアンナ先輩の貞てい操そうが青あお姦かんで吹き飛ぶ、[image: ]いん猥わいな緊張感に満ちたデートに。まあデートって基本的に「セックスしてもいーい？」って互いに確認し合ういかがわしい儀式らしいから、あながち特殊なシチュエーションじゃあないのかもしれない……とか現実逃避してみてもなにも変わらないのであった。
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    『いい狸たぬ吉きち？　絶対に人ひと気けのないところに行っちゃダメよ。それから、アンナの意識が下半身に向かないよう、怒ど濤とうのトークで間かん断だんなく楽しませるの。舌はおしゃぶりするためじゃなくて、おしゃべりするためにあるんだからね？』


    　アンナ先輩とのデート当日。


    　時とき岡おか学園最寄りの駅前で、僕はアンナ先輩と待ち合わせていた。


    『最悪の事態にならないようこっちもサポートするけれど、もうどうにもならなくなったら大声出しなさい。ヘルプ・ミーって叫ぶのよ？　レイプ・ミーと間違えないでね？』


    　ＰピーＭエムを介して、助言のふりをした猥わい談だんが垂れ流される。


    　どこからか、鼓こ修す理りと一緒に僕を見張っている華か城じよう先輩からの通信だ。


    　ＰＭの音量は最小で、華城先輩の声は僕にしか聞こえないようになっている。


    　僕のほうからも声は送れるのだけど、勘の鋭するどいアンナ先輩にバレる可能性が高いという理由で、僕から通信することは控えるよう事前に示し合わせてある。


    　それをいいことに、華城先輩はさっきから一方的に下ネタを乱発している。おい、語尾に「んほぉ」ってつけるのやめろ。僕がつっこまないからって調子に乗りおってからに。……いや、僕がツッコミ入れてもこの人はアンストッパブルか。上の口に貞てい操そう帯たいつけろよもう。


    『狸たぬ吉きち、もしかして緊張してるのかしら？　わかった。緊張がほぐれるお話をしてあげましょう。アンナとの会話の参考にもなるでしょうし』


    　絶対参考にならないやつだろそれ。脳内ツッコミで血圧と心しん拍ぱく数すう上がるんでやめてください。


    『この間ね、世界を平和にする兵器のアイデアを思いついたの』


    　世界を平和にする性器……？　おっぱいのことかぁ！　詳しく。


    『発はつ砲ぽう音おんが「らめぇ！」ってなる銃。サイレンサー無効』


    　この人いつもこんなこと考えてるのかな……。


    『本当なら、パンッ！　パンッ！　パンッ！　って銃声が響き渡るところが、らめえ！　んほぉ！　イクゥ！　ってこだまするのよ。素敵だと思わない？』


    　さりげなく喘あえぎ声の三段活用してんじゃねえ。


    『……あれ？　銃声ってそのままでも十分エロいわね？　まるで腰を打ち付ける音じゃないの。……そう、私のアイデアは、すでに先人が通った道、だったのね』


    　なに一人で悟ってんだこの人。


    『残念。ならきっと、発射音が「ドピュウウウゥ」のザーメンミサイルも、爆発音が「お●んこトんじゃううっ」の頭の中真っ白だよぉ地じ雷らいも、砲ほう身しんを肌はだ色に先端を赤黒く塗装した男の勲くん章しよう戦車も、全身を小刻みに震動させるピンクローター潜水艦も、きっとすでに誰かが考案しているのね』


    　そんな兵器考案してるやつは死の商人じゃなくて性の商人ですね。いやそれただの風俗嬢かオナホ売りのおっさんじゃね？　……オナホ売りのおっさんってなんだよ。


    　いい加減我慢できずにツッコミ入れてやろうかと思ったそのときだ。


    「おい奥おく間まよ」


    　くいくいと袖そでを引かれ、見下ろしてみれば、


    「お主ぬし、生意気にもアンナとデートだそうじゃな。遂に合体して、アンナを最高のモデルにしてくれる覚悟がついたかの？」


    　そこに立っていたのは、目線の高さが常人の股こ間かんにロックオンされるほど背の低い先輩、早さ乙おと女め乙おと女めだった。


    　いつもどおり作さ務む衣えに身を包んだ早乙女先輩は、期待に満ちた目でにやにやと見上げてくる。


    「誰がそんな覚悟するか！　てゆーか、なんで早乙女先輩が今日きようのことを知ってるんです！」


    　早乙女先輩はアンナ先輩の痴ち態たいを最高のモデルだと思っていて、いつかその乱れた姿を絵にしてやろうと切望している春しゆん画が家かだ。


    　今日のデートについて知れば、華か城じよう先輩たちとは逆にアンナ先輩の暴走を嬉き々きとして促うながすのではないかと危き惧ぐして秘密にしていたのに。なんでバレてるんだ。


    　夏休みが明けてからというもの、スランプだったぶんを取り戻すかのように引きこもって新作エロイラストを描かきまくってたはずなのに。ゆとりから得た生物知識を絵に取り込んで、動物っ娘ことの異種相そう姦かんとか獣じゆう姦かんものとかいろいろ描いてるんだよなこの人。新作はまだですか。個人的には牛っ娘搾さく乳にゆうシリーズ『それ以上搾ったらっ……んもぉ～っ！』の新作を希望。


    「いやなに、学校で見かけたアンナが、まるで一発やらかしたあとのようにつやつやと輝かがやいておったからな。これはなにかあると探ってみれば案の定じゃ」


    「あの、早乙女先輩、なんでもしますから、アンナ先輩を焚たきつけたりとか、マジで勘弁してくださいよ？」


    「なんじゃ。そんなことを考えておったのか。心配せんでも、そんな野や暮ぼはせんわい。自然にそうなったところを覗のぞくのがベストじゃしな」


    　覗くなよ。いや覗かれるようなこともしないけどな。


    「それに、アンナにこだわらずともお主ぬしらは描きたいシーンを多く提供してくれるからの。わざわざ金の玉を産むガチョウの腹を割さくような真ま似ねはせんわい」


    　おいその間違いギリギリだぞ。正確には卵な。華城先輩にでも吹き込まれたか。


    「ただまあ、なんでもすると言うなら、そうじゃな……今日のデート、夜戦に突入する運びとなったら、部屋の鍵かぎはあけておくのじゃぞ？」


    「誰があけるか！　あんたが入ってこないよう全力でかけるわ！」


    『精液を？』


    　華城先輩は合いの手うるさい！


    「なにを警戒しておるのじゃ。別に夜戦会場にお邪魔してスケッチしたりはせんぞ？」


    「白しら々じらしい！」


    『精液だけにね』


    「下しも々じもしい人はちょっと黙っててくれませんかねぇ!?」


    「あの、奥おく間ま君……？」


    「え!?」


    　驚いて振り返ると、そこにはうっすらと頰ほおを染めたアンナ先輩が立っていた。


    　淡いパステルカラーのブラウスに、膝ひざ下までの長さがあるシフォン素材のスカート。体の前で組んだ手には小さな[image: ]かばんをちょこんと握り、そっと顔を伏せている。


    「お、お待たせしましたわ。あの、その、おかしく、ないでしょうか。最近は、綾あや女めさんと私服で出歩く機会もないので……」


    　え？　誰これ？　新キャラ？


    　動揺して思わず早さ乙おと女め先輩に話しかけようとキョロキョロするも、あの先輩、いつの間にか消えてやがる。


    「あ……。申し訳ありませんわ。答えづらい質問をしてしまって」


    　と、僕が挙きよ動どう不ふ審しんになっている間に、アンナ先輩がしゅんと表情を曇らせてしまう。


    「あ、いえ、そうじゃなくて、とっても似合ってて、なんだかいつもと全然雰ふん囲い気きが違って、その、思わず見とれてしまったというか」


    　慌あわててフォローすると、


    「……もう、奥おく間ま君は。ズルいですわ」


    　アンナ先輩はさらに下のほうを向き、丸めた手のひらを口元に当てて少し責めるようにぽそりと呟つぶやいた。な、なんかおかしい。なんだこの空気は。新あら手てのトラップか!?


    「……っ。じゃ、じゃあ、行きましょうか！」


    　このおかしな空気に呑のまれるのはマズイと直感した僕は、アンナ先輩に手を出しながら声を張り上げた。と、なぜかアンナ先輩がぎょっとしたように僕の手を見る。


    「？　あの、アンナ先輩？」


    　どうしたんだろうか。普段ならここで指にむしゃぶりついてきたっておかしくないのに。


    　アンナ先輩が機嫌を損ねないよう、この程度のボディータッチは率そつ先せんしてやっていこうという華か城じよう先輩の指示だったんだけど。


    「手、つながないんですか？」


    「え、だって、その」


    　だめ押しで訊たずねてみたところ、アンナ先輩が酷ひどく狼ろう狽ばいした。ゆでだこのように顔を赤くして、「こんな公の場で……手をつなぐだなんて、その、恥ずかしいですわ」


    　ホントに誰だこれええええええええええええ!?


    　おかしい！　僕の知ってるアンナ先輩は、道端でいきなりバキュームフェラしながら尻しり穴あなほじってきそうな[image: ]いん獣じゆうだぞ!?　ちょっ、え、あの、宇宙の法則が乱れてる!?


    　……いや、よく考えてみれば、アンナ先輩っていままで、閉じた空間内でしか暴走してなかったし、この前は華城先輩を無視したけど、基本的に人がきたら[image: ]みだらな行為は中止していた。なら、別に、おかしくはないのか？


    「は、ははっ。そうですよね。いきなり手をつなぐとか、僕がおかしかったですね」


    　僕はテンパってすっと手を下ろした。アンナ先輩にどう顔向けしていいかわからず、すたすたと歩き出してしまう。


    　数秒歩いたところで、そっと服の袖そでが引っ張られた。


    「……こ、これくらいなら、許容範囲ですわよ？」


    　アンナ先輩が人さし指と親指で、ちょこんと左側の裾すそを握っていた。


    　そのまま僕の斜め後ろを、顔を伏せたまま静かについてきてくれる。遠くもなければ近くもない距離。耳まで真っ赤かにしたアンナ先輩の体温が伝わってくるようだ。


    　え、ちょっと、なにこれ。想定外の理由で心臓がドキドキしてるんだけど。


    『狸たぬ吉きちー？　この間みたいなことになっても、絶対に貞てい操そう帯たいの鍵かぎはパスしないから、そのときは安心して股こ間かんに除夜の鉄てつ[image: ]ついを受けるといいわ』


    　そんでもって予想外の方向から凶悪な殺気が漂ただよってきて、嫌な汗が止まらなかった。
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    　月つき見み草ぐさ朧おぼろには、正式な誕生日というものがないらしい。


    　生まれてすぐに国の施設に捨てられたというのだから当然だ。なので施設に捨てられたその日、九月二十八日が月見草の誕生日として登録されている。


    　養護施設などと言えば聞こえはいいけれど、華か城じよう先輩いわく月見草が育てられた施設は将来の取り締まり人員やら、性知識と切り離せない分野のエリートやらを育てるためのギンギンにお堅い機関で、誕生日を祝うなんて小こ洒じや落れた習慣はなかったらしい。


    「だから月見草さんには、今度の誕生日を是ぜ非ひ、楽しんでいただきたいと思ったのですわ」


    　アンナ先輩が雑貨店の棚に並んだ小物を真剣に吟ぎん味みしながら続ける。


    「夏休み前に選んで差し上げた服は、着る機会がないとかであまり着用してくださいませんし、家出の際に無理をさせすぎてしまって、もうボロボロになってしまってますの」


    　そりゃあ、アンナ先輩の身体能力に合わせて家出に付き合わせたならもたないだろう。


    「ですから今度は、いつでも身につけられるものを、誰かと相談して失敗がないよう贈りたいと思ったのですわ」


    　アンナ先輩はまるで、我が子に向けるような温かい笑え顔がおを浮かべる。


    「国のほうから派遣されてくる新規の風紀委員のとりまとめで、既にかなり忙しい様子ですのに、十月に入って条例が施し行こうされれば、さらに忙しくなるらしいんですの。なのでどうしても、まだ時間が取れるうちに労ねぎらってあげたいんです」


    「アンナ先輩ってやっぱり、優しいですよね」


    　小物を眺めながら、ふと、小学生の頃にアンナ先輩と出会ったときのことを思い出した。


    「いえ、わたくしは優しくなんてないですわ。労ってあげたいと言いつつ、それを口実にして、その、奥おく間ま君とこうしてお出かけすることを一番の目的にしているんですもの」


    　ぽそりと囁ささやかれたその言葉に、うまい返しが思いつかない。


    「そ、それにしても、月つき見み草ぐさは本当に忙しいんですかね。確かに最近よく学校休んでますけど、新規の風紀委員なんて、全然見ないじゃないですか」


    　月見草は僕と同じクラスに配属されているのだけど、新学期が始まってからはあまり教室に来ていない。アンナ先輩の付き添いで生徒会にはちょくちょく顔を出しているけれど、ぼーっと突っ立ているだけで全然忙しそうじゃない。


    「それはわたくしも不思議で。新規風紀委員の研修でも行おこなっているのでしょうけど、それなら校内で行えばいいはずですもの。風紀委員の仕事場は学内のはずですから」


    　アンナ先輩が顎あごに指を当てて少し首を捻ひねる。くっ、か、可愛いな。


    「月見草さんに訊たずねてみても、生徒会が取り締まり役から外されたせいか、情報は漏もらさないよう上から厳命されているようで、まったく詳細がわからないんですの」


    「大丈夫ですよ」


    　ふとアンナ先輩が思い詰めたような顔をしたので、反射で口が動いた。


    「あいつ、あんな無表情で主張もしないからわかりづらいですけど、アンナ先輩がこんなに気遣ってくれてるって知ったら嬉うれしいはずです。別にアンナ先輩が正しくないからつっぱねるようになったとかそんなことはないですよ。ほら、あいつ、上からの命令には絶対服従の真ま面じ目め野や郎ろうじゃないですか」


    　本当はもっと無む残ざんな、好きな女の子の部位もシチュエーションもわからなくなってしまったロボットのような有あり様さまというのが月見草の本質なのだけど、まあそこは割かつ愛あいだ。


    「そう、でしょうか」


    「そうですよ」


    「ありがとうございますですの。実は条例が正式に公こう布ふされた日から、ずっと気持ちが晴れなかったんです。綾あや女めさんや、轟ごう力りき先輩はああ言ってくださいましたけれど……」


    　きゅっと、今度は少し強く服の袖そでを摘つまみ、アンナ先輩がはにかんだ。


    「奥間君にそう言われたら、とても気持ちが楽になりましたわ」


    「……な、なら、よかった、です」


    　僕はしどろもどろになりながら、店の時計へと目を逸そらした。


    「なんか、もうお昼になっちゃいましたね。結構長い間歩いてますし、どこか喫茶店にでも入って休憩しませんか？　いいお店、知ってるので」


    「まあっ、奥間君のオススメですの？　ふふふ、とても楽しみですわ」


    　口元に手を当ててころころと笑うアンナ先輩は、緊張がほぐれてきたのか自然に袖を摘みながら、雑貨店を出る僕の後ろをついてきてくれた。


    　……おい、なんなんだよ。真っ当なデートすぎて夢じゃないのこれ。夢む精せいするレベル。


    『狸たぬ吉きちー？　実はいまここに早さ乙おと女め先輩がいてねー？　アンナを一発で発情させるきゃっきゃうふふな秘策があるらしいの』


    『あるのじゃー』


    『一発いっとく？』


    　おいあんたらなに合流してんだ!?　てゆーか華か城じよう先輩、なに目的見失って早乙女先輩にのせられてるんですか！　新作エロイラストに目が眩くらんだんですか!?　目を覚ましてください！


    　いつの間にかダークサイドに堕おちていた華城先輩の願いが通じたのか。


    　真っ当なデートはここまでのようだった。
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    『大変！　狸吉が精神的に犯されてるわ！』


    　華城先輩の声こわ音ねが少し嬉うれしそうな気がするんだけど……。この下ネタフリークめ。


    《ＳＯＸソツクス》御ご用よう達たしの喫茶店で昼食を終え、食後のコーヒーとケーキを堪たん能のうしながらアンナ先輩と歓談していたときだ。喫茶店のボックス席が疑ぎ似じ的てきな密室空間となっているせいなのか。


    　アンナ先輩が突とつ如じよ切り出した話題は、「人生の墓場」についてだった。


    　アンナ先輩の家族と食事とか、それあれでしょ。祠まつ影かげ、ソフィア、アンナ先輩に囲まれてお話ってことでしょ。なんだよそのボスラッシュ。精神的にクラッシュするわ。


    　あのこれ、どう回避すればいいんですかね。教えてエロい人……。


    「それともやはり、家族とのお話は、わたくしが奥おく間ま君の子供を宿してからのほうがなにかとスムーズに進んでいいでしょうか？　不思議なことにまだ妊娠の予よ兆ちようはありませんが、時間の問題でしょうし、宿したことにして会食のセッティングを整えてもいいですわね」


    　あかんこれ。


    　あ、あれ？　なんだろう。ＰピーＭエム越しに華城先輩がなにか叫んでるけど、聞こえないぞ？　脳が現実把握を放棄して、痛みも苦しみもない脳内エロの世界へ旅立っていく……？


    　ガシャン！


    「きゃっ」


    「も、申し訳ございません！」


    　と、僕の意識は強制的に現実へ引き戻された。


    　あっつあつのコーヒーを湛たたえたポットが、テーブルをバウンドして僕の股こ間かんへとダイレクトアタックを仕掛けてきたのだ。


    「あっつぁああああああ!?」


    「大丈夫ですの奥間君っ！」


    　コーヒーがこぼれ、下半身全体から濃厚な湯気が立ち上る。なんか文字に起こすとそこはかとなく勘違いされそうなシチュエーションだな……などとふざけている余裕はない。


    　貞てい操そう帯たい《鋼鉄アイアンの童貞ドウテイ》を装着していたからムスコはいまも元気だが、その他の部位がヤバイ。


    「申し訳ございません！　こちらでお着替えと応急処置を」


    　僕はマスターに促うながされるまま、カウンターの奥へと引っ張り込まれた。


    



    『さて、下半身熱々の二人にはちょーっとぬるいかと思って心配だったんだけど、なんとか場をリセットできたわね』


    　どうやらマスターを介して、ザーメン熱すぎて子し宮きゆう火傷やけどしちゃうよぉレベルの攻撃を僕に仕掛けてきたのは華か城じよう先輩だったらしい。


    　アンナ先輩の気を逸そらすには生なま半はん可かな方法じゃあ無理とはいえ、もっとほかに方法あっただろ。


    「でも、ここからどうするんですか。アンナ先輩、戻ったらまたあの話再開しそうですけど」


    　そうなったら今度こそ逃げ切れない気がする。


    「……前から思ってたんですけど、一度アンナ先輩に『僕が抱いだいているあなたへの好意は男女のそれではありません』ってはっきり言えば、少しは収まったりしないんですかね」


    　いまさらそんなことしたらより酷ひどい事態になるのはわかりきっているのだけど、結婚プレッシャーが意外に深く心に響いていたようで、思わずそんな弱よわ音ねが出る。


    『なに言ってるの。あんなに股またの下伸ばしてデレデレムラムラしてたくせに』


    「してないですけど!?」


    『なんにせよ却きやつ下かよ。たぶんアンナは春からずっと、あなたと付き合ってるつもりだもの。もしいまさら好きじゃないですなんて言おうものなら……《ＳＯＸソツクス》から貴重な人材が一人、逝いくことになるわね。エロい意味じゃなくて』


    『いや、あの化け物の様子を見る限り、狸たぬ吉きちと一緒に綾あや女め様も一緒に葬ほうむられることになると思うっスよ。だから狸吉、おめぇホントに下へ手たな真ま似ねするんじゃねぇっスよ？』


    『うーむ。嫉しつ妬とに我を忘れて鬼と化すアンナか。それも捨てがたい題材じゃの』


    　ちょっと弱音を吐いてみただけだったんだけど、うん、改めて聞くと酷い結末しかねえぞこれ。


    『とにかくいまはアンナをなだめすかして、性欲以外のものを満足させることに集中しましょう。ほら、そろそろマスターも準備ができたはずよ』


    　下半身を冷やしながら振り返ると、なにやら紙切れを握ったマスターが自信ありげな表情をして立っていた。


    



    　着替えを終えて席に戻ると、食べかけのケーキやコーヒーは綺き麗れいに片づけられていた。


    「奥おく間ま君っ。火傷は、大丈夫ですの？　もし酷いようならすぐ病院に……」


    「全然問題ないですよ。少なくとも、アンナ先輩との約束をすっぽかすほどじゃありません」


    　おろおろと心配するアンナ先輩に不安を与えぬよう、僕は軽い口く調ちようで答えた。


    「マスターも、もう頭下げなくていいですよ。こんなちょうどいいものもらっちゃって、むしろ得した気分です」


    　僕がマスターから手渡された紙切れは、この駅前一帯のお店で使える割引券だった。


    　本来、家が裕福でＰピーＭエム内の電子マネーも潤じゆん沢たくだろうアンナ先輩には無用の長ちよう物ぶつなのだけど、プレゼントを買うとなるとこれが意外と重ちよう宝ほうする。


    　あまり高価なものだとただでさえプレゼント慣れしていない月つき見み草ぐさが萎い縮しゆくしてしまうかもしれない、かといって粗悪品を渡すわけにも……とアンナ先輩は午前中、プレゼントを選びあぐねていた。ひょんなことから手に入れた割引券で安く購入できるとなれば、プレゼントもぐっと選びやすくなる。


    　まあ、月見草がぱっと見でプレゼントの値打ちなんてわかるとは思えないんだけど、アンナ先輩がそのきめ細かい気遣いを譲ゆずらなかったのだ。


    「というわけでアンナ先輩、このままプレゼント選び、再開しちゃいましょうか」


    「奥おく間ま君が大丈夫そうなら、わたくしはそれで構いませんけれど……」


    「じゃ、行きましょう」


    　アンナ先輩が結婚云うん々ぬんを思い出す前に、少々強引ながら、僕はアンナ先輩を先導してお店巡りを再開した。
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    　夕暮れ時。


    　僕は無事にプレゼントを購入できたアンナ先輩を駅に送っていた。


    「今日きようは本当に、ありがとうございました」


    　アンナ先輩はとても晴れやかに笑っていた。喫茶店でのトラブルなんて記憶の彼方かなたらしく、プレゼント用にラッピングした小包を嬉うれしそうに抱えている。


    「僕のほうこそ。楽しかったですよ」


    　喫茶店での激重トークを除けば、ではあるけれど。


    「……なんだか、名な残ごり惜しいですわ」


    　改札前で立ち止まり、アンナ先輩が一歩、僕に近づいてきた。


    「奥間君」


    　がやがやと騒がしい駅構内。頰ほおを朱に染めたアンナ先輩が、声を絞り出した。


    「最後に少しだけ、二人きりになれるところに、行きたいですわ」


    　いかんいかんいかんいかんいかん！　これは罠わなだ！　いや、アンナ先輩にそんなつもりがないなんてことはわかってるんだけど……とにかくこれは罠わななんだ！


    「ダメ、ですの？」


    「いや、その、僕のほうももう時間がなくてですね……」


    「本当に、少しだけですから」


    　心細そうに丸めた白い手を胸元に添え、濡ぬれた瞳ひとみですがるように見つめてくる。


    　ちょっ、あの、なんか理性が……。


    『狸たぬ吉きちー？　アンナとあなたの貞てい操そうを両方守る方法を思いついたわ。その股こ間かんに生えた吹き出物、とっちゃいましょうか。確かゆとりがそういう手術も家畜で慣れてるって話よ？』


    　ＰピーＭエムから聞こえてくる華か城じよう先輩の脅おどしに、股間がびくっと震える。


    　いや、断ことわらなくちゃいけないのはわかっているのだけど……こんな純粋に好意を向けられて、それを無む下げにするのはとても難しい。応じればどうなるか、わかっていたとしても。


    　心を鬼にしようにも、なんの口実もないのは本当にしんどい。


    　アンナ先輩を傷つけずにデートを終わらせる方法を考えていたとき。


    「貴き様さまぁ！　誰が二足歩行を許可した！」


    「ひぎぃ！」


    「ごめんなさい！」


    「奥おく間ま君!?　どうしていきなり四つん[image: ]ばいになったんですの!?」


    　聞き覚えのある怒声を聞いて、体が勝手に……っ！


    　驚いて振り返ると、そこには真っ白な制服に身を包んだ集団がいた。五十人近い善ぜん導どう課職員が隊列を組んで闊かつ歩ぽし、パンツスーツの女性と四つん[image: ]いの善導課職員が先頭を歩いている。女性は四つん[image: ]いの善導課職員を足あし蹴げにしながら、隊列を振り返った。


    「いいか、第一清せい麗れい指定都市の税金泥棒ども！　これまでのように不ふ甲が斐いない働きをして《ＳＯＸソツクス》をはじめとしたゲスどもに好き勝手やらせるようなら、これが貴様らの明あ日すの姿だ！」


    「ひぎぃ！」


    　尻しりに一撃もらい、四つん[image: ]いが悲鳴を上げる。あの、悲鳴が少しピンク色じゃありません？


    「だが、勘違いするなよ税金泥棒ども。なにも私は貴様らを憎んでいるわけではない。《群むれた布地》騒ぎの際、女性職員に肌はだ着ぎを提供するよう提案したこのカスのことをさえ、私は憎んでなどいない」


    　言いつつ、女性は大きく足を振りかぶって四つん[image: ]いの尻を攻める。


    「ここまで可愛がってやっているのは、貴様らに期待しているからだ。やり方こそ稚ち拙せつではあったが、卑ひ劣れつで卑ひ猥わいなテロを起こすゲスどもを駆く逐ちくしようとしたこいつの気持ちは本物だった」


    　四つん[image: ]いの頭を踏みつけ、靴裏でぐりぐりと踏みにじりながら、


    「貴様らが私の指導を耐え抜いたとき、貴様らは誇りと実力を兼ね備えた真の善導課職員に生まれ変わるだろう！　もっとも貴様らに残された道は、耐え抜いて生まれ変わるか、耐えられずに死ぬかの二択だがな」


    「はあ……はあ……隊長殿……この腑ふ抜ぬけた豚に、もっとご指導のほどをひぎぃ！」


    「うむ。よい根性だ。市内視察終了まであと三十八分二十五秒！　みな気を引き締めてかかれ！　……む？」


    　再び隊列を率ひきいてきびきびと歩き始めた女性と目が合い、びしりと気持ちが引き締まる。


    「そこにいるのは、狸たぬ吉きちではないか」


    「……やっぱり、母さんか」


    　僕は恐る恐る立ち上がり、母さん──奥おく間ま爛らん子こに小さく手を振った。


    「え？　あの方が奥間君のお母様、ですの？」


    『ベテランＳＭ女王様がプレイルームから時を超えて現れたのだとばかり……』


    　うん、まあ、そうなるよね。気にしないで。僕の母さん、体育会系をこじらせてるんだ。


    　僕たちがそれぞれに戸惑っていると、母さんは隊列を先に行かせて、カツカツと靴を鳴らしながらこっちに近づいてきた。四つん[image: ]ばいの名な残ごり惜しそうな視線がキモイ。


    　半年ぶりくらいに会った母さんは、相変わらずの威圧感だった。


    　カタギの人間とは思えない鋭するどい眼光、常に第一線で働いてきたせいか顔には大きな傷跡が走り、後ろで短くまとめた髪はつんつん尖とがって好戦的だ。女性らしく身なりはきっちりしているのだけど、アンナ先輩に匹ひつ敵てきする百七十センチという長身も相まってより圧力が増している。
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    　母さんは僕とアンナ先輩の前で仁に王おう立だちして腕を組むと、ぎろりと僕らを見み据すえた。


    「狸たぬ吉きち貴き様さま、この爛らん子こと久方ぶりに会える日だというのに、誰だその女学生は」


    「あ、その、わたくし、奥おく間ま君と男女のお付き合いをさせていただいております、アンナ・錦にしきノ宮みやと申しますの」


    「ぶ───っ！」


    　アンナ先輩らめぇ！　僕の外そと堀ぼり埋めちゃらめなのぉ！　てゆーか母さんに内緒で男女交際してたとかどんなリアクション返ってくるかわかんないからマジでやめて！


    「む？　錦ノ宮？　君はもしや、ソフィアの娘か」


    「ええ、ソフィアはわたくしの母ですけれど、お義か母あ様さまはわたくしの母のこと、ご存じなんですの？」


    　ね、ねえ。なんだか不ふ穏おんな単語があったんだけど、気のせいだよね？


    「やはりそうか。ソフィアには昔から振り回されてばかりだが、やつの娘なら安心して私の愚ぐ息そくを任せられる」


    『え？　狸吉のお母さんってふたなりなの？』


    　そっちの愚息じゃねえよ。ちょっとマジで外堀の埋め立て工事が急ピッチで進みまくってて余裕ないから。マジ静かにして。


    「あの、母さん、勝手に話を進められると」


    「貴様は黙っていろ」


    「イエス・マム！」


    　母さんの命令に従うよう、体が覚えてしまっている。開発ずみ、これが中古ってやつか。


    「あの、奥間君。もしかして用事というのは、お義母様とのことでしたの？」


    　母さんにあっさり認められたせいか、ぽわぽわと表情をゆるませたアンナ先輩がぽそっと耳打ちしてきた。


    「ならわたくし、すぐにでも引き取りますわ。喫茶店でも話したとおり、未来のご家族との関係は重要ですものね？　続きはまたの機会に……」


    　アンナ先輩は優雅に母さんへお辞儀して「わたくしはこの辺りで失礼いたしますわ。それでは奥間君、お義母様とのお時間を大切にしてくださいまし」と改札の向こうへ消えていった。


    「できた娘だな。貴様のような未熟者にはもったいない。ソフィアに申し訳ないくらいだ」


    「……そうだね」


    　アンナ先輩のビースト化は避けられたものの、また別の地じ雷らいが設置されてしまった。しかもこの地雷実は時限式、ほうっておくと人生の墓場に連れていかれます。誰か、華か城じよう先輩が発案したくっだらない地雷とでいいから交換してくれ……。


    「さて狸吉。私は仕事に戻るが、貴様この辺りで待っていろ」


    「え？　どうしてさ」


    「買い物に付き合ってもらおう。貴き様さまに晩飯を作ってやりたいが、スーパーの場所などがまだわからないのでな」


    「あー、そういうこと。了解」


    「では一時間後にまたここで会おう」


    　母さんは身を翻ひるがえすと、善ぜん導どう課の隊列へと戻っていった。


    「私がいない間も四つん[image: ]ばいを維持していたようだな。受け取れ、賞与だ」


    「ひぎぃ！　隊長殿ぉ！」


    『……ええと、じゃあ狸たぬ吉きち。今日きようはお疲れさま●こ？』


    　最後の最後にくっだらない下ネタを残して通信を切った華か城じよう先輩に呆あきれ返り、僕は全身脱力してその場に座り込んだ。あー、マジで疲れた……。
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    「では晩飯の支度に取りかかる前に、貴様の部屋を徹底的に捜索させてもらおう。万が一にでも貴様が卑ひ猥わいな表現物に溺おぼれていた場合、教育し直す必要がある」


    　買い込んだ食材を冷蔵庫にしまい込むやいなや、母さんが動いた。


    《ＳＯＸソツクス》として活動するためのパンツやらなんやらはすべて屋外に退避させているから安心なはずだけど、母さんの目が本気すぎて心臓がバクバク脈打っている。


    　ベッドの下とか漁あさられるのって、なんか本能的に冷や汗かくよね。


    「ふむ、では手始めに」


    　手袋をはめた母さんが、いきなりエアコンの吸い込みグリルを開け始めた。


    「ちょっと母さん!?　いきなりなにしてんの！」


    「貴様がいかがわしいものを所持していないか捜索している」


    「だったら普通、ベッドの下とかでしょ!?」


    「あの男の血を引き、私の教育を受け続けた貴様が、そんな平凡な場所に隠すはずがあるまい」


    　とか言いつつ最後のほうにしっかりベッドの下もチェックするだろう抜け目のなさが母さんクオリティなんだけどね。


    「む、ないな。では次だ」


    　母さんは無駄のない洗練された動きで次々と怪しいポイントを漁る。トイレのタンク内部、台所換かん気き扇せんの前板、机の裏側に天井など、死角になりうる場所はあらかた潰つぶされた。


    　しかも、下ネタテロによってばらまかれるエロ表現物のほとんどが収納スペースに困らないエロイラストであるせいか、捜索範囲はティッシュ箱の中、教科書やノートのページの間など、そこまでされちゃあ降参するしかないわ、という箇所にまで及んだ。


    　なんだこの人、エロ本探しのプロかよ。……プロだったわ。


    　なにせ母さんは、全国の性知識汚染度の高い地域を転々と単身赴任し、その地域を拠きよ点てんとした下ネタテロ組織を壊かい滅めつさせ続けてきた善ぜん導どう課の現エースだ。


    　父さんいわく、母さんは十八年前、《公こう序じよ良りよう俗ぞく健全育成法》が制定される二年前から始まった首都浄化作戦にも警察官として参加していて、そのときの功績から善導課発ほつ足そくの際に引き抜かれたらしい。


    　その頃から性表現に対する苛か烈れつな嫌けん悪おは本物だったらしく、下ネタテロリストに対する一切の容よう赦しやない捜査方針から、《鋼こう鉄てつの鬼き女じよ》として下ネタテロリストはもちろんのこと、善導課職員からも恐れられているとのことだった。


    　味方からも怖がられるとかどんなバーサーカーだよ。


    　まあ、今日きようの仕事ぶりを見て納得したけどさ。配属初日であれだもんなぁ……。


    「まあ、気のすむまで探せばいいよ」


    　寝室の電気をつけて、途中で変更になったデート服を着替える。


    　にしても、条例の中に善導課の捜査権拡大を許す文章がなくて本当によかったよなぁ。


    　母さんみたいな人が率ひきいる部隊が捜索に押し入ったら、不ふ破わさんたちがいくら対策したところで、エロイラストを隠しきれるとは思えない。逮たい捕ほ者続出だろう。


    「多少は捕まっちゃうかもしれないけど、さすがに逮捕者ゼロは難しいしなぁ……ん？」


    　いま、視界の隅でなにか動いたような。


    「……っ!?」


    　部屋着になってリビングのほうへ戻ろうとしたとき、僕は姿見越しに見てしまった。


    　ベッドの下で、僕の下着に顔をうずめた下半身裸の女性が蠢うごめいている！


    「な、あ、あ」


    　脂汗がだらだらと分ぶん泌ぴつされる。


    　なんで、アンナ先輩が、ここにいるんだ!?


    　てっきり今日は満足して帰ったとばかり……クソッ！　油断した！


    　な、なんとかしないと。なんとかしないと。


    「奥おく間ま君。やっと帰ってきたんですのね……はあ、はあ……」


    「─────っ！」


    　彼女から「生理が来ないの」と死刑宣告された彼氏並みに慌あわてていた僕の背後に、ベッドの下からぬるりと[image: ]はい出したアンナ先輩の濃厚な気配。あ、ダメなやつだこれ。完全に発情してらっしゃる。


    「もう。お義か母あ様さまを大切にするところも素敵ですが、わたくしをこんなに焦じらすなんて──」


    　アンナ先輩の両手がすすすと股こ間かんに伸ばされ、


    「デートの、続きですわ」


    　熱と湿り気を帯びた舌が首筋を[image: ]ったとき、リビングの方から母さんの声がした。


    「ふむ。こちらにはないようだな。では仕上げに、寝室のほうを探すとしよう」


    　いやあああああああああああっ！


    　前門の母さん、後こう門もんのアンナ先輩！　どうすりゃいいんだこのダブルブッキング！　最悪の化学反応が起きて僕が消しよう滅めつするぞ!?　さよなら地球！　さよなら華か城じよう先輩！


    「あ、あら？　もしかして、お義か母あ様さまがいらっしゃいますの？」


    　と、ようやく母さんの気配を察したらしいアンナ先輩が慌あわて始めた。


    「善ぜん導どう課の方だとおっしゃるから、てっきり職員寮のほうに住んでおられるのかと」


    　どうやらアンナ先輩、母さんが僕のアパートにまで来るとは想定していなかったらしい。


    　確かに母さんは第一清せい麗れい指定都市内の寮に宿を構えているけれど、しばらくは僕のアパートで過ごす予定なのだ。


    「ですからアンナ先輩、あ、愛を確かめ合うことは、できないんですっ」


    「……そう、なんですの」


    　アンナ先輩が黙り込む。


    　しめた。これでしばらく、アンナ先輩の脅きよう威いからおさらばできる!?　貞てい操そうの危機に怯おびえることなく安心安全な眠りにつける!?　夢む精せいするたびに「アンナ先輩に食われた!?」と冷や汗をかかないですむ夢のような生活が僕の手に！


    「ならお義母様を気絶させて、続きをしましょうか」


    　母さん逃げてええええええええ！


    「顔を見られては、今後家族ぐるみでお付き合いする際に都合が悪くなってしまうので」


    　アンナ先輩は色っぽく囁ささやきながら、僕のトランクスをかぶって顔を隠した。


    　ちょうどそのとき。


    「騒がしいぞ狸たぬ吉きち。貴き様さま、さっきから一体なにを……むっ!?　なんだそのイカれた女は！」


    　ただでさえ鋭するどい母さんの目が一瞬で殺意のこもったそれになり、威い嚇かくの怒声を張り上げながら拳こぶしを振り上げ迫ってくる。よくもこんな異常事態に怯ひるむことなくつっこんでこられるなぁ。


    「一瞬で片づけますわ。待っていてくださいましね、奥おく間ま君」


    　アンナ先輩が僕から離れ、母さんにグーで襲おそいかかる。


    　ドゴォン！


    「むっ」


    「うぅっ」


    　アンナ先輩と母さんの拳が衝突する。アンナ先輩がそのまま組み伏せようと母さんの懐ふところに侵入し、目にも止まらない動きで絡みつく。だが、母さんはそれをすべていなし──二人は半径一メートルほどの空間で無数の攻防を展開させ、互いに一歩距離を取った。


    　まさかこの二人、互角!?


    「《ＳＯＸソツクス》に汚染された汚けがらわしい有う象ぞう無む象ぞうかと思えば、やるではないか。腹立たしい」


    「……早く奥おく間ま君と、愛を育はぐくみたいですのに」


    　苦戦するとは想定していなかったらしいアンナ先輩が悔くやしげに呻うめく。


    　一方、母さんはアンナ先輩の実力に目を剝むきながらも、まるで動揺していない。


    「愛を育むだと？　そんな戯ざれ言ごとは──」


    　母さんが一歩踏み込む。


    「ガキの一匹でも育ててからほざくのだな」


    「──っ！」


    　思わずこちらまで体が動かなくなってしまうほどの圧力で母さんが突きを放ち、アンナ先輩がそれを側面から弾はじいていなす。だが、突きの威力が強すぎたのか、アンナ先輩の体勢が崩れた。


    「吹き飛べ小娘」


    「きゃあああああああっ!?」


    　重心の下に潜もぐり込まれたアンナ先輩が、半はん裸らのまま宙を舞った。


    　リビングのほうへ投げ飛ばされるも、くるんと空中で体勢を立て直して音もなく床ゆかに着地する。あの、体液がそこらじゅうに飛び散ってるんですけどそれは……。


    「さて小娘。観念するのだな。善ぜん導どう課の教育房で、たっぷり躾しつけし直してやろう」


    　勝負を無駄に長引かせるつもりはないらしい。母さんは容よう赦しやなくトドメを刺そうと追い打ちをかけた。


    「くっ、ここは撤退ですわ」


    「む。待て貴き様さま！」


    　アンナ先輩が全力で逃げに徹した。


    　リビングの窓を突き破り、二階から当たり前みたいに飛び降りて夜の町を凄すさまじいスピードで駆かけ抜けていく。


    「ちっ、引き際もわきまえているか。だが逃がさん」


    　母さんはＰピーＭエムを起動させ、


    「爛らん子こだ。私の直下部隊を動かせ。直下部隊二人、第一清せい麗れい指定都市職員一人のスリーマンセルを組み、いまから指示するポイントに待機させろ。夜だが地元職員がいれば地の利も賊ぞくにひけをとるまい。とっとと動け、腐ったミカンを許すな」


    　数秒で指示を終えると、母さんはそのまま部屋を飛び出していった。


    　その直後、僕のＰＭに母さんからメールが届く。


    『このアドレスから防犯ブザーアプリをインストールしておけ。あらかじめ指定したキーワードを叫ぶだけでＰＭがけたたましい高音を鳴らすようになる』


    　アパートにアンナ先輩が戻ってきた場合の保険だろう。卑ひ猥わいへの憎ぞう悪おに我をなくしても抜け目がない。素直にインストールしておく。


    　あんな化け物二人の戦闘に介入できるわけもなく。


    　僕は部屋中に飛び散ってしまったアンナ先輩の体液を拭ふき取りながら母さんの帰りを待つことにした。アンナ先輩ならきっと逃げ切るだろう。


    　……それにしても、母さんが強いのは知ってたけど、まさかアンナ先輩を撃退するレベルだったとは。善ぜん導どう課職員に対する軍隊みたいなスパルタ教育といい、この先第一清せい麗れい指定都市内で下ネタテロを起こすというのはあまり現実的でないのかもしれない。


    「外部とのパイプ構築を最優先にした華か城じよう先輩の読みはやっぱり正しかったんだな」


    　わざわざ口に出したのは、それでもなお、華城先輩の方針にどこか引っかかりがあるからかもしれなかった。


    



    　　　　　●


    



    　週が明けて、月曜日。


    「あの、奥おく間ま君。お義か母あ様さまはいつ頃までそちらにいらっしゃる予定ですの？」


    「具体的な日付まではわからないですね。それよりアンナ先輩、大丈夫ですか？」


    　生徒会室には、疲労困こん憊ぱいのアンナ先輩がかろうじていつもの上品さを漂ただよわせて座っていた。


    「ご心配には及びませんわ。昨晩まで、お義母様と親しん睦ぼくを深めていただけですので……」


    　母さんが帰ってきたのが今け朝さだったからまさかとは思ったけど、マジで丸一日追いかけっこしてたのかよ……。しかもアンナ先輩の言葉が正しいなら、うちの母さん、アンナ先輩を見失ってからも夜が明けるまで諦あきらめず追跡しようとしてたってことだよな？


    　エロ本に固執する童どう貞てい並みの執念だぞそれ。


    　生徒会モードになってぶすっと椅い子すに座っていた華城先輩が、机の下でこっそり手を合わせてアンナ先輩の襲しゆう撃げきを察知できなかったことを改めて詫わびていた。おい、合わせた両手を微妙に曲げてくぱぁってするのやめろ。ホントに反省してんのか。


    「連れてきたぞ」


    「轟ごう力りき殿。おやめください。私には仕事があるのです」


    　と、生徒会室の扉とびらが力強くあけられた。


    　そこにはビルドアップした轟力先輩が立っていて、小こ脇わきには月つき見み草ぐさが抱えられている。無表情なうえにだらんと完全に脱力して運ばれている様はまさに人形だ。口では抵抗の意思を示しているが、体は嫌がってないぜ？　ぐへへ。いやまあ本当のところ、こいつは抵抗って発想が最初からない、ただのマグロ野や郎ろうってだけなんだけどね。


    「それではお二方」


    　アンナ先輩が構えると同時、僕と華城先輩もクラッカーを鳴らした。


    　おい華城先輩。クラッカーの破裂音に紛まぎれて「どぴゅぅ」とか言ってたのあとで説教な？


    「誕生日、おめでとうございますですわ」


    「……？」


    「今日きようは月つき見み草ぐささんの誕生日でしょう？　十月に入ったらわたくしたちの代わりにお忙しくなられるようですし、そのお詫わびも兼ねて、お祝いさせていただけませんの？」


    　キラキラと舞う紙片やらなんやらを浴び、アンナ先輩からにっこりと微笑ほほえまれた月見草は、なにが起きているのかわからない様子でぽかんと虚こ空くうを見つめていた。


    「おい、アンナ会長がお前のために仕事の合間を縫ぬって企画したんだぞ。おい」


    　轟ごう力りき先輩がガクガクと揺さぶるが、月見草は相変わらず壊れた機械のように無反応だ。


    　轟力先輩、将来は力任せに女の子を感じさせようとして嫌われるタイプだな。


    「……わ、私は、その、五分以内に駅のほうまでいかないと……」


    「轟力先輩、もう面倒なんでやっちゃいましょう」


    　ぎこちない動きで抵抗を始めた月見草を見かね、僕と轟力先輩は月見草を椅い子すに括くくり付けた。


    「諦あきらめろ月見草。どのみちもうあと五分で駅前に行くのは無理だ。一分の遅刻も一時間の遅刻も変わらん」


    　いや轟力先輩、それはいくらなんでも大おお雑ざつ把ぱすぎる。この人将来、外に出せば大丈夫だからとかほざいて失敗するタイプだな。


    「では早速ですけれど」


    　アンナ先輩が用意していたプレゼントを取り出した。


    　ラッピングしていた袋を丁てい寧ねいに剝はがし、中から出てきたのはミサンガだ。


    「改めまして、誕生日おめでとうございますですわ、月見草さん」


    　アンナ先輩が月見草の右手首にミサンガを結ぶ。紐ひもの部分が少し伸び縮みするよう編まれているため手首にぴたりと巻き付いていて、ＰピーＭエム操作の邪魔にもならない仕様となっている。


    「ミサンガは、自然に切れてしまったときに願いが叶かなうとされていますわ。月見草さんは、なにかお願い事、ありますの？」


    「……」


    「フリーズですね。再起動にはしばらくかかるので、アンナ先輩、進めちゃってください」


    　いつもこうだ。好きなものとかやりたいこととか聞かれると、月見草は固まってしまう。せっかく勇気とお金を出して風俗に行ったのに遠慮して好きなプレイができず、不完全燃焼で終わってしまう素人しろうと童どう貞ていみたいなものだね。


    「では月見草さんの代わりに、わたくしが願掛けしておきますわ。……月見草さんに、好きなものややりたいことが、見つかりますように」


    　プレゼントを選んだときに僕と話し合ったとおり、アンナ先輩が優しく願いを込めた。


    　それでも月見草はまだ無反応だ。放心、という表現のほうが近いのかもしれないけれど。


    「さてそれでは早速、掛けたお願いが叶うよう、実践ですわ！」


    　アンナ先輩がわくわくと声を張り上げると、華か城じよう先輩が冷蔵庫から幾つもの白い箱を出してきて机に並べる。


    「奥おく間ま君行き付けの喫茶店特製ケーキ全種よ」


    　箱を開けると、そこには定番のショートケーキに始まり、ガトーショコラ、モンブラン、ミルフィーユにチョコレートエクレア、フルーツタルトなど、様々な種類のケーキが並んでいた。


    　トラブルはあったものの、ケーキの味は絶品だったと褒ほめていたアンナ先輩に、じゃああの喫茶店からケーキを取り寄せては、と僕が提案したものだ。


    　大量注文に加えて先日のお詫わびも重ねてしておきたいということでこの大量のケーキもプレゼント同様割安となっている。それにしてもあのマスター、まともに喫茶店っぽいメニューも作れたんだな。


    「では月つき見み草ぐささん。一口ずつ、全部どうぞですわ」


    「全部、ですか？」


    　これは月見草でなくとも戸惑うだろう。


    「ええ。全部食べたあと、二口目を食べたいと思ったものがあれば、それが月見草さんの好みになるのではないかと」


    「あの、私は、その」


    「なんだー？　お前ここまでされて、愛あい想その一つもないのか」


    　轟ごう力りき先輩が月見草の頭をぐりぐりやって絡む。


    「……申し訳ありません。こういうとき、どういった表情をすればいいのか、教育されておりませんので」


    「ならいま教えてやろう。おい狸たぬ吉きち」


    　僕と轟力先輩は、月見草の口角を無理やりぐいっと持ち上げた。


    　そのインチキ笑え顔がおを華城先輩がＰピーＭエムでぱしゃりと撮影する。


    「ちなみに、ケーキは食べ残してもらって問題ないわよ。気にしなくとも、残したケーキは私とアンナで食べ尽くすから」


    「ちょっと華城先輩。僕と轟力先輩もケーキのお金出したんですけど」


    「じゃあ、私とアンナの食べ残しで満足しなさい」


    　さっき食べ尽くすって言ってただろうが！


    「大丈夫よ。ショートケーキはあなたにあげるわ」


    　ぐいと華城先輩が僕を部屋の隅に引っ張り耳打ちしてきた。


    「なんか、生クリームって昔から生精液を連想しちゃって苦手なのよ」


    「わざわざいま言うことかそれっ」


    　この場で携帯を操作してＰＭ無効化してまで！


    「逆に、精液の味が甘かったとしたら？　どうなるのかしら。スイーツの概念が崩れそうね」


    「ただの病気ですよっ」


    「精液の味をコントロールする薬とか開発したら、イグノーベル賞は確実ね」


    　詳しく話を聞こうか。


    



    　そんなこんなで。


    　条例施し行こうを控えた週の頭。


    　呑のん気きな誕生日会はそんなふうに過ぎていった。


    　ちなみに。月つき見み草ぐさはもとよりアンナ先輩と華か城じよう先輩がまず自分の一番好きなケーキを選ぶことができず、許容量限界までケーキを詰め込んで動けなくなったことは完全な余談である。


    



    　そして十月一日。


    　僕たちは思い知らされることになる。


    　女の子に安全日などないように、僕たちに気を抜いていい瞬間などなかったことに。


    　──闘争は唐突に始まった。

  


  
    



    　第二章　妊娠してからでは遅いのです


    



    　ドンドンドンッ！　ドンドンドンッ！


    「うえっ」


    　いきなりの騒音にびくりと跳ね起きた。いやイってないよ？


    　ＰピーＭエムで時間を確認すれば、まだ朝の七時だ。眠い。ぼんやりした意識の中で股こ間かんを布ふ団とんにこすりつけていたい。


    　母さんが対応してくれないかと期待したけど、そういえば母さんは今日きよう、早朝から善ぜん導どう課のほうに行くって言ってたっけ。僕が出すしか……いや出るしかないのか。


    　ふらふらとベッドから起き上がったとき。


    「奥おく間まさん。あけてください、いるのでしょう」


    　扉とびらの向こうから聞こえてきたのは、不ふ破わさんの声だった。


    　いつものように淡々とした無感情な声こわ音ねながら、珍しく息が乱れている。


    　そこでようやく、嫌な予感が全身を貫つらぬいて、意識がはっきりとし始めた。


    　今日は十月一日。《子供を犯罪の被害から守り健全に育てる条例》が実行力を持つ日だ。


    「不破さん、一体なにが──うわっ」


    「かくまってください」


    　ドアをあけると、白衣の不ふ破わさんが部屋に転がり込んできた。


    　機敏な動きでドアを施せ錠じようし、鍵かぎをかけ、白衣の中に抱えていたけむくじゃらを解放する。


    「不破さん、そいつ」


    「ええ。わたしの愛犬、ペスです」


    　それは毛並みのいい柴しば犬いぬだった。いきなり連れてこられた僕の部屋を不思議そうに眺め、首を傾かしげている。その股こ間かんにはフグリがちょこんとぶら下がっていた。やだ……丸出し。


    「なんでこいつがここに？　郊外に隠してるんじゃなかったの」


    「事情が変わりました。外を見てください」


    　閉めきっていたカーテンと窓を開ける。


    「……なんだ？」


    　朝日と一緒に部屋に入ってきたのは、早朝とは思えないほどざわついた町の空気だった。


    　あちこちから怒号が聞こえ、言い争うような気配が満ちている。


    「……あいつら、なにやってるんだ？」


    　ちょうどここから見下ろせる位置にあった一軒家にたったいま、善ぜん導どう課の制服を着た三人組が踏み込むところだった。


    　家や主ぬしらしき男性の制止も押し切り、ずかずかと屋内に侵入している。


    「おいあれ、明らかに権限逸いつ脱だつしてるだろ！　なんの根こん拠きよもなしに家宅捜索とか！」


    　大人のお風ふ呂ろ屋さんで本番まで要求する迷惑なお客そのものだ！　誰か早く顔の怖い兄ちゃん連れてこい！


    「それがどうやら、合法らしいのです」


    　不破さんが白衣のポケットから一枚のエロイラストを取り出した。


    　大して股間を刺激することもない、色気の欠片かけらもない裸ら婦ふ画がだ。


    「昨晩から未明にかけて、第一清せい麗れい指定都市内のあらゆる世帯にこれがばらまかれています」


    「……は？」


    「善導課の職員はポストや玄関扉とびらの隙すき間まからこれを見つけた世帯に、《ＳＯＸソツクス》から日常的に不健全な表現物を受け取り貯蔵している可能性があると言いがかりをつけ、そこら中で家宅捜索を行おこなっているようです」


    「な、なんだよそれ……」


    　僕たちはそんなバカなことしていない。もし僕たちの知らないところでまた《群むれた布地》みたいなチンカスどもが暗あん躍やくしていたとしても、こんなことをやるメリットはないはずだ。


    「まさか、善導課の連中……」


    「ええ。十じつ中ちゆう八はつ九く彼らの自作自演でしょう」


    　自分たちが撒まいたエロイラストの罪を僕たち《ＳＯＸ》や町の人たちにかぶせた挙げ句、その[image: ]えん罪ざいを分厚い面つらの皮で裁いてポイント稼かせぎだぁ？　ここまで理り不ふ尽じんだといっそ清すが々すがしいわ。


    「って、そんな状況でなんでペスを連れてるの不ふ破わさんは！」


    　危険すぎる。あいつらマジでちんこの単純所持禁止する勢いだぞ!?


    「それがどうやら、条例が可決してから今日きようまで、わたしのような要注意生徒の動向は風紀委員によって監視されていたようなのです。ブツを隠すところも見られていたようで」


    　不破さんがぎゅっと拳こぶしを握りしめる。


    「一時間ほど前、公園に埋めていたブツを風紀委員が掘り返して回収していたという報告を受け、慌あわててペスを迎えに行ってみれば……まんまと条例違反者として追い回されるはめに」


    　風紀委員？


    　まさか、ここしばらく月つき見み草ぐさが新規の風紀委員たちを引き連れてやってた仕事ってのは……。


    「って、ちょっ、このバカ犬！　僕の腕にまとわりついて腰を振るな！」


    　お婿むこにいけなくなるだろ！　あと不破さんも無表情によだれ垂らして観賞してないで、このバカ犬どうにかしろ！　こいつ不自然に鼻息荒いんだよ！


    「すみません。躾しつけはばっちりなのですが、初めて見た奥おく間まさんを格かく下した認定したらしく」


    　失礼な犬だな。……気のせいか、腕にねっとりしたものがついてるんだけど、これ本当に順位付けの腰振り？　もしかして僕、ぶっかけられてないよね？　綺き麗れいな体のままだよね？


    「次の《ＳＯＸソツクス》へのリクエストは、ペス×奥間さんで決まりですね」


    　やめろ！　ゆとりからその手の知識を得た早さ乙おと女め先輩の中では最近、獣じゆう姦かんものがブームなんだからな！　冗談抜きで描かくぞあいつ！


    　ドンドンドンドンッ！


    「「っ！」」


    　扉とびらが乱暴にノックされ、僕と不破さんは同時に肩を跳ね上げた。


    「ここを開けてください。風紀委員です。この部屋には現在、不健全な表現物が匿かくまわれている疑いがあります」


    「やはり、インドアのわたしが一人で逃げ切れるほど甘い相手ではなかったようです」


    「一人？　不破さん、学生同士でネットワーク作ってなかったっけ？」


    　対《群むれた布地》で見せたチームワークを駆く使しすれば、なんとかなったんじゃないのか？


    「……ほとんどみな、連絡がとれていません」


    「それは、つまり」


    「善ぜん導どう課に連行されたか、必死に抵抗している最中か……時とき岡おか学園生徒が何人犠ぎ牲せいになったかさえわかりません。いずれにしろ、事態はそれほどまでに深刻です」


    　ドンドンドンッ！　──ここを開けなさい。


    「すみません。ほかに頼るところがなく、奥間さんを巻き込んでしまいました」


    　不破さんがペスを連れ、窓から脱出しようとする。


    　僕はその手を取って引き留めていた。


    「ダメだ。たぶん何人かでアパート周りを囲んでる。不ふ破わさんじゃ逃げ切れない」


    「……いいんですか。生徒会役員がわたしを見み逃のがして」


    　かくまってと飛び込んできたくせにいまさらなに気を遣ってんだ。


    「生徒会の取り締まり義務はこの前解除されちゃったしね。そもそも、生徒会が取り締まってたのは不健全な表現物だよ。命までは規制してない」


    　だから、いまは《ＳＯＸソツクス》とか生徒会とか関係なしに助ける。


    「ってなわけで、とりあえずこのバカ犬の腰振りをやめさせろ飼い主」


    　おい今度は我慢汁どころじゃない量を出してるじゃねえか！　おいやめろって！　おい！　ちょっ！　いやあ！


    



    「うるっさいなぁ。なんですか朝っぱらから」


    「失礼させていただきます」


    　僕が鍵かぎを開けた途端、ずかずかと踏み込んできた三人の風紀委員。


    　その先頭に立っている人物と目が合って、僕は少なからず驚いた。そして身勝手ながら、どこか裏切られたような気持ちになった。


    「お前かよ、月つき見み草ぐさ。なんでこんな無む茶ちや苦く茶ちやな取り締まりしてやがる」


    「隊長殿のご命令だから。それだけです」


    　月見草は機械のように即答すると、押し入れやら戸棚やらを物ぶつ色しよくし始める。


    　ガタッ！　ガサガサッ！


    「……」


    　寝室のほうから響いた物音に、月見草たちが反応した。寝室に踏み込んだ瞬間、シーツやカーテンを結んで作ったロープをつたい、不破さんが大きなバッグを抱えて窓から消える。


    「包囲隊、西側窓から容疑者逃走。取り囲んでください」


    　月見草がＰピーＭエム越しに指示を出し、踏み入ってきたときと同様どかどかと僕の部屋を出ていく。


    「……よし」


    　月見草たちが階段を降りきったことを確認し、僕は寝室の押し入れから重みのあるサブバッグを取り出して玄関を飛び出した。


    　サブバッグの中身はペスだ。去きよ勢せいされていないせいか落ち着きのない犬で、がさごそと物音がうるさい。風紀委員の連中は不破さんが逃走する際の物音だと勘違いしてくれたらしく、名付けて〝間ま男おとこ逃走作戦〟はとりあえず成功だ。


    　ペスはペット会社の種たね犬いぬとして飼育されていた脱走犬で、飼育時の利便性のため爪つめと[image: ]きば、声せい帯たいが除去されている。こういう隠おん密みつ行動の際は正直助かるけど、なんだか複雑だ。


    「おとなしくしてろよ」


    　自転車かごにペス入りサブバッグを突っ込む。


    　アパートの裏手で風紀委員たちに囲まれる不ふ破わさんを尻しり目めに、僕は全力で発進した。


    　不破さんと落ち合う約束をした場所は、ここから十分ほどかかる神かん無な城ぎ小学校。


    　まだ始業時間になっていない、しかも小学校ならば、取り締まりの手も伸びていないだろう。


    　なんとかそこまで逃げ切って体勢を立て直す。


    　ローターを仕込んだまま町を闊かつ歩ぽする痴女のような緊張感で、僕はペダルを踏み込んだ。


    



    　　　　　●


    



    「現在の状況は？」


    　作戦本部にて。奥おく間ま爛らん子こは通信班に報告を促うながした。


    　第一清せい麗れい指定都市奇き襲しゆう浄化作戦開始からおよそ一時間半が経過した、午前七時。


    　作戦のために町中に散った善ぜん導どう課職員及び風紀委員たちから、続々と戦果が報告される。


    「現在、逮たい捕ほ者四十五名、矯きよう正せい教育房送りが三百八十九名となっております。矯正教育房の収容人数百を超過したため、二百八十九名は現在ＰピーＭエムによる身分照会ののち、自宅待機を厳命、整理券を発行して後日、教育房で規定のカリキュラムを執行する予定です」


    「うむ、上出来だ」


    　爛子が力強く背中を叩たたくと、通信班は誇らしげに相そう好ごうを崩し、仕事に戻った。


    　爛子は作戦本部から退室し、控えの善導課職員が待機する広間へ踵かかとを鳴らして向かった。


    　現在、町に繰り出している善導課職員及び風紀委員は四百五十人。三人一組の計百五十組で、出動してから一時間半の間に、《ＳＯＸソツクス》に性汚染された四百三十四人を捕ほ縛ばくしている。


    　そしていま、第二撃のために待機している人員は百五十人、五十組だ。


    《ＳＯＸ》の暗あん躍やくや《群むれた布地》事件で人員が拡充されていたうえ、爛子直下の部隊も合流して、第一清麗指定都市の抱える職員数はいまや、日本最大の警察署に匹ひつ敵てきする規模となっている。だが、この頭数だけそろえた体制こそが慢まん心しんと油断を生み、これまでのテロリストたちの躍進をみすみす許してきたのだと爛子は捉とらえていた。


    　都市内で長年それらしいテロが起きなかったことも、職員の劣れつ化かを促したに違いない。


    　だが爛子が着任した以上、そんな怠たい慢まんは許さない。


    　爛子が広間に入るやいなや、百五十人の職員たちが表情と姿勢に緊張感を滲にじませる。


    「いよいよ出番だぞ、タダ飯食らいの税金泥棒ども！」


    　ＰＭの拡声機能を使うことなく、広間の隅々まで爛子の声はよく響いた。


    「よく聞け役立たずども。私は卑ひ猥わいなものが大嫌いだ。目障りで、耳障りで、不愉快で、この世に存在するだけで気がふれそうになる。この気持ちは最も早はや憎しみだ」


    　夜明け前、四百五十人の人員へそうしたように、爛子は目の前の百五十人に声をぶつけた。


    「卑ひ猥わいを殲せん滅めつするためならば、私は人間性を捨てる。女を捨てる。周囲からどう罵ののしられようと、どうなだめすかされようと、満まん身しん[image: ]そう痍いの体を連れて、地獄の果てまで浄化する！


    　──私がなぜここまで卑猥を憎むのか、疑問に思う者もいるだろう」


    　それはこの二十年以上、《鋼こう鉄てつの鬼き女じよ》と恐れられる爛らん子こに何度も投げかけられた問いだった。


    　理由は至し極ごく単純だ。


    　子供の頃、名前を理由に男子から苛いじめられた。それだけである。


    　小学校では「卵らん子し、卵子！」と小突き回され、中学校では「おい乱交」などと酷ひどい渾名で呼びつけられた。誕生日が七月二十一日であったことも合わさり、乱交オナニー０７２１などという矛む盾じゆんを内包した[image: ]なぞのネーミングをされたこともある。


    　大半の人が、それだけのことで？　と首を捻ひねる。だが人は自分でどうにもできないプロフィールを、とびきりの悪意をもってからかわれたとき、心に鬼を宿すのだ。


    　しかし悪意によってつけられた傷の深さは本人にしかわからない。


    　だから爛子の苛か烈れつな憎しみを、ほとんどの人間が理解できない。


    　だから爛子は、なぜそうまでして卑猥を殲滅するのかと問われたとき、こう答えるようにしている。


    「──ゴキブリを殺すのに、理由がいるのか？」


    　理論よりも感情に訴えるほうが多くの人間を納得させるということは、腐れ縁のソフィアから学んだやり口だ。もっともソフィアは計算でやっているのではなく、ただ感情的なだけだが。

  


  [image: ]


  
    「私が現場指揮を執とった以上、貴き様さまらには卑ひ猥わいを殲せん滅めつするための歯車として、奴ど隷れいのように働いてもらう。口答えは許さん。弱よわ音ねは鉄てつ拳けん制裁だ。問おう、貴様らの仕事はなんだ!?」


    「「「「「卑猥を撲ぼく滅めつすることであります！」」」」」


    　たった数日で訓練されきった職員たちが、綺き麗れいに声を合わせる。


    「そうだ。貴様らゴミムシが託された仕事は、卑猥をこの世から消すことだ。市民様の血けつ税ぜいをすすり、汗の結晶を飲み込む代わりに、貴様らは卑猥を滅さねばならない。市民様の要望どおり、市民様の安心な暮らしを守るために、公こう僕ぼくとして[image: ]はいずり回り、叱しつ咤た罵ば倒とうされることが私たちの仕事だ。好ましい仕事ではないだろう。やり甲が斐いを感じたことなどないだろう。プライドなどとっくに摩ま滅めつしたはずだ。だから貴様らは、今日きようから私のための駒こまとなれ。私の憎しみを晴らすための道具となるのだ」


    　爛らん子こが拳こぶしを振り上げる。


    「貴様らの所しよ業ぎようはすべて私の命令だ。貴様らのヘマはすべて私の責任だ。だから貴様らの誇りは、すべて私が保証しよう」


    　振り上げた拳を、壇上に叩たたきつける。


    「私は卑猥が憎い！　消しよう滅めつすることを切望する！　だから私は貴様らに命じる！　出撃せよ！　この都市に蔓延はびこる卑猥を！　汚染された汚お物ぶつどもを！　徹底的に取り締まるのだ！」


    　雄お叫たけびは地鳴りとなって広間を揺るがした。


    　爛子はＰピーＭエムを起動させ、それぞれの部隊へ指示を下す。


    「十一班から五十班は事前に配布したとおり、指定の公共施設へと向かえ。一班から十班は私とともに来い」


    　第一陣の捜索を逃のがれた連中が、時間帯的にまだ取り締まり対象にならないと判断して逃げ込むだろう学校や病院、市民会館や保育園の敷地内を狙ねらい撃つ作戦だ。


    　命めいを受け、四十のスリーマンセルが広間を慌あわただしく飛び出していく。その視線は真っすぐ扉とびらに向かいながらも、時折羨うらやましそうな視線が十の班へ注がれる。


    「この町にはなかなか巧妙な連中も多いと聞く。貴様らだけでは手に余るやもしれん。私も直じき々じきに出て、確実に叩き潰つぶしてやろう」


    　数日前に取り逃がしたイカれ女へのリベンジも兼ねて、爛子の闘志は普段にも増して燃えていた。ＰＭで虚こ空くうに地図を投影する。


    「では手始めに、ここへ向かう」


    　爛子が指定した公共施設は、神かん無な城ぎ小学校。


    　つい先ほど、未み去きよ勢せいの犬を取り逃がしたと報告があったばかりのエリアだった。
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    「おいおいおいおい……」


    　自転車を駆かりながら、流れていく町の景色に僕の開いた口は開きっぱなしだった。


    「ちょっと待ってよ！　私は別に、不健全な欲求を満たす目的でそれを持ってたわけじゃないんだから、教育房行きなんて、おかしいでしょ!?」


    「顔がいやらしい。有罪だ」


    「な……っ!?　い、言いがかりじゃないのよそれ！」


    「すべての判断は我々に委ゆだねられている。連れていけ」


    　もうそれセクハラだろ、というようなやり取りの末に連行される人がいれば、


    「おい！　そんなとこまで漁あさってどういうつもりだ！　やめろ！」


    「爛らん子こ隊長の作成されたマニュアルに書かれた場所すべてをチェックするまで捜査は終わらん。……おお、やはり隊長は歴戦の強つわ者ものだ。ブツを発見。その男を確保しろ！」


    　母さんのエロ本発見スキルがいかんなく発揮されている場面があれば、


    「ちょっと待ってくれ！　なんでそんなもので僕が矯きよう正せい教育処罰の対象になるんですか!?」


    「それを説明すれば《公こう序じよ良りよう俗ぞく健全育成法》に抵てい触しよくすることになる。説明はできない。説明する義務もない。決まりは決まりだ、従え。君には後日、教育房へと出頭してもらう」


    　アパートに暮らしている学生だろうか。制服から察するに、僕たち《ＳＯＸソツクス》がまだ性知識流る布ふの対象としていない学校だ。


    　恐らく、夜中のうちに善ぜん導どう課によって投とう函かんされたエロと呼ぶのも難しい裸ら婦ふ画がによって、条例違反と認定されたのだろう。


    　本当に身に覚えがないのだ。学生の顔は混乱に満ちている。


    　しかもあくどいことに、善導課の職員はあらゆる性表現を禁じる《公序良俗健全育成法》を盾たてに、その理り不ふ尽じんな判断をごり押ししたまま撤てつ収しゆう、次の部屋へと手を伸ばしている。


    　いまはまだ周囲に卑ひ猥わいを理解できる大人がいるから裸婦画なんてものをバラまいて逮たい捕ほの建前を作っているけれど、これがエスカレートすれば、いつぞやの月つき見み草ぐさがそう判断していたように、鉛筆を持ってるだけで条例違反呼ばわりされ、逮捕される世界になるだろう。


    　ちんこの単純所持禁止になるんじゃないか、なんて冗談で思っていたけど、それより酷ひどい。事実は小説より奇なりとはよく言ったものだ。


    「なんだよこれは、ホントに……っ」


    　罪状の内容もわからないまま、反論も許されず、黙って罰を受けろという。


    　なにが健全教育だ。あいつら、思考停止のロボットでも作りたいのか？


    　んなもん作るくらいならとっとと人工嫁作れよ！　日本が誇る万能細さい胞ぼうとロボット技術を駆く使ししてバイオラブドール開発に待ったなし！　なんか生物災害の起きそうな名前だな。


    　僕が錯さく乱らんしている間にも、幾つかのアパートや、一軒家が善ぜん導どう課に押し入られ、次々と条例違反認定されている。ほとんどが学生だけれど、なかにはそのまま善導課の車両で連行されていくサラリーマンの姿もある。


    「マスターたち、大丈夫かな……？」


    《ＳＯＸソツクス》が入手した谷や津つヶが森もりのエロ本のコピーや、早さ乙おと女め先輩の進化するエロイラストを小こ躍おどりしながら崇あがめ奉たてまつってたような人たちだ。条例違反がきっかけで《ＳＯＸ》への協力までバレたら、どれだけの余罪が追及されるかわかったものじゃない。


    「おい、君っ！　止まりなさい！」


    　そのとき、僕の正面に三人組の善導課が現れた。


    「やっば……っ！」


    　急ブレーキ急カーブで横道に入る。後ろから、車両に乗り込んだ善導課職員が追いかけてくる。しきりにＰピーＭエムへ泡を飛ばしていることから、周囲の仲間と連れん携けいをとっているのだろう。


    　クソ！　通信機を有効活用してんじゃねえよ！　そういうのはテレフォンセックスに使え！


    　ピピピピピッ！


    　だーっ！　誰だこんなときに電話してきたのは！　テレフォンセックスなら歓迎だけど。


    「はいもしもし！」


    『……はあ……はあ……兄ちゃんいま、どんなパンツはいてるのん？』


    　速攻で電話を切った。番号は華か城じよう先輩からだったけど、無視していいやつだろこれ。


    　ピピピピピッ！


    「なんだよもう！」


    　電話に出てあげると、華城先輩が『ちょっと！』と抗議の声を上げた。


    『この緊急事態にブチ切りってどういうことよ！』


    「こっちはいまそれどころじゃないんですよ！」


    『もしかして、交尾なう？　あ、ごめんなさい切らないで！』


    　ようやく真ま面じ目めに話を聞くつもりになってくれた華城先輩に、ざっくりと事情を説明する。


    　不ふ破わさんの犬を連れて逃走中であることを理解してくれた華城先輩は少々の熟じゆつ考こうの後、


    『なら、鼓こ修す理りにナビを任せるから、指示に従って逃げてちょうだい』


    　なんでも鼓修理の奴ど隷れい中学生ネットワークはまだ機能しているらしく、僕の居場所さえわかれば周囲の善導課目撃情報を集めて逃げ道を知らせてくれるらしい。


    「でも、そんな細かい情報の送受信してる余裕ないですよ？」


    　いまの通信だってかなりギリギリだ。善導課の動きがいつもと違いすぎる。鼓修理とのやり取りに徹してくれる人がいればいいんだけど……。


    「ならばそれはわしに任せるんじゃな」


    「んあ!?　早さ乙おと女め先輩!?」


    　いつの間にか、爆走中の自転車の荷台に早乙女先輩が乗っかっていた。


    「朝のスケッチ散歩中にお主ぬしを見かけて、なにやらインスピレーションを刺激される状況だったのでな。つい途中乗車してしまった」


    　ホントこの人、絵のためなら神しん出しゆつ鬼き没ぼつだよな。猿かよ。


    「ちょうどこの喧けん噪そうを堪たん能のうしたいと思っておったところじゃ。ナビをする駄だ賃ちんとして、ドライブに連れていってくれてもよかろう？」


    　早乙女先輩がＰピーＭエムを操作し、鼓こ修す理りにつなぐ。


    「くふふ。今日きようという騒ぎをゲルニカのように描えがき、将来善ぜん導どう課連中に言ってやりたいものじゃ。この絵を描いたのはお主らじゃ、とな」


    　このノリノリ具合だと町の観察に集中してナビをおろそかにしそうで心配だけれど、


    「任せましたよ早乙女先輩！」


    「うむ。早速じゃがそこの角を左じゃ」


    　ＰＭで僕の背中に地図を映写しつつ鼓修理と通話する早乙女先輩の指示に従う。


    「ところで華か城じよう先輩、そっちはどうなってます!?」


    　華城先輩のことだ。マスターたちの様子や、朱あけ門かど温泉のことも把握しているだろう。


    『それが、私の近所に住んでいたサラリーマンが、保管していた大量の幼よう女じよイラストを発見されて逮たい捕ほされちゃったわ』


    「そいつは逮捕されても問題なかったんじゃないですかねえ！」


    『それが疲れ切ったサラリーマンでね、見かねた私が毎日せっせとロリイラストのコピーを家の近くに置いておいてあげたのよ。癒いやされますようにって』


    「あんたが悪いんじゃないか！」


    『いやでも、全然エロくなかったのよ？　全部幼女がはしゃいでるイラストで、一番露出度高いやつだって、いまはなき伝統民族衣装のスクール水着だったのに』


    「……それで逮捕されちゃったんですか？」


    『ええ。条例に違反しているかどうかはすべて善導課の判断に従う。説明義務はないってことでね。これはもうこんにゃくとか片栗粉も疑ぎ似じオナホってことで所持禁止になる勢いよ』


    　どこもかしこも酷ひどい有あり様さまだ。特に華城先輩の頭とかな。


    『いま状況を確認している最中だけれど、いまのところ朱門温泉とマスターは無事よ。この混乱に乗じて慶けい介すけサイドもなにやってくるかわかったものじゃないから、そっちも要警戒ね』


    　どう考えても手が足りないだろそれ。痴漢乗車率九〇％超の特殊車両に乗り合わせた女子高生の気分だ。四方八方からやらしい手が伸びてきてガードしきれないよぉ！


    『まあどうにかしてみせるわ。こっちは私たちに任せて、狸たぬ吉きちはそのペニスをよろしく頼むわ』


    「ペスだっつってんだろ！」


    『ペニスが善ぜん導どう課に没収されて、まして処分なんてされたりしたら……事態がさらにややこしくなるかもしれないからね。ペニスを頼んだわよ！』


    　華か城じよう先輩は真剣な声こわ音ねで僕を激げき励れいすると、ツッコミを入れる間もなく通話を切った。


    　あの人、混乱に乗じてペニスって連呼したかっただけだろ。


    「言われなくても、しっかり逃げ切るっての！」


    「次は、そこの細い路地を左じゃ。入る穴を間違えるなよさくらんボーイ」


    　早さ乙おと女め先輩の失礼な指示に従い、ハンドルを切った。


    



    「わしはこの辺でおいとまするかの。絵になる場面がまだまだたくさんあるでな」


    　神かん無な城ぎ小学校に到着すると、早乙女先輩は騒がしい町の中へと消えていった。確認するの忘れてたけど、あの人自分が描かいたイラストを家に置きっ放しにしてたりしないだろうな……。


    「奥おく間まさん」


    　神無城小学校の敷地内に侵入して歩き回っていたところ、植え込みの陰で不ふ破わさんと合流した。卑ひ猥わいなものをなにも所持していなかったぶん、僕よりも早く到着できたみたいだ。


    「ペスは無事でしょうか」


    「うん。ばっちり」


    　もぞもぞと動くサブバックからペスを出してやる。


    　ペスは息を荒らげながら不破さんに飛びつき、不破さんもペスを抱きとめた。


    　犬のほうはえらいはしゃぎようで、尻しつ尾ぽぶんぶん息はハアハア、無表情の不破さんの顔面をべろんべろんと舐なめ回している。落ち着きのないバター犬だな……。


    「仲いいね」


    「そうでしょうか」


    　不破さんは無表情に淡々としているけど、ペスのほうはもう喜き色しよく満まん面めんで不破さんの周りをぐるぐる回って嬉うれしそうに突進なんてかましてるもんだから、普段の関係がよくわかる。


    「不破さんだってこんな必死にペスを守ってるんだから、まんざらでもないでしょ」


    「ええ、まあ。大切ですね。犬と人の間に子供はできるのか、その命題に挑戦するため、ペスは必要な験体ですから」


    「お前その犬使ってなにやろうとしてる!?」


    「異種間交配を少々。心配せずとも、人間側の被験者は奥間さんではなくわたしです」


    「そもそも僕を候補に入れるな！　てかマジでなにやろうとしてんの不破さん!?　病気になって死ぬよ!?」


    「好奇心を満たすために死ぬのなら本ほん望もうですので」


    「命なんて懸かけなくても教えるって！　人と犬の間に子供なんてできねえよ！」


    「……そうなのですか？　《ＳＯＸソツクス》の新規イラストにはそうした描写があったので、可能性としてはなくもないかと思ったのですが」


    「知識喧けん伝でん用じゃないやつにはちゃんと〝フィクションです〟って書いてあったろ！」


    「科学者の仕事は好奇心を満たすことと、フィクションを現実に変えることですよ？」


    　科学者の暴走によって男が妊娠可能になったり、やおい穴を増設されたり、精液が噴水のように発射される未来がくると思うと、鳥とり肌はだものだね。倫理って大事。


    「ですがまあ、わたしよりも遙はるかにそうした知識をお持ちの奥おく間まさんが言うのなら、当面は計画を凍結させておきましょう」


    「賢明だね。そのままの不ふ破わさんでいてね」


    　僕と不破さんははしゃぎ回るペスを押さえながら、植え込みに身を隠した。


    「で、これからどうしようか」


    　一時的な避難場所としてここを選んだけど、あと一時間もしないうちに登校時間だ。


    　善ぜん導どう課も小学校までは踏み込んでこないだろうけど、教員とかに見つかるとマズイ。


    「少なくとも今日きよう一日、ペスを連れての移動は厳しいでしょう。どっちにしろ[image: ]いばらの道ですが、この小学校敷地内で一日やり過ごし、学生ネットワークの復旧を待つしか……」


    「隠れられそうな倉庫とか探してみようか」


    　再びペスをサブバックに入れ、移動を開始する。


    「にしても、八月中旬とかだったっけ？　不破さんが僕にふざけた電話かけてきたの」


    　犬の腰振りをやめさせるにはどうしたらいいですか？　という、こっちが頭を振り回したくなるような酷ひどい電話だった。


    「ええ。その辺りです」


    「二か月足らずで、よくそんなに懐なつかせたね」


    　ペット会社から脱走してきたってことはろくな扱いを受けていなかったのだろうし、成犬を一から懐かせるのは普通に大変だとゆとりから聞いたことがある。


    「最初は大変でしたよ。部屋の中で暴れ回るのは当たり前、体当たりは序の口、のしかかられて腰を振られた際は正直いろいろ危なかったです」


    　この人ホントに淡々としてるな……おっぱい揉もんでも怒らないんじゃないか？


    「何度も嚙かみつかれましたし、この子に爪つめや[image: ]きばがあったら危なかったですね」


    「そういえば、声せい帯たいもないんだよね、ペスって」


    「ええ。いろいろと切除されていたので、初めて会った際は思わず『あなたは本当に犬ですか？』と訊たずねてしまったほどです。幸い男性自身は残っていたので問題ありませんでしたが」


    　そうだね。問題があるのは不破さんの頭だね。男だん根こんさえあればいいってその認識はどうなの。


    　まあたまに僕たち男もおっぱいだけ地面から生えてこないかな、とか考えるから人のこと言えないか。……考えるよね？　野生のおっぱい。


    「まあ、やんちゃなところはいまも変わりませんが、この子もずいぶんと笑うようになりましたね」


    　不ふ破わさんはペスの入ったバックをぽふぽふと叩たたきながら、発見した倉庫の窓に手をかける。


    「どこも施せ錠じようがしっかりしていますね。校舎内から鍵かぎをとってくるか、無理やり開けるか」


    　そのときだった。


    　塀へいを挟んだ道路から、車のドアを激しく開け閉めする音が聞こえてきた。


    「隊長、いいんですか。公共施設への強制捜査はまだ申しん請せいが通っておらず──」


    「そんなものを待っていては狡こう猾かつな賊ぞくを取り逃がすぞ。私たちの手で卑ひ猥わいな表現物をばらまいてまで逮たい捕ほ者数を跳ね上げろという上からのおぞましい命令には従ったのだ。このくらい、現場の判断に任せてもらおう」


    「ですが──」


    「出撃前の話を聞いていなかったのか？　責任はすべて私が取る。表層的な検挙者数だけに囚とらわれ、本当に裁くべきゲスを逃のがしては意味がないのだ。私の命令に従え」


    「──はっ！」


    　塀の向こうから聞こえてくるこの張りのある声は……


    「な、なんで母さんがこんなところにっ」


    「母さん？　しかるべき行為の末、しかるべき場所から奥おく間まさんをひねり出した女性がすぐそこにいるのですか？」


    「興味津しん々しんのとこ申し訳ないけど、僕の母さんは善ぜん導どう課の幹部なんだよ！」


    「……今日きようは一枚上をいかれてばかりです」


    　状況を察したらしい不破さんが息を呑のんだ。いまなら乳首タッチしてもバレなさそうだ。


    　にしても、接近に気づけないなんて[image: ]う闊かつだった。鼓こ修す理りの奴ど隷れいネットワークがほかの仕事で大忙しだったり、善導課が覆ふく面めん車両を使って移動する可能性もあるのだから、自分たちで周囲を警戒しておくべきだった。小学校だから安全だと高たかを括くくっていたつけだ。小学生だって生理が来てれば妊娠する。妊娠してから不注意を悔くやんでも遅いのに！　あれ？　なんの話だっけ？


    「とにかく、いまは校舎の窓を突き破ってでも隠れないと！」


    「そこにいるのは誰だ」


    　僕と不破さんが駆かけ出したその瞬間、塀を乗り越えて母さんが地面に降り立った。


    「……貴き様さま、狸たぬ吉きちか？」


    　顔を見られた！　母さんのこめかみに血管が浮き出る。はい死んだ。僕死んだよ！


    「って、諦あきらめられるか！　不破さん走って！」


    　しかし校門はすでに善導課の車両が行ゆく手を塞ふさいでいて、数か所から一斉にスリーマンセルの善導課職員が小学校の敷地内に踏み込んでくる。おいおい何Ｐするつもりだよ！


    「観念しろこのバカ息むす子こが！」


    「うわっ!?」


    　ほんの一瞬退路を決めかねて迷っただけで、僕は母さんに組み伏せられてしまった。


    　ペスを抱えていた不ふ破わさんが立ち止まり振り返る。


    「走って不破さん！」


    　こくりと頷うなずいた不破さんが駆かけ出す。けれど……。


    「──これはどういうことだ？　説明しろ狸たぬ吉きち」


    　不破さんはあっさり捕まってしまい、僕たち二人は仁に王おう立だちする母さんの前で正座させられていた。ペスはサブバックから取り出され、押おう収しゆう物として母さんにリードを握られている。


    「友達が困ってたから助けた。それだけだよ」


    「貴き様さまは、万引きをして警察から逃げる友人がいたら、叱しかるのではなく馴なれ合うのか？」


    　有う無むを言わさぬ母さんの正論に、体が反射で口をつぐみそうになる。けど、それは違うだろう。母さんの理屈も、僕がここで黙り込むなんて選択も、間違いだ。


    「犬が不健全な〝表現物〟だなんて、そんな馬ば鹿かなことあるもんか。全然、違法じゃないだろ」


    「この犬には適切な処理が施ほどこされていない」


    「そんなこと言ったら僕にだってついてるだろ！　それにこいつは表現〝物〟なんかじゃない」


    「物だ。六法にそう記されている。人が交配を繰り返して[image: ]造し、適切な処理もせずこんな場所に出てきた時点で、その犬は〝不健全な表現物〟に違いないのだ」


    「この、わからず屋め……っ。この犬が卑ひ猥わいなんじゃねえ！　そんな目で見るお前らが」


    　僕が母さんに嚙かみついたそのとき。ペスが僕の腕にまとわりついて腰を振り始めた。混乱してるのかな？


    「って、このバカ犬───────────っ！」


    　人が渾こん身しんの説得を試みてるときに！　お前なあ、野生でＴＰＯをわきまえてない交尾やったらすぐ捕食されて死んじゃうんだぞこのペットめ！　ちなみに人間が同じことをやらかすと社会的に死にます。ああもうこれだから警戒心の薄い温室育ちは自爆型変態が多くて困る（偏へん見けん）。


    「すみません奥おく間まさん。ペスは腰振りが精神安定剤らしく。躾しつけが完全ではなかったようです」


    　オナニー中毒じゃあるまいし、勘弁してくれ。


    「……汚けがらわしい」


    　母さんはそう吐き捨てると、部下に指示を出してペスを善ぜん導どう課車両に収容した。


    「母さん、待ってくれよ！　あれはちゃんと躾すればまだ」


    「《公こう序じよ良りよう俗ぞく健全育成法》が施し行こうされてから十六年。その間に数え切れないほどのペットが押収された。どのみち、あの犬だけ特別では筋が通らない」


    　母さんはとりつく島もなく断言すると、不破さんをぐいと立たせる。


    「あの犬の飼い主だな？　条例違反の現げん行こう犯はんとして、貴様も一緒に連行する」


    「……そうなるでしょうね。わかりました、おとなしく従います」


    「母さん！」


    「いい加減にしろ狸たぬ吉きち。これは決まりだ」


    　不ふ破わさんを部下に引き渡した母さんが胸ぐらを摑つかんできた。そしてぼそぼそと囁ささやく。


    「命だけは助かるよう、上に掛け合ってやる。元がどこぞの会社の所有物のようだから、どう転ぶかはわからないがな。これ以上騒げば貴き様さまも連行することになるぞ。それで誰が得をする」


    　母さんは僕を突き飛ばすと、部下を引き連れて神かん無な城ぎ小学校を撤てつ収しゆうした。


    　時刻は七時半。


    　善ぜん導どう課と市民がいさかう怒号が、いまだに町のいたるところで乱れ飛んでいた


    



    　十月一日に施し行こうされた《子供を犯罪の被害から守り健全に育てる条例》は、その後数日にわたり、第一清せい麗れい指定都市で猛威を振るった。


    　最終的に、強制捜査を受けた世帯は数千を超え、逮たい捕ほ者は百人弱、矯きよう正せい教育房へ連行されることになった未成年者は千人を超過した。


    　矯正教育房行きになった千人超のうち、実に二割を時とき岡おか学園高等部の生徒が占め、学校は事実上の休校状態。校長や理事会をはじめとした学校関係者が保護者たちを対象にした集会を開き、そろって土下座する事態にまで発展した。


    　そこまでされてようやく僕たちは、第一清麗指定都市に住む僕たちだけが、その条例の恐ろしさを思い知ったのだった。

  


  
    



    　第三章　もう我慢できない！　→　どこに出しますか？


    



    　条例施し行こうから数日が経たち、ＰピーＭエムを通してネット配信される全国ニュースにも第一清せい麗れい指定都市の様子が詳細に取り上げられるようになった。


    　今日きようも朝ご飯をもりもりと食べながら、母さんは自分のＰＭから投影した配信ニュースのチェックに余念がない。


    　ニュースではゲストの女性が、テロップを持って持論を展開している。


    『ご覧くださいこの条例違反者の数を！　信じられますか!?　成人が百人近く、未成年者が千人以上！　条例違反の疑いをもたれて強制捜査の対象になった世帯数に至っては数えることさえ困難です！』


    　いやちゃんと集計しろよ。精子じゃあるまいし、数えきれるだろ。


    『今回の条例施行によって、いかに第一清麗指定都市がテロリストの卑ひ劣れつなテロによって犯罪者の巣そう窟くつに変へん貌ぼうさせられてしまったのか、その恐ろしさがよくわかる事例となりました。今後とも善ぜん導どう課の皆さんには頑張っていただきたいものです』


    『いえ、ですが、これはあまりにも数が多すぎではないでしょうか。これでは子供を守るどころか、教育都市としての機能を果たすことさえ難しい。条例の運用についてもう一度慎重な議論を──』


    『まあ！　あなたはもしかして《子供を犯罪の被害から守り健全に育てる条例》に反対しているのですか!?　子供を犯罪の被害から守るのが悪だと仰おつしやる!?』


    『いえですから、子供を守るための条例の運用がそもそも子供の生活を害しているのでは──』


    『子供を健全に育てる条例に反対すると仰る!?　あなたは子供を、卑ひ猥わいなテロリストの脅きよう威いにさらしたままにしろと仰る!?』


    　おいなんなんだよ、この上の口早そう漏ろう女おんなは。放送事故だろこれ。同じ放送事故なら女子アナの押し殺した喘あえぎ声がマイクに混ざったとかそういうのにしてくれよ。


    「っとに、なんなんだよ、この人……」


    「ソフィアの夫と同じ、与党の一議員、金かね子こ玉たま子こだ。ソフィアのＰＴＡ組織で幹部も務めており、いまは休養中のソフィアの代理としてＰＴＡ組織をまとめているという話だ。確か、国際的な卑猥廃絶団体、《セクシャリティー・ノー》とやらにもつながりがあるらしい」


    　げっ。しまった。喘ぎ声が云うん々ぬんとか考えてたら、逆に僕のほうが声を漏もらしてしまっていた。ここ数日、母さんとはろくに会話してなかったから、マジで喘ぎ声聞かれたみたいに気まずい。


    「なんだ、まだ怒っているのか、貴き様さまは」


    　むすっとした僕の態度を見み咎とがめるように、みそ汁をすすり終わった母さんが口を開く。


    「善ぜん導どう課職員としてはもちろんのこと、母親としてもあの犬を放置しておくわけにはいかなかった。貴様が望んだのだろう。『アンナのようになりたい』と。この都市はいま、貴様の願いを叶かなえるには忌いま忌ましいもので満ちすぎている。浄化しなければならない」


    「……そうだけど」


    　僕はアンナ先輩みたいになりたいと夢を語り、この第一清せい麗れい指定都市、時とき岡おか学園に進学してきた。母さんはその目標を聞き入れ、卑猥を取り締まる仕事で得た賃金で僕を養ってくれている。いまさらその目標がチャラになっただなんて言えない。ペスを押おう収しゆうした母さんをこれ以上責める気持ちが急速に萎なえていく。けれど、


    「ペスについては、どうしても納得できないんだよ」


    「……貴様が中学時代、酪らく農のう家かの娘と親しかったのは知っているが」


    「一応言っておくけど、ゆとりは関係ないぞ！」


    「早とちりするな。そのときの交流が原因で貴様が獣けものに多少なりとも情を移すようになったとしても、私の知っている貴様なら健全に成長することを優先しただろう、そう言いたいのだ」


    　母さんがなにかを見透かすように目をすがめて僕を睨にらんだ。


    「貴様、この町に来てから変わったか？」


    　街中でパンチラに出会ったときのように心臓が跳ねた。


    　母さんが米を頰ほお張ばり、咀そ嚼しやくして[image: ]えん下げするまで、風俗の待合室のような嫌な沈黙が場を満たす。いや行ったことないけど風俗なんて。又聞き又聞き。


    「……女か？」


    「ぶはぁ!?」


    　母さんの口から飛び出した予想外の単語に、僕の口からおかずが飛び出した。


    　食べ物を粗末にするな馬ば鹿か者ものが！　と母さんの拳げん骨こつが炸さく裂れつする。理り不ふ尽じん極まりない。


    「で、どちらだ」


    「は？　どちらって？」


    「ソフィアの娘と、この間の犬の飼い主、どちらと一緒になって子供を作るつもりかと聞いている」


    　信じられるか？　この人善ぜん導どう課の幹部なんだぜ……？


    「どうした。まさか二人ともなどと言うつもりではあるまいな？　殺すぞ？」


    「違うって！　急にそんな話が、しかも母さんの口から出たから驚いてるんだ！」


    「私が色恋の話をしてなにがおかしい。これでも私は女だぞ」


    　いろいろツッコみたい！　いろいろツッコみたいけども！


    「母さんは卑ひ猥わいなものが大嫌いなはずだろ!?　なんでそんな話題が出てくるの！」


    「なにを言っている。卑猥とは、そういった事柄をむやみやたらに、無秩序に、欲望になんの制御もかけない獣けもののように扱うことだ。子作りは人間の自然な営みであり、節度さえ守ればなんら罪ではない」


    　えええ……？　いや、まあ、あの父さんが人工授じゆ精せいに手を出すわけないし、僕を産んでることからして、そういう価値観でもおかしくはないけどさ。


    「そして母親の私が孫の顔について気にするのもごく自然なことだろう。とっとと話せ。抵抗するなら、体に訊きいてもいいのだぞ。昔のようにな」


    　いやだって、母親とそういう話するのってなんか、嫌じゃないですか。わかってくださいこの気持ち。


    「……その狼狽うろたえよう。まさか貴き様さま、すでに子供ができるようなことをしているのではあるまいな？」


    　もうやめてくださいお願いします！　母親とこんな生々しい話は心が折れます！


    「飛躍しすぎだって！　なんでいきなり、僕にそういう女の子がいるなんて話になるのさ！」


    「貴様は話の筋も読めないのか。貴様が半年前から、見違えるほど変化しているからそうだと推測した。それだけだ」


    「……なんで僕が変わってたら女だのなんだのになるの」


    「恋は人を変えるからだ」


    　母さんが仏ぶつ頂ちよう面づらで言い放つ。あの、ホント、心のライフはもうゼロよ？


    「いや正確には、自分を変えてしまうほどの相手に惚ほれてしまう」


    　誰か助けてください！　なんでもしますから！　前後の童どう貞ていどっちでも捧ささげるから！


    「私もソフィアなどには、昔に比べて丸くなったとよく指摘される」


    　丸くなった!?　千枚通しみたいな性格しといてよく言うよ！


    「で、どうなのだ。そういう相手がいるのだろう？　この爛らん子こにすべて話せ」


    　おいなんだよこの食いつき。できれば一生知りたくなかった母の一面だ。


    　ピピピピッ。


    　そのとき、母さんのＰピーＭエムがアラームを鳴らした。


    「む、もうこんな時間か」


    　母さんが一気に朝ご飯をかき込む。母さんの出勤時間はいつもずいぶん早い。


    「まあいい。この話は一時的に保留しておいてやろう」


    　母さんが靴を履きながら悔くやしげに舌打ちする。あくまで一時的なんですね……。


    「ああ、そうだ。この間押おう収しゆうした犬についてだがな」


    　と、母さんが玄関を開けながら振り返り、いま思い出したというふうに話し始めた。


    「今け朝さにでも、貴き様さまの嫁候補の下もとに返されるそうだ」


    「……ホントに!?」


    　生々しい話がまったく保留されていない件についてはスルーし、僕は飛びついた。


    　母さん、ホントに上に掛け合ってくれていたのか。


    「ああ。だが期待はするな。卑ひ猥わいを根絶やしにするのが、私たち善ぜん導どう課の仕事なのだからな」


    　母さんは表情を険けわしく歪ゆがめながら、仕事へと向かっていった。


    



    　　　　　●


    



    　ペスの返還は、第一清せい麗れい指定都市の善導課本部で行おこなわれるとのことだった。


    　条例施し行こうから数日が経たち、まだまともに学校機能が回復していない時とき岡おか学園は、今日きようの午後からようやく授業が再開する。


    　時間の空あいている午前中、僕と不ふ破わさんは一緒になって善導課本部へ赴おもむいた。


    「わざわざ同行してくださるとは、そんなにペスの腰振りが気に入ったのですか？」


    「違う！　変な目で見るな！」


    　淡々としていて冗談には聞こえない不破さんの発言を全力で否定しておく。


    「ただ、付き添う責任があると思っただけだよ」


    　それにペスが押収されてしまったと華か城じよう先輩に話したとき、不破さんの動向をしっかり見張っておくよう厳命されたという経緯もある。


    　なんでそんな指示を出したのかはわからないけど、目の下のクマが以前よりずっと濃くなった不破さんの表情を見るに、あまりいい予感はしない。


    「疲れてるみたいだけど、矯きよう正せい教育って、やっぱりキツかった？」


    「それはもう。軍隊のような叱しつ責せき、ただひたすら白は黒なのだと反復させる作業、いかに効率よく人の心を折り、認識を改めさせるかに特化した素晴らしい教育内容でした。あれを応用すれば、善ぜん導どう課職員全員が自主的にサオと排はい泄せつ孔こうを結合させあうよう洗脳することも可能でしょう」


    　おい善導課。お前らヤバい人を敵に回してるぞ……。


    「あっ」


    　と、恐ろしい復ふく讐しゆうを画かく策さくしていた不ふ破わさんが声を上げて、ロビーの長椅い子すから腰を上げた。


    　ペット用キャリーケースを手にした善導課職員がこちらに歩いてくる。


    「もう二度と、条例や法令に違反することがないように」


    　善導課職員は厳格な表情で釘くぎを刺してからキャリーケースを開ける。


    「ペス……？」


    　キャリーケースから出てきたペスに、不破さんが首を傾かしげた。


    　ペスは尻しつ尾ぽをぱさぱさと振りながら、不破さんにすり寄る。


    　へっへっへと静かに呼吸しながら、落ち着いた様子で不破さんの手を舐なめている。


    　僕もそこでようやく違和感に気づいた。いくらなんでも、おとなしすぎる。


    　別にやせ細っているとか怪け我がをしているとか、虐待の形跡はない。むしろ手厚く扱われていたのか毛並みや太り具合は以前より健康的なくらいだ。


    　なのにペスは、ほんの一時間足らず一緒にいただけの僕にもわかるくらい変わっていた。


    「あなた本当に、ペスですか？」


    　ペスの表情は、久しぶりに不破さんに会えたおかげかとても幸せそうだ。


    　不破さんがペスを持ち上げる。


    　想像はしていた。むしろこうなって当然だった。けれどやっぱり、僕も不破さんもショックを隠しきれない。


    　ペスは去きよ勢せいされていた。


    　手術はとても丁てい寧ねいに施ほどこされたのだろう。ペスのペニスがあった箇所はまるで元からなにもなかったかのように、綺き麗れいな手術痕こんがかろうじて残っているだけだった。


    



    「……これで、ペスの子供を産んでみようというわたしの実験計画も潰ついえたわけです」


    「なんか前よりも実験のイカれ具合が上がってない!?」


    　善導課本部からの帰り道、不破さんがぽつりと呟つぶやいた。


    　ペスは腰を振ったり体当たりしてきたりキョロキョロしたりすることもなく、僕と不破さんの後ろを上品に歩いている。


    　人を傷つける爪つめと[image: ]きばを切り取られ、騒音になる鳴き声を発する器官を切除され、おとなしく上品になるよう断種されたペスの姿は、きっと一般的に〝理想の〟と称されるペットのかたちの一つなのだろう。


    　現在市場に流通しているペットのほとんどが、いまのペスと同じ有あり様さまだ。


    　けれど一度やんちゃだった頃のペスを知っている身としては、いまのペスの状態になにか思わずにはいられない。


    「……ごめん」


    「謝る必要などありません。むしろこちらがお礼を言わなければ。この状況でペスが返ってくるなど普通はありえない。奥おく間まさんが口添えしてくれたのでしょう」


    　不ふ破わさんの分析はいつもどおり冷静で正確だ。


    　けどどこかで。僕はいまの不破さんが内包している危うさに、どこかで触れたことがある。


    　だから不破さんの冷静さが逆にとても怖かった。


    「奥間さんは悪くありません。ペスのペスを奪い取った敵は別にいるのです」


    「あの、不破さん。いまはちょっとツッコミづらい心持ちだから」


    　もうペスってペニスでいいよね!?　じゃあさっきのキャリーケースはペニスケースだね！　とかそういうこと考えてはいても口にできない気持ちだからね。ＰピーＭエムとか関係なしにさ。


    「奥間さんは、いまこの町にどれだけの不満が渦巻いているか知っていますか？」


    　不破さんが覗のぞき込むようにして僕の顔を見上げてくる。


    「大人も子供も皆、あの条例に対して巨大な不満を抱えています。いますぐにでも撤てつ回かいしてもらいたいと、ほぼすべての市民が考えているでしょう」


    　まあ、あれだけ理り不ふ尽じんかつ被害も多大なら当然だ。


    　ピークを過ぎたとはいえ、いまだに毎日百人以上が条例違反でしょっぴかれている。


    「ですが恐らく条例は覆くつがえらない。奥間さんがわたしの知的好奇心を満たすために排はい泄せつ孔こうを提供してくれないのと同じような確率で」


    　不破さんの声はなぜかやけに確信めいていた。いやまあ、僕の尻しり穴あな陥かん落らく確率が０％なのは当然として。


    「ですから、いまからわたしがやろうとしていることは、ただの八つ当たり。極めて無駄なことなのでしょう。男性が己おのれの欲望を一人で処理するくらいに、無駄で虚むなしい行為です」


    　おいオナニーの悪口はやめろ。


    「奥間さん」


    　濃いクマに縁取られた不破さんの双そう眸ぼうが、じっと僕を見み据すえた。


    「たとえばわたしが、溜たまりに溜まったこの町の不満を噴出させたとして、《ＳＯＸソツクス》はそれをサポートしてくれるのでしょうか」


    「……」


    　ああ、そうか。やっとわかった。


    　不破さんから滲にじみ出ているこの空気。


    　これはそうだ。


    　国に対して正攻法が通用しないとわかり、違法なテロ行為に手を染め始めた頃の、父さんの空気にそっくりなんだ。


    「わたしは……いえ、わたしたちはきっともう、止まりませんよ」


    　ペスを失ったその喪そう失しつ感を僕もほんの微かすかに共有してしまっているせいなのか。


    　ペスを連れて帰路につく不ふ破わさんの背中にかける言葉を、いまの僕は持っていなかった。


    



    　　　　　●


    



    「赤ちゃんがごはんや母親のことを〝マンマン〟って呼ぶのは、なにか世界の真理的なものを感じるわね」


    「どうしたんですか華か城じよう先輩。ついに電波的なものでも受信しましたか」


    「授じゆ精せいなんてしてないわよ。セクハラはやめてちょうだい」


    「それはこっちのセリフだあ！　僕はいつだって紳士だよ！」


    「だって狸たぬ吉きちって、帽子をかぶるくらいの気安さで精子をかけるような顔してるんだもの」


    「理り不ふ尽じんすぎてもうどうにでもすればいい！」


    「ホント、もうどうにでもしてって感じよね」


    　華城先輩がべちゃーっとテーブルに突っ伏した。


    　不破さんと一緒にペスを引き取りに行った後、午後だけの授業を終えた僕たち《ＳＯＸソツクス》は、いつもの喫茶店に集まっていた。


    　なんとかマスターは善ぜん導どう課の取り締まりを逃のがれたようでこうして店を開いているけれど、常連客はそれどころじゃないのか、店の中は僕たちだけの貸し切り状態だ。


    　奴ど隷れいネットワークを駆く使ししているのだろう鼓こ修す理りはＰピーＭエムの画面を展開させてなにやら忙せわしなく動いているし、町の様子をこの数日で観察しまくった早さ乙おと女め先輩は口にくわえた鉛筆でガリガリとラフを描かくのに徹している。


    　そういえば朱あけ門かど温泉のほうも強制捜査はほとんどなくて無事そのものだったらしいけど、宿泊予約がキャンセルされまくってそっちのほうが大変だって話だったっけ。


    「どう考えても異常よ。精液が主食？　耳の穴に挿そう入にゆうすることしか考えられない？　ウナギオナニー？　いやその程度の異常性せい癖へきじゃあ比ひ[image: ]ゆにできないくらい、この状況はイカれてるわ」


    「先輩の頭のほうが……とかは置いといて、確かにおかしいですよね」


    　全国風紀優良度上位学校が軒のきを連ねる第一清せい麗れい指定都市において、たった数日のうちに千人を超える学生を前科持ちにしてしまったのだ。


    　汚染地域を切り捨てたとも考えられるけど、それにしたってあまりにも派手で急進的だ。


    「なにかキナ臭いですよ。この一連の動きは」


    「イカれてるキナ臭さ。つまりイカ臭いってことね」


    「なんで合体させた!?」


    「合体は人間の本能だもの」


    「今日きようはようやく状況が落ち着いて、やっと今後どうするかを話し合おうってことで集まったんでしょう!?　卑ひ猥わいな冗談は自じ重ちようしてください！」


    「バカ！　こんなときこそ下ネタ言わなくちゃ、やってられないじゃないの！」


    「中毒か！」


    「ええそうよ！　私は下ネタを口にすることで脳内麻薬を生み出す下ネタ中毒者よ！」


    　誰か下ネタを規制しろよ……と思ったら規制されてなおこの惨さん状じようだったわ。


    「というわけで狸たぬ吉きち、あなたが中学生の頃、バキュームフェラに憧あこがれて掃除機に手を出した挙げ句死にかけたときの話を聞かせてちょうだい！」


    「人の過去を改かい竄ざんするな！」


    「それじゃあ、霜焼けになりそうな幼よう女じよの手のひらを見かねて〝温かいから、これを握ってなさい〟ってカイロの代わりに勃ぼつ起きチンチンを握らせた伝説は？」


    「いい加減にしねえと名誉毀き損そんで弁護士立てるぞ！」


    「弁護士を勃たてるですって？　大ニュースよ早さ乙おと女め先輩、総受けの狸吉がついに攻めに転じるわ」


    　ああもうさっさとＰピーＭエム無効化の制限時間使いきらねえかなぁこの人。


    　……まあ、ＰＭごときじゃあこの人の下ネタは制御できないんですけどね。


    「いい加減にするっスよ狸吉。ぎゃーぎゃーとカラスみたいに」


    「え？　僕だけ怒られるの？」


    　それまでＰＭを展開させて忙せわしなく動いていた鼓こ修す理りがずびしっと脇わき腹ばらを突いてきた。


    「当たり前っス。綾あや女め様はなにをしても正義。狸吉はなにやってもミジンコっス」


    「お前はお前でいつも清すが々すがしいよな。……あんな父親がいるくせに」


    「ぐあはっ」


    　鼓修理が胸を押さえて倒れた。


    　夏休み明けテストのときもこいつに世話になってしまったけど、繰り返される罵ば倒とうは大体これで緩かん和わできることにそのとき気づいた。まあ、父親に関する悪口は僕にも跳ね返ってくるから用法用量に注意だ。一人プレイと同じ。やりすぎ注意。


    「父親がアレな趣味って、まあほら、だからって娘の人格が貶おとしめられるわけではないけどさ、娘本人の気持ち的にはどうなのかなって。ねえねえ、父親が社会的に抹まつ殺さつされかねない趣味持ってるって、どんな気持ち？　聞きたいなー。後輩のー、ちょっと悔くやし良いとこ見てみたい！」


    「ぐぬぬ……っス」


    　一人プレイはついついヤリすぎてしまうのが難点ですな。


    「クソがぁ……っス！　お前のせいで最近ずっと胃が痛いっていうのに、追い打ちしてくんじゃねえっスよ……っ」


    「いや知らないし」


    　なんかこいつ、夏休みの終わり頃からやけに胃が痛いって理由で僕を小突いてくるんだけど、なんなんだ一体。


    　ピピピピッ。


    「ちっ。[image: ]うわさをすればっス。なんの用っスか、まな板」


    　鼓こ修す理りのＰピーＭエムにゆとりから着信があったらしい。


    「あー？　知るかっス。狸たぬ吉きちの近況が知りたきゃ、自分で訊きけばいいっス」


    　鼓修理がＰＭの通話をハンズフリーモードに変え、この場にいる全員と話せるようにした。


    『え、ちょ、そこに狸吉いんのか？　おい鼓修理、返事しろって！』


    　鼓修理のＰＭを介して慌あわてた声を響かせているのは、濡ぬれ衣ごろもゆとりだった。


    　日本四大下ネタテロ組織《絶対領域》と《捕ほ乳にゆう類》の現場指揮官で、夏休みを通して僕たちの仲間になった女の子だ。


    　夏休みの終わりに僕のＰＭの番号は渡しておいたけれど、あれから電話がかかってくることはなかったため、声を聞くのは一か月ぶりだったりする。


    「久しぶりゆとり。元気してた？」


    『たぬ、たぬきっ──ちょっとたんまだぜ！』


    　──ぶち。


    　電話が切れる。ゆとりは相変わらず、男と話すときの反射的な拒絶癖へきが抜けないらしい。


    「たんまなんて認めるわけねえっスよ。おら、リダイヤル地獄」


    　鼓修理がゲスい顔をして容よう赦しやなくＰＭをいじる。


    「ねえ狸吉。もしかして〝たんま〟って、金玉蹴けられた男の人が『ちょっと待て！　玉が、玉が！』って休戦を申し出るときの言葉がなまったものじゃないかしら」


    「真剣な顔してなにほざいてるんですか？」


    「美しく奥が深い日本語への一考察よ」


    　ものは言いようだよな。


    『……あー、もしもし』


    　鼓修理のリダイヤル地獄に折れたらしいゆとりが思いのほか早く復帰する。


    『鼓修理のアホの戯ざれ言ごとは置いといて、だ。ようやくこっちの年寄りどもの説得が終わったってことを報告するぜ』


    「ペニスタイミングだわゆとり。ちょうどいま、その話をするために集まっていたの」


    　ベストタイミングって言いたかったのかな？


    『さすがにこっちの年寄りどもも、いまの第一清せい麗れい指定都市の様子には焦あせったらしくてな。やっと重い腰を上げてくれた。あとはあんたの指示に従って準備するだけだぜ、《雪せつ原げんの青あお》』


    　なにやら水面下でいろいろと動いていたらしく、僕を置いてきぼりにしてやりとりが進む。


    　ぽかんとする僕のほっぺを鼓こ修す理りがつねってきた。


    「おら狸たぬ吉きち。おめーがぴーちくぱーちく騒がなくとも、綾あや女め様はきっちり対応策を練ってたんっス。無駄に嚙かみついたことを反省するっスよ」


    「はいはい親おや父じ親父」


    「がふっ」


    　鼓修理に精神ダメージを与えたところで、華か城じよう先輩が本題に入った。


    「前から計画していた、外部の都市への性知識流る布ふ！　これを本格的に進めていくことにしたわ。もうこの第一清せい麗れい指定都市で、まともな下ネタテロは起こせないもの」


    　僕の母さん率ひきいる善ぜん導どう課＋風紀委員の取り締まりが劇的に厳しくなっただけでなく、条例のせいでばらまいたエロイラストを誰も拾わなくなったからだ。


    「あとは草の根的に知識が拡散していくに任せるとして、ほかの清麗指定都市九つ、すべてを汚染するわよ。いつまでも初心なねんねじゃいさせない！　エッロエロにしてあげる！」


    　華城先輩がＰピーＭエムを展開させ、全国地図を投影する。


    　全国に散在する清麗指定都市と首都が赤点で示され、そのうちの一つが点てん滅めつしていた。


    「第五清麗指定都市。まずはここを堕おとす。住民全員、欲望に正直な雌めす豚ぶたに変えてやるわ」


    　そこは第一清麗指定都市に最も近い清麗指定都市の一つだった。


    「都市への手引きは、《絶対領域》と《捕ほ乳にゆう類》、それから鼓修理がいま広げている中学生ネットワークに頼ることになっているわ。鼓修理、状況は？」


    「いまのところ、電話やメールを通して鼓修理の下げ僕ぼく、じゃなくてトモダチになった中学生は第五清麗指定都市内に十人ちょっとっスね。第一清麗指定都市内部の学生がもっと第五の学生とつながりが深ければやりやすかったんっスけど、いまはこの辺が限界っス」


    　どうやら鼓修理のやつ、第一清麗指定都市内の中学生の紹介で、他都市の中学生までをも、その毒どく[image: ]がにかけていたらしい。中学生はまだ条例違反者として捕まっている数が少なく自由に動かせる駒こまが多く残っているにしても、恐ろしいまでの有能さだ。仕事が早そう漏ろう。


    「ご苦労様。ご褒ほう美びにその亀き頭とう、しこってあげるわ」


    「うえへへへへへへっ」


    　華城先輩が鼓修理の頭をぽふぽふと撫なでる。鼓修理、お前ホントにそれでいいのか……。


    「学校を休むわけにはいかないから週末、私が直じき々じきに第五清麗指定都市に赴おもむいて三分間、スズムシの交尾を実況するわ。それを足がかりにして、《絶対領域》と《捕乳類》には性知識流布に邁まい進しんしてほしい」


    『合がつ点てんだぜ！　こちとら年季はそっちより上だ。上質な不健全雑誌さえあれば、疾しつ風ぷう怒ど濤とうで知識をばらまいてやるぜっ』


    　ゆとりが息巻く。


    　下ネタテロに堂々と参戦できるとみて、張り切っているのだろう。夏休みの頃の少し陰いん鬱うつな雰ふん囲い気きは消えて、[image: ]はつ剌らつとした、僕の記憶と一致する素すのゆとりだった。


    「その調子で頼むわ。第一清せい麗れい指定都市でこんなふざけた条例が可決された以上、前例があるってことでほかの都市も似たような条例を早いうちから制定する可能性が高いから。怒ど濤とうのピストン運動で知識は迅速に拡散してちょうだい」


    　目標に向けて、みんなが団結している頼もしい空気だ。


    「じゃあ、早速だけれど、今後の詳しい日程を──」


    「ちょっと待ってください」


    　その空気に水を差すことはわかっていた。けれど僕は手を挙げなければならなかった。


    「その作戦は至し極ごく真っ当ですけど、それじゃあ、第一清麗指定都市内の学生は、どうなるんですか？」


    「どうしようもないわ」


    　華か城じよう先輩の答えはシンプルだった。


    「条例を覆くつがえす手段がない以上、この都市ではもうなにもできないの。ガチガチに縛られて目隠しされたＭ女みたいにね。まあ痙けい攣れんと潮吹きくらいはできるかもしれないけれど」


    「でも、これだけおかしい条例なら、ほら、直接請求があるでしょう。保護者の不満はもう凄すさまじいことになってるでしょうし、署名を秘ひ密みつ裏りに集めれば……」


    「んなこととっくにやられてるっスよ。鼓こ修す理りたちが[image: ]あおるまでもなく」


    　華城先輩に抱きつきながら僕を睨にらみ上げてきたのは鼓修理だった。


    「条例の見直しに必要な都市内有権者の五十分の一にあたる人数の署名、これもばっちり集まってたみたいっス」


    「ならなんで……」


    「署名を集めてた時とき岡おか学園の保護者が、条例違反でパクられたんっスよ」


    「……は？」


    「ほかにも散発的に署名をやってた保護者はけっこういたみたいっスけどね。全員この数日でお縄なわっス。いまじゃあ署名を求めるどころか、署名しただけで善ぜん導どう課に目をつけられるんじゃないかって、皆ブルってるみたいっスよ？　なんせ善導課の連中どさくさに紛まぎれて〝これは条例違反だ〟って署名の名簿まで押おう収しゆうするんっスから」


    　なんだそれ……？　エロ漫画の「それ何リットル？」って精液よりも、「口裂け女じゃなくて股また裂け女ができあがっちゃうよぉ！」みたいな巨根よりも、ずっとありえない。


    「でもそれじゃあなおさら、僕たちがほかの都市に進出することは、この都市の人たちを見捨てることになってしまいませんか？」


    　結果論ではある。ほかに手がないことはわかる。


    　けど僕たちが性知識をばらまいてこうなってしまったものを、そのまま放置してしまっていいのか。


    「……それは私も考えたわ。けれど情に流されてこの都市内で暗あん躍やくしても、ジリ貧なのよ。第一清せい麗れい指定都市を救うには、残り九つの都市と首都を迅速に汚染して、性知識封ふう鎖さなんて形けい骸がい化かさせる。遠回りだけれどそれしかないわ」


    　ピピピピピピピピッ！


    　そのとき、華か城じよう先輩のＰピーＭエムが着信を知らせた。


    『綾あや女めさん！　もう、どうしたら……っ』


    「アンナ……？　どうしたの」


    　僕たちのほうにまで聞こえてくる悲痛な声に、その場にいた全員が眉まゆをひそめた。


    　アンナ先輩はここ最近、まともに授業が行おこなえないほどの惨さん状じように陥おちいった時とき岡おか学園をなんとか救済できないかと心を痛めていて、特に元気がなかった。


    　そんな折にこの着信。嫌な予感がする。


    　華城先輩が落ち着いた声こわ音ねでアンナ先輩をなだめ、事情を聞き取る。


    　やがてＰＭの通話を切った華城先輩が自信なさげに口を開いた。


    「時岡学園の生徒が、風紀委員複数名を、不健全雑誌のコピーでラッピングしてるらしいわ」


    「「……？」」


    『おい、そっちの大将はなに言ってるんだぜ？』


    　ごめんゆとり。僕たちもよくわからない。てゆーか華城先輩もよくわかってないみたいだ。


    「とにかく、アンナの様子からして放っておくわけにはいかないわ。いますぐ時岡学園に戻るわよ」


    　三つ編みを結って眼鏡めがねをかけた華城先輩に続き、僕たちは喫茶店を飛び出した。


    「これ、わしを置いていくでない」


    　と、それまで脇わき目めもふらずにラフ画に没頭していた早さ乙おと女め先輩が僕の肩に飛び乗る。


    「ぬふふ。ろくでもない世の中じゃが、ネタに困らんというのはいいものじゃな」


    　早乙女先輩は今回もまた、インスピレーションの気配を感じて野や次じ馬うまする気満々らしかった。


    



    　　　　　●


    



    「これは……」


    　時岡学園に到着した僕たちの目に飛び込んできたのは、全身を真っ白にした六人の風紀委員だった。とはいっても、別に特濃おちんぽみるくをぶっかけられているわけではない。


    　全身に白い紙を貼はり付けられ、肛こう門もんの辺りでぽつねんと佇たたずんでいたのだ。怖い。なにが怖いって僕の脳内で校門が極ごく自然に肛門と変換されたとことか特に。


    「綾あや女めさんっ」


    　轟ごう力りき先輩を引き連れたアンナ先輩が駆かけ寄ってくる。


    「アンナ、電話口じゃあよくわからなかったのだけど、一体なにがあったの」


    「いまからお話ししますわ。……ですがその前に」


    　アンナ先輩がにっこりと微笑ほほえみ、


    「どうして綾女さんと奥おく間ま君が一緒に現れたのか、ご説明していただけますか？」


    　僕と華か城じよう先輩の胸ぐらを同時に締め上げる。


    　ヤバイ。母さんが同居しているせいで夜よ[image: ]ばいがなくなって、デートのおかげでなんだかんだガス抜きされてたから忘れてたけど、アンナ先輩はまだ十分なバーサーカーだったわ。


    「さっきそこで落ち合ったの！　本当よ！」


    「はいっ。なんだか町の様子がおかしいと思って学園に戻ろうとしたところで華城先輩と合流して！」


    「……そうですの」


    　アンナ先輩の瞳ひとみから思いのほか早く殺気が消える。風紀委員が[image: ]なぞの風ふう体ていで固まっているこの状況はそれほど緊急度が高いということか。僕の肩に乗ってる早さ乙おと女め先輩やオプションの鼓こ修す理りについてはスルーだしな。


    「で、これはどういうことなの？」


    「ええ、それが」


    　アンナ先輩が伏し目がちに口を開く。


    「放課後、校舎に残っていた風紀委員の方たちに、時とき岡おか学園の生徒が襲おそいかかったんですの」


    「せ……時岡学園の生徒が？」


    　いま華城先輩、「性的に？」って言おうとしただろ。


    「襲いかかったというか、風紀委員の方々を取り囲んであの紙を貼はり付けたあと、『それは不健全雑誌のコピーだ。剝はがせば《公こう序じよ良りよう俗ぞく健全育成法》に抵てい触しよくする』と脅おどして動けなくしたあと、このように門に並べたんですの。実行犯の方々はつい先ほど逃げましたわ」


    　相変わらず風紀委員の連中は融ゆう通ずうが利かないというかなんというか……。


    　表向き、この場で不健全雑誌のコピーかどうかの判別がつくのは僕だけということになっているので、紙を一枚剝がして裏返してみる。うん、確かに、エロい。うっすら透けて見える肌はだ色から、ほかの紙も同様のものらしい。


    「おや奥間殿」


    　と、紙を剝がした拍ひよう子しにその風紀委員と目が合った。おいこいつ月つき見み草ぐさじゃねえか。


    「あなたが手にしているのは不健全な表現物です。条例違反にあたりますので、拘こう束そくさせていただきます」


    「いまのお前には言われたくないな！」


    　不健全な表現物所持どころか、一体化してエロ本の妖怪みたいになってるだろうが！


    　僕は剝はがしたエロイラストを丸めてぶつけた。自分の作品のコピーを乱雑に扱われた早さ乙おと女め先輩が「あ～、次回作は狸たぬ吉きちがチンパンジーに蹂じゆう躙りんされる薄い本じゃ」と僕の肩で鳴く。やめて。


    　てゆーか、先生たちが校舎から出てくることもせず、なんでいつまでも風紀委員を放置してるのかと思ったら、条例違反が怖くて手ぇ出せなかったってわけか。


    「って、ああ、なるほど。それが狙ねらいか。アンナ先輩、風紀委員をこんなふうにした連中ってもしかして、通報したりしてました？」


    「ええ。条例に抵てい触しよくしている方が時とき岡おか学園にいると、二十人ほどで一斉に」


    　やっぱりか。理り不ふ尽じんな取り締まりに対して、取り締まり人員も条例違反者に仕立て上げようという策なのだろう。


    　エロイラストを周囲に見えないよう貼はり付けることで、すべての性表現を禁止する《公こう序じよ良りよう俗ぞく健全育成法》に自分たちが引っかからないよう配慮もされている。……もしかして、作戦を立案したのは……。


    「それにしても」


    　それまで事情把握に徹していた華か城じよう先輩が、生徒会モードでじろりと轟ごう力りき先輩を見上げた。


    「いくら学内風紀を保つ責務が免除されたからと言って、生徒の凶行を指をくわえて見ているだけだったの。その鍛きたえた肉体は飾り？」


    　轟力先輩の制服は取っ組み合った形跡もない。そのことを不思議に思ったのだろう。


    「それは、だな……」


    「轟力先輩を責めないでくださいまし、綾あや女めさん」


    　珍しく気まずそうに言葉を濁にごす轟力先輩の前へ、アンナ先輩が庇かばうように踊り出た。


    「轟力先輩は善ぜん処しよしようとしてくださいました。悪いのはわたくしで──」


    「いや会長。俺おれから話しましょう」


    　轟力先輩がずずいと前に進み出る。


    「俺は、犯人どもに同情してしまったんだ」


    　轟力先輩の表情は、罪を懺ざん悔げするゴリラのように苦く悶もんに満ちていた。


    「実は数日前。俺の母親が善ぜん導どう課に捕まった。……条例に反対する署名、都市内の有権者五十分の一を上回る名前が集まったその名簿を届けにいったその場でな」


    「え……？」


    　僕は言葉を失った。華城先輩と鼓こ修す理りは知っていたのか、険けわしい表情を崩さない。


    「それだけじゃない。このままいけば、次の考査で時岡学園の風紀優良度ランキングがガタ落ちすることは確実。それどころかこの都市が清せい麗れい指定都市を解除される事態にもなりかねん。三年の俺はもう、まともな就職も進学も望めないだろうな」


    　夏休み中にかなり勉強を頑張ったという轟ごう力りき先輩の得意げな顔が思い浮かぶ。あんまり思い浮かべたくないけど、まあそういうシーンなので。


    「あまりにも理り不ふ尽じんだ。だから俺おれは、あいつらがこんなことをしてしまった気持ちがわかる。俺は決してあんな真ま似ねはしないが、かといって、あいつらを取り押さえる気には、なれなかったのだ。……アンナ会長の指示でも」


    　轟力先輩が申し訳なさそうに頭を垂れる。鍛きたえ上げた肉体がいまはやけに小さい。


    「次は、善ぜん処しよする」


    「いえ、その必要はありませんわ」


    　絞り出すような轟力先輩の決意を制したのはアンナ先輩だった。


    「すべての責任はわたくしにありますもの」


    　アンナ先輩の表情がいつの間にか、常ならぬ凄せい絶ぜつなものに変わっていた。


    「すべてはこれまで、みすみす《ＳＯＸソツクス》を取り逃がしてきたわたくしが悪いのですわ。生徒会長として、これ以上、時とき岡おか学園の生徒に理不尽な災わざわいが降りかかることを見過ごすことはできませんの。責任はわたくしが取ります。そうしなければ、わたくしは正しくいられなくなる。正しくない人間は……」


    　アンナ先輩が弱々しい表情でちらりと僕を見て、すぐに逸そらす。


    「ですから今後一切、わたくし以外の生徒会役員は取り締まりに関わらないこと。できるだけ平へい穏おんに過ごすんですの。いつまた轟力先輩のお母様のように、条例違反を理由に災難を被こうむってしまうか、わかりませんもの」


    「なら、アンナ先輩はどうするつもりなんですか」


    「この状況を打破し、時岡学園を、第一清せい麗れい指定都市を、ここに住む人々を救ってみせますわ」


    　僕の懸け念ねんに、アンナ先輩は断固とした言葉で応えた。


    「わたくし一人で」


    　そのときだ。


    　校門前に善ぜん導どう課の車両が乗り付け、中から善導課職員が降りてくる。


    　風紀委員の痴ち態たいを確認するやいなや「なんだこりゃ」とどう対応していいものか混乱している。うん、その気持ちわかります。


    　ピピピピピピッ！


    　と、困惑していた善導課職員たちのＰピーＭエムが一斉に鳴り響いた。


    「……は!?　今度は本部で!?」


    　善導課の慌あわてふためいた様子を見やった鼓こ修す理りが、素早くＰＭを操作する。


    　すぐさまなにか情報を得たらしい鼓修理が華か城じよう先輩に耳打ちし、華城先輩が目を見張る。


    「アンナの決意はよくわかったわ。じゃあもう、私は帰るわね」


    　アンナ先輩に背を向け、鼓修理と共に学園をあとにする。


    「奥おく間ま君も轟ごう力りき先輩も、帰ってよろしいですわよ。わたくしは、平気ですので」


    　有う無むを言わさぬ迫力に、僕は背を向けるしかなかった。


    　正直な話、アンナ先輩の『この都市の人々を救う』という言葉に惹ひかれはしたのだ。


    　背後に残したアンナ先輩の不安定な気配に後ろ髪を引かれもしたのだ。


    　けれど僕はアンナ先輩に手を貸すわけにはいかなかった。


    　アンナ先輩の言う責任の取り方とはすなわち、僕たち《ＳＯＸソツクス》を捕らえることにほかならないのだから。


    「にしし」


    　僕の肩に乗っかった早さ乙おと女め先輩だけが、野や次じ馬うま根性丸出しで愉快そうに頰ほおをゆるめていた。


    



    　　　　　●


    



    　善ぜん導どう課第一清せい麗れい指定都市本部が大量の学生に包囲されている。


    　鼓こ修す理りの察知した情報は正直、かなり緊迫した内容だった。……のだけれど。


    「狸たぬ吉きちってあれよね。子供の頃、好きな女の子が入ったお風ふ呂ろの残り汁を盗んできて、それで洗濯したりしてそうよね。暮らしの節約術に見せかけた暮らしの性欲術」


    「リコーダーどころじゃない!?」


    「あとあれね。リコーダーはしゃぶるんじゃなくて、分解して穴にちんこ突っ込んで、間接フェラやで～とかほざいて自己満足してそう」


    　しまったリコーダーとか言って下ネタのヒント与えちまった！　不覚。


    「あれでしょ。ほかにも掃除の時間とか必ず好きな子の机運んで、どさくさに紛まぎれてちんここすりつけたりしたタイプ？」


    　どんなタイプだ！


    「ちょっとなんなんですかさっきから！」


    　アンナ先輩や轟力先輩と別れ、華か城じよう先輩たちと再合流した途端これだ。


    　善導課本部で騒ぎが起こっているらしいこの状況で、支し離り滅めつ裂れつな下ネタをふっかけてくる安定の華城先輩である。


    「さっきまでの空気がムーンガールズデイみたいに重かったんだもの。ここはいっちょ下半身に熱く響くお話で心を温めましょう」


    「そこに響かせる必要あるんですかねぇ!?」


    「だって性器は幸せの源よ？」


    「とんでもない人生観ですね！」


    「一説には魂たましいも脳や心臓じゃなく、性器に宿ってるって話よ」


    「その説唱えたやつの死生観がすげー気になりますよ！」


    「私の死生観は至し極ごく普通よ？」


    「お前かああああ！」


    「ところでなんで〝死生観〟なのかしら。生まれて死ぬのだから、〝精子観〟でよくない？」


    「華か城じよう先輩の頭の中が見える！　字がおかしい！」


    「自じ慰いといえば昔、自意識過か剰じようを自慰士気過剰だと勘違いしてて、自慰士気過剰な人ってオナニーへの情熱半端ないんだなー、テクノブレイク予備軍なんだなーって誤解してたの」


    　ヤベェ。たった数分シリアスな空気を味わっただけで華城先輩の下ネタ垂れ流しがとまらない。拡張されすぎてなにもせき止められなくなったアナルのようだ。


    　テクノブレイクっていうかシリアスブレイクだろこの人。


    「テクノブレイクといえば私は昔、テクノブレイクダンスっていうまったく新しいダンスを開発しててね」


    　まったくいやらしいダンスの間違いだろ!?


    「実の父に披露したのだけど」


    　一人娘がそれやってきたら自殺ものだわ。


    「スタンディングマスターベーションで大絶賛だったわ」


    　……華城先輩の実父って確か議員さんだったよね。ここに民主主義の限界を見た。


    「綾あや女め様、着いたっスよ。その角を曲がれば、善ぜん導どう課本部っス」


    　僕たちの会話についてこられず数歩先を黙って歩いていた鼓こ修す理りが振り向いた。


    「あら残念。小学生の頃、本当にやりたかった自由研究十選の発表もあったのに」


    　どんだけ下ネタストックしてるんだこの人……。それともさっきの真ま面じ目めなシーンのストレスがすべて下ネタに変換されている？　どちらにせよ脳みそが一つの才能に特化しすぎ。


    　ちなみにうちの父さんは小学生の頃、町で採取できる小動物の交尾写真をひたすら羅ら列れつ、比較、分析した自由研究を五年間続けた末、六年生の頃には満まんを持じして〝哺ほ乳にゆう類が生殖活動を行おこなう場所〟というタイトルの青あお姦かんスポットまとめ自由研究を提出したらしい。自由すぎて学校側は表向き受け取りに難色を示したらしいが、その実、教職員からは大好評、校長先生にも気に入られたとのことだった。実はそこは小学校じゃなく、変態養成機関かなんかだったんじゃないかと僕は睨にらんでいる。


    「なんだか、善導課本部のほうから予想以上の熱気が漂ただよってくるわね？　大乱交尻しり穴あなブラザーズデラックス♂大会でもやってるのかしら」


    　華城先輩の感想はとりあえず放置しておいて。確かに凄すごいざわめきが聞こえてくる。


    　まるでオナ禁ＴＮＰのように、一いつ触しよく即そく発はつの危うい雰ふん囲い気きだ。


    　すると突然、


    　──ひゅー。


    「わっ」


    　ぽふんっ、と鼓こ修す理りの頭に柔らかいボールのようなものが落下してきた。


    「なんなんっスか、これ」


    　鼓修理が文句を垂れながらそれを拾う。どうやらゴムボールを真っ白い紙で包んで先端をこよりにしたらしい、一見、魂たましいにも精子にも見える代しろ物ものだ。


    「って、卑ひ猥わいイラストのコピーじゃねえかこれ！」


    「おっ。わしの作品じゃな。流通しておるようでなによりじゃ」


    　紙を広げてみると、そこに描えがかれていたのは穴という穴を肉棒で塞ふさがれて恍こう惚こつの表情を浮かべた女の子の絵だった。早さ乙おと女め先輩にしては普通だなと感じてしまった僕は末期。


    「これ、善ぜん導どう課本部のほうから飛んできたよな……」


    　白い面を表おもてにしたやり方といい、さっきの月つき見み草ぐさたちを連想させるやり方だ。


    　僕たちは曲がり角から善導課本部の様子を窺うかがった。そこには、


    「本気かあいつら……」


    　エロイラストに包まれた精子型ゴムボールが、無数に空を舞っていた。


    　善導課本部を取り囲んだ数百人の学生が次々と投とう擲てきし、善導課敷地内がぶっかけられたように真っ白に染まっていく。変態玉入れ大会開催中なう。


    「これ全部、一般学生かよ」


    　一いつ触しよく即そく発はつどころか、もう爆発してたわ。


    「大体三百人くらいっスね。善導課へのテロ行為を目的にしてこの人数。異常事態っス」


    　中学生ネットワークなどから得た情報も統合して推算した数だろう。


    　ほとんど難なん癖くせで条例違反とされてしまうこの状況で、善導課に盾たて突こうという学生が三百人も集まったのだ。鼓修理の言葉どおり、これは異常事態に違いない。


    「いい加減にしろこのガキどもがあ！」


    　そのとき、善導課本部の正門前に車両が乗り付け、中から母さんが現れた!?


    　善導課周辺の暴動寸前の騒ぎに対し、仁に王おう立だちで小虫の群れを見下すような視線を真っすぐぶつけている。あ、いま目線だけでドＭ学生が何人か屈服した。


    　ＰピーＭエムの拡声機能も使わずにその威圧的な怒声は集団の奥まで響き、正門前の騒ぎが一時的に勢いを殺される。うちの母さんマジでおっかない……。うちの父さんよくちんこ勃たったな。


    「……あれが、アンナをも退しりぞけた狸たぬ吉きちの母親、善導課の爛らん子こね」


    　ごくりと華か城じよう先輩が唾つばを飲み込み、


    「あの化け物をっスか!?　は、早く逃げなきゃ……っ」


    　アンナ先輩を超える化け物と聞いて取り乱した鼓修理が腰を抜かす。安心しろって。うちの母さんはそこまでクレイジーじゃないから。……たぶん。


    　親だからこそ知らない面が多いってこともあるので断言はできない。


    『……おい、まさかいま、そこに〝爛子〟がいんのか？』


    　と、鼓こ修す理りのＰピーＭエムからゆとりの声が聞こえた。え、まさかまだ通話続いてたの？


    「あー。いつまでもこのバカが煮え切らないんで、もういっそのこと二人の仲むつまじい様子を実況していろいろ思い知らせてやろうと……」


    　腰を抜かしたまま善ぜん導どう課本部から距離を取ろうとする鼓修理が意味不明なことを答える。恐怖でおかしくなったのか？　ほら、お前の様子見て早さ乙おと女め先輩もにやにや笑ってるぞ。


    『おいおい、噓うそだろ。爛らん子こっていえば、《絶対領域》や《捕ほ乳にゆう類》の古参ジジイどもからさんざん聞かされた、《鋼こう鉄てつの鬼き女じよ》のことだぜ……っ』


    　ゆとりが戦せん慄りつしたように告げる。


    『《鋼鉄の鬼女》に捕まったテロリストは数知れず……テロ計画を立案するたびに《乳を愛でギガ・バスる者ター》や《二足歩行の獣けもの》から忠告されたぜ……甘い計画を立てる悪い子は、《鋼鉄の鬼女》に連れていかれてそれはもう酷ひどい扱いを受けるってな……』


    　うちの母さんが下ネタテロリストの間でなまはげ扱いされてた件について。


    『《鋼鉄の鬼女》は、二十年近く前の首都浄化作戦からテロリスト相手に前線で闘い続けてる化け物らしいんだぜ……そんじょそこらの学生が何百人集まったくらいじゃあ、太た刀ち打ちできねえんじゃねえか？』


    　ゆとりの懸け念ねんを具現化するかのように、母さんが動いた。


    「ここにいる全員、条例違反だ。たっぷり教育してやるぞ小僧ども」


    　これは死人が出ますわ、ってくらいの気迫を滲にじませ、母さんが学生の集団に歩み寄る。


    　そのときだ。


    『わたしたちよりもよほど条例に違反しているものがあるのではないですか』


    　学生の集団の中から、ＰＭの拡声機能を通した無感情な声が響く。


    　この声、不ふ破わさんか!?　母さんの顔が「ああ？」と歪ゆがむ。


    『不健全な表現物の単純所持。いまのわたしたちは、所持はしていません。手に持っていませんから。その反面、善導課本部の敷地内はどうでしょう。これまでの逮たい捕ほ者はみな、自分の敷地内に不健全な表現物があるだけで条例違反とされました。ならば現在の善導課本部は確実に条例に抵てい触しよくしています。逮捕、しないのですか？　現在複数箇所で全身に不健全な表現物を貼はり付けている風紀委員は？』


    　不破さんの淡々とした声に、怯ひるんでいた学生たちも士気を取り戻していく。


    　そうだそうだ！　と不満の声を上げ始めた。しかし、


    「貴き様さまら、条例文はよく読んだか？」


    　母さんはなんら動じることなく、


    「第二章第三項、〝過失がない場合においてはその限りではない〟とある。私たちに過失はない。よって条例違反とはなりえない」


    　その横おう暴ぼうな断言に、学生たちの抗議が一気に爆発する。精子ボールを母さんやら善導課本部やらに投げつけまくり、「逮たい捕ほしろ！　逮捕しろ！」の大合唱だ。


    　しかしそんな不平不満の嵐あらしには慣れているのか、母さんはうんざりした様子で近くにいた善ぜん導どう課職員へ、


    「稚ち拙せつな抵抗に対しては、このような理屈で対応しておけばいいのか？」


    「はい、上からの指示はそのように」


    「筋が通らんが、第一清せい麗れい指定都市の風紀回復のためには仕方あるまい。だがとりあえずは」


    　母さんがＰピーＭエムを操作する。善導課を取り囲む学生たちの周囲に、訓練されきった善導課職員がさらに展開される。


    「ここのガキども全員に、卑ひ猥わいな騒ぎを起こせばどうなるか、拳げん骨こつで教えてやろう」


    　母さんが学生の集団に切り込んでいき、まさにちぎっては投げちぎっては投げの圧倒的な戦闘力を発揮する。その姿に鼓こ舞ぶされるように、善導課職員たちも一斉に学生を取り押さえにかかった。


    「……安定のご都合主義ね。抜き専用のエロゲーでももっとストーリーに整合性もたせてるっていうのに。あいつらエロゲー以下よ」


    　条例を都合のいいように解釈した善導課の態度に、華か城じよう先輩が納得の感想を漏もらす。うん？　いややっぱり抜きゲーのくだりは納得できないような……。僕はエロゲーなんて伝説の品をプレイしたことはないけど、なんか父さんがしきりに『エロゲーをバカにするな！』と母さんに熱弁を振るっては物理的に論破されてたから、なんか刷り込まれてるのかな。


    『作戦第一段階は善導課の横おう暴ぼうにより失敗。第二段階に移行します』


    　不ふ破わさんの声が響いた途端、学生たちが一斉に脱ぎ始めた。いや本当に。


    　するとそこに現れたのは、真っ白な紙を全身に貼はり付けた変態紳士たち。


    　どうやら裏返したエロイラストをダイナマイトみたいに体に巻き付けているらしいが……お前ら結局条例違反してたんじゃねえか。


    「おほっ、眼がん福ぷくじゃなっ。壮観じゃなっ」


    　早さ乙おと女め先輩がおもちゃ屋さんにつれてこられた子供みたいに笑う。こらっ！　はしゃがないの！


    『自爆テロ作戦、開始です』


    　善導課本部に近い位置にいた学生たちが、柵を乗り越え門をこじ開け、善導課本部に流入する。全身真っ白の彼らが進む様はまるで、善導課本部という卵らん子しに群がる精子のようだ。


    　あいつら精子大好きだな。結婚しろよもう。いや結合しとけ結合。


    　僕の思考が通じたわけでもないだろうが、変態精子たちは善導課本部の穴という穴（窓とか玄関とかね）から善導課本部へ侵入していく。


    



    「おらーっ！　とっとと矯きよう正せい教育部屋に招待しろやーっ！　こちとら条例違反者だぞーっ！」


    「まさか天下の善導課様がここまでの暴挙をやらかした学生を無罪放免にはしないでしょう!?」


    「こちとらもう条例違反者ってことでお先真っ暗よ！　何度でも矯きよう正せい（笑）されてやらあ！」


    「馬の耳に念仏唱えさせまくって、過労死させてやるぜヒャッハーッ！」


    



    　……これ全部不ふ破わさんの入れ知恵なんだろうか。


    　兵ひよう糧ろう攻めならぬ満腹攻め。条例違反者を大量に投入することで、善ぜん導どう課の機能を麻ま痺ひさせる嫌がらせだろう。胃袋にも子袋にも精液を注ぎ込みまくって快楽堕おちさせるエロ漫画がモチーフだなこれは。間違いない。


    　てか不破さん、マジで善導課から過労死が出るまでやりそうだな……。


    　んで母さんも、味方や自分がぶっ倒れるまで仕事させそう。


    「華か城じよう先輩……これはもう、止まりませんよ」


    「ええ。気持ちよすぎて腰が止まらないよぉ！　ってやつね」


    「違いますけど!?」


    　拡大し始めた騒ぎから逃げるように善導課本部から距離を取りながら、僕は華城先輩に改めて提案する。


    「たぶん、あの騒ぎはもう収まりませんよ。放っておけばまた《群むれた布地》みたいな勢力が出てくるかも……こっちで少し爆発の方向を調整してやって、《ＳＯＸソツクス》の作戦に組み込むようにでもしないと……」


    　裏で指揮を執とっているのだろう不破さんを通せば、そう難しくないはずだ。


    「ダメよ。いまはほかの清せい麗れい指定都市汚染を最優先にするわ」


    　しかし華城先輩の答えは変わらない。


    「あれだけの人数が作戦に組み込めれば、知識流る布ふもはかどりそうですけど」


    「ダメったらダメ。生なま中出しくらいにダメよ。……あ、これだとＯＫって前振りになっちゃうわね」


    　善導課本部から十分な距離を取った頃、不意に現れた公園のフェンスにもたれかかり、華城先輩が真剣な顔になる。


    「大衆や集団をコントロールするなんてやり方、ソフィアや慶けい介すけと同じじゃないの。敵は排除する。けれど、自分たちの意思でああしている彼らを操作するなんて、そんなやり方で私は抗あらがいたくないの」


    「それは、もっともかもしれませんが」


    　きっとそれは、正しい考え方だ。


    　これまで僕らは、印象操作や捏ねつ造ぞう教育など、理性と知性で構成されたこの綺き麗れいな世界を、本能と恥性に訴える性知識でもって改変してきた。


    　理性に訴えることでこの健全な世界を作り上げてきたソフィアや慶介たちと同じ土俵に上がらず、《ＳＯＸ》がこれまで続けてきたやり方に徹するのは、信条的にも戦略的にも正しい。


    　けれど、僕は納得できないでいた。


    　不ふ破わさんたちの抵抗は、このままいけば徒労に終わるだろう。僕の父さんが、結局最後になんの成果も挙げられず捕まったように。


    　正当な不満を抱え、もっともな反感を抱いだき、どうしようもない気持ちを爆発させて弾圧された挙げ句、きっとそれは無意味に終わるだろう不破さんたちを、ほうっておけだなんて。


    　責任の一端は僕たちにもある。せめて同じ穴の狢むじなとして、作戦に参加させるくらい、いいじゃないか。


    「確かに、ソフィアや慶けい介すけのやり方は卑ひ劣れつで卑ひ怯きようで、嫌なものだと感じます」


    　華か城じよう先輩に真っすぐ向き合う。


    「けど、そのやり方でなにをなすかっていうのも、大事じゃないですか。手段が同じでも、目的が違うなら、汚い手も別物に変わるはずです」


    　オナニーのためにエロ画像を探すのか、人体の描写練習のためにエロ画像を探すのか、やっていることは同じでも後者は肯こう定ていされやすい。……よね？


    「ソフィアや慶介がやっていたからといって、そのやり方を完全に排除する必要はないと思います。取り入れられるものは、取り入れてやりましょう」


    「ダメ」


    　華城先輩の答えは、変わらなかった。


    「事は一刻を争うわ。組織の内部で方針を二つ抱えていたら、どっちも破は綻たんしてしまう。リーダーは私よ。《ＳＯＸソツクス》は外部の清せい麗れい指定都市汚染を最優先にして、全力を注ぐわ。同時に幾つも事を進めてうまくいくのは、ベテランＡＶ男優の愛あい撫ぶくらいのものよ」


    「……どうしてそんなに、頑かたくななんですか」


    　主張は正しい。筋は通っているし、そうすべきだ。わがままは僕のほうに違いない。


    　けどあまりに曲がらない華城先輩の態度に、思わずぽつりと漏もらしてしまった。


    　その何気ない一言に、華城先輩の目がはっと見開かれた。


    「頑なになんて、なっていないわっ！」


    　華城先輩はいきなり感情的になると、はっと我に返る。


    「……私は、頑なになんてなってないわ。経験の浅い男の『気持ちいい？　ねえ気持ちいい？』みたいにしつこいのは狸たぬ吉きちじゃないの。勝手にすればいいわ」


    　その言い方に少しむっとしてしまう。あ、いや、経験が浅いとかのくだりじゃなくてね。


    「いつから華城先輩は、そんなソフィアみたいに話が通じなくなったんですか。……あ」


    　しまった言い過ぎた、と口を押さえたときにはもう遅かった。


    　後悔しながら、華城先輩としばし睨にらみ合うかたちになってしまう。


    「……はーっ」


    　一呼吸置いて華城先輩が僕から目を逸そらし、ぽそりと呟つぶやいた。


    「……わかった。狸たぬ吉きちは、一般学生たちをどうにかしてちょうだい。確かにあれだけ大騒ぎが続けば《ＳＯＸソツクス》の悪あく名めいを全国に知らせる恰かつ好こうの材料になるもの。私たちの知識流る布ふ作戦をスムーズにするためにも、そっちは任せたわ」


    　微妙に僕の主張とは食い違っていたけれど、華か城じよう先輩としてはそこが妥だ協きよう点てんなのだろう。


    「ここから先は、別行動よ」


    「鼓こ修す理りはもちろん、綾あや女め様の側っスよ！　なにがあっても！」


    　ここぞとばかりに鼓修理が華城先輩に抱きつく。そのＰピーＭエムからゆとりの声も漏もれた。


    『あー、狸吉。あたしも、こっちサイドだぜ。というか、それしかできねーし。その、ええと狸吉、あのさ……』


    　と、なにかぽそぽそもじもじいつまでも口を濁にごしているゆとりへ向けて、華城先輩が口を開いた。


    「あーっ。そういえばゆとりあなた、狸吉の近況を気にしていたわね。そうねぇ、端的に言えば、狸吉は毎日元気に、巨きよ乳にゆうイラストでハァハァしてたわ」


    『サイッテーだぜ！』


    「濡ぬれ衣ぎぬだ！」


    　反論する間もなく、ゆとりがぶちりと通話を切断してしまう。おいなんだよこの流れ。


    「ま、そういうわけよ。ほとんど一人で一般学生をどうにかすることになってしまうけれど、狸吉あなた、ちゃんとできる？」


    　華城先輩の試すような視線。そんなの、答えは決まってる。


    「できます！」


    「子供が？」


    「できるかあ！」


    「ま、その調子で頑張りなさい」


    　華城先輩はばいばいと手を振ると、鼓修理を連れていってしまった。


    「おい狸吉。一応言っておくが、わしは中立じゃからの。絵が欲しかったら言うがよいぞ」


    　早さ乙おと女め先輩はひらりと肩から飛び降り、「じゃ、わしはもう腹が減ったので帰る」ととことこ歩いていってしまった。頼むから条例に引っかかるなよ。


    「……さて、それじゃあ」


    　騒ぎが収まるのを待って、まずは不ふ破わさんに接触してみよう。


    　僕は公園のベンチに座り、エロいことを考えながら時間を潰つぶすことにした。


    　エロい想像って、癒いやし効果があるよねぇ。


    



    　　　　　●


    



    　──恋する乙おと女めの作戦会議。


    『な、なあ、やっぱり狸たぬ吉きちも、でかいほうが好きなのか？　あたしはもう望みないけど、あれだ、実家にいる牛の良りよう子こを揉もみ放題とか言えば、狸吉も振り向いてくれたり……』


    「バカじゃないっスか？　つーかさっきのあのグダグダ、なんなんっスか一体。狸吉と綾あや女め様が多少なりとも決裂した隙すきに慰なぐさめて、とっととかっさらっちまえばよかったんっス」


    『いやだって、照れくさくて……それに、やっぱり、狸吉と《雪せつ原げんの青あお》の間に割って入る勇気、なくて……』


    「これだからゆとりは……お前と綾女様の件で、鼓こ修す理りは胃に穴があきそうなんっスよ。もう面倒臭いっスから、鼓修理の口からゆとりの気持ちをバラしていいっスか？」


    『待て！　何でもするからそれだけは勘弁だぜ！』


    「じゃあアレっス。興奮させた狸吉を床ゆかに寝かせて、目隠しした綾女様とゆとりを歩かせる。先に狸吉のアレをアソコでくわえ込んだほうが勝ちっス。スイカ割りならぬアソコ割りで決着をつけるっスよ」


    『お前《雪原の青》に毒されすぎだぜ!?』


    「いやもうホント面倒なんっスよ。綾女様もお前も煮え切らないっスし、鼓修理は板挟みというか状況が俯ふ瞰かんして見えてしまうというか……」


    「相変わらず大変そうじゃの（にやにや）。もっと苦悩の表情を見せてくれ」


    「……性た質ちの悪い座ざ敷しき童わらしにも目をつけられるっスし、ああもう狸吉のアホは暴動にでも巻き込まれてとっとと死なないっスかね」


    『縁起でもないぜ！』


    「まあとりあえず、この先しばらくは鼓修理が一方的に綾女様に取り入れそうっス。鼓修理がいっちょ傷心した想おもい人への取り入り方ってのを見せてやるっスから、参考にしろっス」


    『いや、お前のやり方は性格悪すぎてちょっとな……』

  


  
    



    　第四章　隠し砦とりでの三変態


    



    　ギュイイイイィンガガガガガッ！　ぐつぐつぐつぐつ……どぽぉ……。


    「奥おく間まさんも飲みますか？」


    「音を聞いただけで胸ヤケしそうだから、遠慮しとくね……」


    「そうですか。元気が出る魔法の特製ドリンクなんですがね」


    　不ふ破わさんが台所から持ってきた飲み物（？）は泥水のように濁にごっていて、差し込まれたスプーンが微動だにしないほど固形物っぽくて、なんだか妙にイカ臭かった。ペスはもっとヤバイ臭においを察知しているのか、さっきから部屋の隅で震えている。


    　製作工程を後ろから少し覗のぞいたところ、ミキサーにニンニク、タマネギ、ショウガ、蜂はち蜜みつ、卵、肉にく塊かい、コーヒー豆、イモリの干物、なにかの血などを突っ込んでドロドロにしたあと、鍋に放り込んで加熱、[image: ]なぞの白くてどろりとした液体を加えて……この辺りで僕は目を逸そらした。


    「さてばりばり、今日きようはわたしにぼりぼり、お話があるそうですがぼぎんっ」


    　ねえ。なんでこの人ドリンク飲んでる最中に咀そ嚼しやくしてんの？


    　毎回疑問なんだけど、この人本当に頭いいのかな……。


    「ああ、うん。話ね。ええと、昨日きのうは大丈夫だったのかなと思って」


    「そのことですか」


    「うん。母さんから聞いたんだけど、あの場にいた学生全員、拘こう束そくされたって聞いたからさ」


    　華か城じよう先輩たちと別行動を取ることになった翌日。


    　僕は不ふ破わさんのアパートにお邪魔していた。


    　どんなカオスな部屋なのかと構えていたのだけど、ペスを押おう収しゆうされた日に部屋を捜査されたらしく、昆虫の性器ばかり収集した標本などは没収されてしまったという。


    　善ぜん導どう課の人たちも、さすがに驚いただろうな……。


    「昨日きのうですが、お聞きになったとおり、現場は大変だったようです」


    「不破さん、あの場にいなかったの？」


    　聞くところによると、不破さんは指示を録音したデータを託しただけで、現場にはおらず、近くの建物から様子を観察していたのだそうだ。


    「予想はしていましたが、やはりさんざんな結果に終わってしまいましたよ、昨日は。なにせ拘束された三百人のうち、条例違反として拘こう留りゆうされたのはたったの数十人だけでしたから」


    「それは、どういう……？」


    「そのままの意味です。数十人が拘留されただけでは、善導課の機能を麻ま痺ひさせることはできません。せいぜい、現場にいた善導課の連中に効率よくポイント稼かせぎさせただけで、善導課を疲ひ弊へいさせるという計画は不完全燃焼に終わってしまいました」


    　どうやら母さんたち善導課の職員は、拘留する容疑者を恣し意い的に選別しろとの命令も受けていたらしい。こいつだと決めた人にだけ「顔つきが卑ひ猥わい。卑猥な目的で所持しているに違いない。条例違反。拘留」と言いがかりをつけて回っていたとのことだ。


    「あの爛らん子ことかいう人、奥おく間まさんの母親でしたか。かなりの強つわ者ものですね。百ひやく戦せん錬れん磨まのようです。わたしが現場指揮を託した人や、ムードメーカーなど、大規模デモに必要不可欠な人材ばかり一瞬で看かん破ぱして、連行していました」


    　不破さんが咳せき込みながら淡々と思い返す。やっぱりそのドリンク体に悪いんじゃあ……。


    「理り不ふ尽じんで勝手で腹立たしいことですが、それは爛子さんも同じだったようですね。数十人を連行したあと、実に苛いら立だたしそうな表情で残り二百数十人に拳げん骨こつをして回っていました」


    　うちの母さんの体はどうなってんだよ。拳こぶしイカれるだろ。


    「一応は《公こう序じよ良りよう俗ぞく健全育成法》に抵てい触しよくしないよう配慮してデモを計画しましたが、このままではそのうち、学生の中にも大量の逮たい捕ほ者が出るでしょうね。条例ではなく育成法に抵触させられて」


    　要かなめとなる人物から少しずつ削られていき、最後にはジリ貧になる。


    「人員は大量にいるのです。二百人×四部隊で、四日ローテーションの自爆テロ作戦を決行し、矯きよう正せい教育期間である三日をやり過ごしながら善導課を疲弊させる作戦は打ち合わせも含め、完全に構築ずみです。過労死させると言ったら必ず過労死させてやりますよ、わたしは」


    　怖い怖い怖い。なにこの人の執念、本当に怖いんだけど。


    　前に洗脳して善ぜん導どう課の連中を数じゆ珠ずつなぎに～とか言ってたけど、あれもあながち冗談じゃなさそうだ。


    「善導課がこちらの人員を削ってきたとしても、しばらくは戦えるようにしてあります。デモマニュアルは既にアナログで全員に配布ずみですから、最悪ゲリラ戦にも持ち込めるでしょう。しかし奥おく間まさんもお察しのとおり、ジリ貧もいいところです。善導課の連中の過労死をきっかけに条例が緩かん和わされるか、わたしたちが全員《公こう序じよ良りよう俗ぞく健全育成法》に抵てい触しよくさせられてしまうか。どちらが先になるかの泥どろ仕じ合あいです」


    　それはかなり分ぶの悪い[image: ]かけだろう。なにせ相手はある程度自由に人員を補充、交換できる。対して不ふ破わさん率ひきいるデモ部隊も少しずつ規模を拡大するかもしれないけれど、《育成法》によって逮たい捕ほされるリスクをものともしないほどに不満を抱える一般学生はそう多くない。


    　それに、仮にそのデモがうまくはまって善導課が疲ひ弊へいしたとして、なにが残る。


    　条例はまず撤てつ回かいされないだろうし、抵抗運動の最中に大量の前科者を生み出した第一清せい麗れい指定都市の住民は路頭に迷うか、コンドーム工場やナプキン工場など、国にとって都合のいい職場に回されるだけだ。それは結局、僕たちの負けだろう。


    　そうなってしまう前にやっぱり、爆発する不平不満のベクトルを、整えてやる必要がある。


    　同じ爆発するにしても膣ちつ内ないより口内のほうがいろいろ都合がいいように。


    「……そういえば、やはり《ＳＯＸソツクス》は動きを見せませんね」


    　ふと思い出したように不破さんが切り出した。


    「うん。もしかするともう第一清麗指定都市内での活動は諦あきらめて、外部に足を伸ばしているのかもしれない。生徒会役員としては喜べばいいのか、取り逃がしてしまったことを嘆くべきなのか」


    「そうですか。予想はしていましたが、残念です」


    「……あの、不破さん」


    　落胆したような不破さんに今日きようの本題を切り出そうとしたそのときだ。


    「……？」


    　僕はふと視線に気づいて周囲を見渡した……うんっ!?


    「どうしました奥間さん」


    　僕の異常に気づいた不破さんが首を傾かしげる。その傾げた頭の向こう、窓の端から、一対の目玉がぎょろりとこちらを凝ぎよう視ししていた。


    　じ──っ。


    　瞬またたきもせずに充血した目でこちらをじっと観察していたのは、ええと、あれ、アンナ先輩？


    　な、なんでこんなとこに。てゆーかいつから。生き霊？


    　気づかないうちに窓が少し開けられていて、たぶんこっちの話は筒抜けになっている。


    　僕は予定していたよりもさらに言葉を選ぶことを意識し、不ふ破わさんに改めて切り出した。


    　この交渉、これからの不破さんや僕たち《ＳＯＸソツクス》の道みち行ゆきだけでなく、僕と不破さんの命もかかっている。


    「生徒会役員としてのわがままというか、願望みたいな話なんだけどさ、不破さん。いま起こってる暴動を《ＳＯＸ》に与くみするかたちで行おこなうことはできないかな」


    　じ──っ。視線が怖いよぉ。


    「……それは、生徒会役員としてというより、《ＳＯＸ》寄りの発言に聞こえますが？」


    　咎とがめるように不破さんが返してくる。


    「実はいま、うちの生徒会長、このイカれた状況をなんとかしようと一人で奔ほん走そうしてるんだよ」


    　じ──っ。視線で孕はらんじゃうよぉ。


    「いろいろ理由はあるみたいだけど、一番はやっぱり、条例制定で無む茶ちや苦く茶ちやになっちゃった生徒たちの将来に責任を感じてるからみたいなんだ。もし不破さんたちがこのまま自爆を繰り返したら、アンナ先輩はもっと重圧を感じてしまうと思う」


    　じ──っ。なんだか、新境地に目覚めそうでヤバイ。


    「けど不破さんたちの不満がどうしようもないってのもわかる。だからせめて、その不満を、《ＳＯＸ》の下もとで、第一清せい麗れい指定都市の外部を舞台に爆発させるよう誘導はできないだろうか」


    　じ──っ。頭がフットーしそうだよぉ。
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    「生徒会役員としては邪じや道どうなお願いだけど、都市内の治安維持と会長の負担軽減のために、乗ってはくれないかな」


    　つーっ、と不ふ破わさんの頰ほおに一筋の汗が流れ落ちる。


    　どうやら不破さんも、背後の妖怪に気づいたらしい。


    「……そういうことなら、協力もやぶさかではありませんが」


    　けれどその態度は少し硬い。


    「わたしたちの不満はあくまで、この都市の善ぜん導どう課に起因しています。《ＳＯＸソツクス》の計画は恐らく正しいでしょう。長期的にはわたしたちを救うでしょう。しかしわたしたちの不満はいまはあくまで、目の前の理り不ふ尽じんにだけ向けられてしまっています。それを都市外部での活動に誘導するというのは、至し難なんの業わざです」


    　当然の話だ。足フェチ八百人の趣味嗜し好こうをおっぱいに変えろというくらい無む謀ぼうである。くるぶし舐なめ回し隊を妖怪乳首突きに変えることはどんな錬金術師にも不可能だ。


    「ですが、たとえば《ＳＯＸ》がわたしたちに、不足しがちな不健全雑誌のコピーを譲じよう渡とするなどして味方であることをアピールしてくれれば、少しは先導しやすくなるかもしれません。まあ、外部への活動に力を注ぎつつある《ＳＯＸ》にはあまり期待できそうにない仮定ですが」


    「そうか、そうだよね……」


    　僕は肩を落としたふりをしつつ、腰を上げた。


    　窓の外のアンナ先輩はいつの間にか消えている。納得してくれた、のかな？


    「ごめんね。変な話しちゃって。条例が施し行こうされてから、生徒会も結構疲ひ弊へいしててさ」


    「構いませんよ。お気遣いありがとうございました。では、帰り道には気をつけてください」


    　不破さんが「お土産みやげです」と魔法のドリンク入りパックを手渡してきた。お土産に護身用バイオウェポンを渡してくれるなんて斬ざん新しんだね。


    　僕は渋々お土産を受け取り、不破さんの部屋をあとにした。


    「奥おく間ま君。少しお話が」


    「……っ」


    　扉とびらを閉めると、その陰からアンナ先輩が現れた。護身用ドリンク、使うべきか否いなか。


    「一人暮らしの女性のお宅を訪れるなんて、奥間君、それは、浮気ですの？」


    　あわわ。アンナ先輩がにこにこ笑いながら右手にライター、左手には液体の入ったペットボトル。間違いなく引火性だろそれ。不破さんをアパートごと燃やす気だこれ。


    「わたくしの家にもいらっしゃったことはないのに」


    　そりゃあアンナ先輩の家に行こうものならそのまま監かん禁きんされて、精液を搾さく取しゆされる生活に突入だからね！　そんなのまるで家畜じゃないか！


    「ですが、まあ、今回だけは見み逃のがしてさしあげますわ」


    　ライターにカチンッ、カチンッ、と着火しながらアンナ先輩が拗すねたように唇くちびるを尖とがらせる。


    「行為は褒ほめられたものではありませんが、わたくしのため、だったようですので」


    　な、なんとか今回も誤ご魔ま化かせたのかな。


    「ですが」


    　アンナ先輩がずいと僕を壁に押しつけ、股こ間かんに足をねじ込んでくる。


    「この事態はわたくし一人で責任を取ると伝えたはずです。独どく断だん専せん行こうは、許しませんわ……オ、オシオキが、必要ですわね……？」


    　アンナ先輩がいたぶるように目を細めながら濡ぬれた唇くちびるを寄せてくる。ちょっ、そういう展開!?


    「そ、そうは言いますけどアンナ先輩っ。そっちはなにか進展はあったんですか！」


    「《ＳＯＸソツクス》に動きがありませんし、そもそもわたくしたち生徒会は取り締まりに関われなくなってしまったので、情報が入ってこず、八方塞ふさがりですわ。けれど必ず、《ＳＯＸ》は捕まえてみせます。時とき岡おか学園の生徒のためにも、わたくしたちの、愛のためにも」


    　囁ささやきが唇を揺らすような距離でアンナ先輩が息を荒くする。そのときだ。


    　ぽとっ。じゅわっ。


    「えっ!?　きゃあっ!?」


    　アンナ先輩の頭に、飛来してきた魔法の特製ドリンクが付着する。なんだよいまの音。


    「な、なんですのこれはっ。汚お物ぶつですの!?」


    　人の食べ物らしいですよ。ギリギリで。


    「こんな汚けがらわしい姿で奥おく間ま君と愛を交わすことなんてできませんわっ」


    　アンナ先輩は顔を覆おおい隠すと、走って逃げていってしまった。このドリンク、生しよう涯がい飲むことはないだろうけど、今後とも護身用として持っておこう……。


    「おや、ドリンクが爆発して飛び散ってしまったようです。猛省せねば」


    　部屋の中から不ふ破わさんの白しら々じらしい声が聞こえてくる。


    「さてと。じゃあとりあえず、やるだけやってみようか」


    　僕はアパートを離れるやいなや、早さ乙おと女め先輩に電話した。


    「先生、いっちょとびきりヒワイなやつ頼みます」


    『うへへへへ。了解じゃ。目にしただけで果てるようなやつを描かいてやろう』


    　それもう神の領域だよ。《禁きん欲よくの魔ま人じん》じゃあるまいし。
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    　数日後、デモ活動用のイラストが何点かできあがったという早乙女先輩と喫茶店で落ち合った。いつもの喫茶店はあまり使いたくなかったのだけど、早乙女先輩が頑かたくなに譲ゆずらなかったので仕方ない。


    「オリジナル描き下ろしじゃ。これで少しは、デモ隊も《ＳＯＸ》に協力的になるじゃろ」


    　机に並べられたイラストは、まあいつもどおりの酷ひどさだった。


    　騎き乗じよう位いで快楽を貪むさぼる女の子と必死に耐える男の子。そそり起たった二本のＴＮＰがくっつけられハートをかたどっているクレイジー画像。それから自動車×自動洗浄機の非ひ擬ぎ人じん化かエロイラスト。こいつ、着実に進化してやがる！　ちなみに最初の騎乗位イラストの男の子は脱だつ童どう貞ていの最中という設定らしく、つまり筆下ろしの描かき下ろしらしい。


    　そして最後の一枚は、丸々太った十頭の豚が檻おりに入れられ、そのうち一頭がペニスバンド装着のお姉さんに犯されながら肉を食いちぎられるという凄せい絶ぜつなイラストだった。


    「最後の一枚はアレじゃ。本能的に描えがいた自己満足品じゃから、不評ならそれで構わん」


    「いや、いいんじゃないですか。ありがとうございます。大切にバラまきますね」


    　十頭の豚は、各清せい麗れい指定都市か。まだ直ちよく截せつすぎて荒いけど、早さ乙おと女め先輩、非擬人化カップリングや獣じゆう姦かんだけじゃなくて、風ふう刺し系のイラストにまで手を伸ばし始めたな。ただしエロに限る。


    　これらはあとでコピーしまくるとして、


    「ところで早乙女先輩。その、華か城じよう先輩はどんな感じです？」


    　ここ数日、華城先輩とはほとんどコンタクトをとっていない。


    　不ふ破わさんたちが起こす連日の自爆テロの人手に多くの時とき岡おか学園生徒が割かれているおかげで休校が多く、学校で華城先輩と顔を合わせる機会がないって事実も大きいのだけど、気まずくてわざと連絡を絶っている僕がそもそもの原因だ。いくらなんでも『ソフィアみたい』だなんてさすがに言い過ぎた。華城先輩、なんかちょっと泣きそうな顔してたし……。


    「なんじゃ。気になるのか？」


    　早乙女先輩がジュースをジョッキから豪快に飲みながらニヤニヤと見上げてくる。


    「なら話してやろうかの。いつこの喫茶店に綾あや女めが現れるともしれん緊張感の中で」


    「それが狙ねらいかお前！」


    　妙に喫茶店での受け渡しにこだわると思えば！


    　なんていうか最近、早乙女先輩のデバガメ気質がダメな方向に進化している気がする。


    「だらだらと話を引き延ばしてお主ぬしの疲ひ弊へいする様を楽しんでもいいのじゃが、いかんんせん、引き延ばすほどの話もない。相変わらず綾女はエネルギッシュに準備と交渉を進めておるよ」


    「そうですか……」


    　なにを期待したというわけでもないけれど。


    　いつもと変わらないというのは正直少し寂しいような。


    「あー、でもあれじゃな」


    　と、僕の顔をガン見していた早乙女先輩が付け加える。


    「なにかしらの喪そう失しつ感を埋めるために、脇わき目めもふらず仕事に没頭しているような姿でもあった」


    　それはもしかして……


    「どうじゃ狸たぬ吉きち。なにか思うところがあるのではないか？　ん？　ん？」


    　早さ乙おと女め先輩が僕をからかうために捏ねつ造ぞうした情報ですね、わかります。


    「帰ります！　イラストありがとうございました！」


    　スランプを脱した途端にこれだ。近いうちにご飯おあずけプレイとくすぐりプレイのコンボで苦しめてやるからな。


    「なんじゃ。あと五分ほどで綾あや女めがやってきて気まずいご対面イベントが発生したというのに」


    　こいつ……。


    　僕は慌あわてて喫茶店をあとにした。コピーは少し時間をずらしてからだな。
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    　早乙女先輩からイラストを受け取り、大量にコピーしたものを不ふ破わさん率ひきいるデモ隊にこっそり横流ししてから一週間と少し。十月も下旬に突入し、条例によって巻き起こされる騒ぎはもうほとんど常態化していた。


    　毎日のようにそこかしこで、精子に扮ふんした学生たちの中～大規模自爆テロが発生し、一日に安定して数十人が条例違反者として矯きよう正せい教育房送りとなる。そんな毎日だ。


    「つまり、デモ隊のコントロールはできてないってことになるのかな」


    『面めん目ぼくありません。なんの気まぐれか《ＳＯＸソツクス》がデモ用のイラストを援助してくれたというのに、その心遣いに応えることもできず』


    　電話口の向こうで、不破さんが淡々と現状を報告してくれる。


    　どうやらデモに参加している学生は《ＳＯＸ》からの武器貸たい与よを「もっと！　もっと激しくして！　もっとぉ！」と解釈したらしい。不破さんも必死にコントロールしようとしたそうだが、少人数になってもゲリラ自爆テロに移行できるよう枝し葉よう末まつ節せつにいたるまで自爆マニュアルを配布したせいで、独どく断だん専せん行こうの自爆隊が多くなってしまっているというのが現状らしかった。


    『ちなみに、男性二人が男性自身を組み合わせてハートをかたちづくるイラストは大切に保管させてもらいました』


    「また捕まるよ!?」


    　この腐ふ女じよ子しめ。


    　僕の警告に、けれど不破さんは『問題ありません』といつもの調子だ。


    『わたしというトップから指令を下す組織ではなく、横のつながりもしくは個々の判断で同じ目的を目指してデモを起こすというのが、わたしの組織したデモ隊のかたちです。このやり方なら善ぜん導どう課の恣し意い的な取り締まりによって要かなめとなる人員を排除されても戦い抜けると考えて策を練りましたので。しかしまさか、わたしが不健全な表現物を自じ重ちようせずコレクションできるという副作用のほかに、デモの方向を修正できなくなるという弊へい害がいが発生するとは』


    「不破さんにしては、なんていうか、詰めが甘いね」


    『わたしも冷静ではなかったのです。そしてそれはいまも同様ですね。……白状してしまえば、いまもわたしは、デモ隊の自爆攻撃に満足してしまっています。もっとエスカレートさせて、善ぜん導どう課を疲ひ弊へいさせてやりたいと。デモ隊のコントロールがうまくいかないのは、わたしの心持ちも大きいようです』


    　自分のことを客観視できてはいても、湧わき上がってくる恨みつらみには逆らえないらしい。媚び薬やくを飲まされた気丈な女性が快楽を拒絶できないように。あ、このたとえいらないね。


    「けど、それだとやっぱり困る、かな」


    　デモ隊はこの一週間で確実に縮小してしまっている。


    　前に予測したとおり、デモの要かなめとなる何十人かはすでに《公こう序じよ良りよう俗ぞく健全育成法》違反者として未成年にもかかわらず逮たい捕ほされてしまっている。


    　デモの熱に浮かされたのか、署名集めという直接請求以外の手段で条例を撤てつ廃ぱいしようと動いた無む謀ぼうな保護者たちも、知らない間に背中に貼はり付けられた不健全表現物を理由に逮捕されたり、ＰピーＭエムに残っていた家族の写真を不健全な表現物とみなされ条例違反者として逮捕されたりと、確実に社会から消されつつある。


    　あとついでに加えると、僕の母さんが怖すぎてデモ隊が萎い縮しゆくしてしまっているという[image: ]うわさが。


    　とにかくこのままデモが続けば、潜在的に《ＳＯＸソツクス》の味方となる可能性のあった人たちをみすみす敵の手に落とし続けることになってしまう。デモに参加している人たちがすっきりしても、あとにはなにも残らないのだ。そう。オナニーのように。けれどデモに参加している人たちに「このまま暴れ回ってもティッシュに発射されてゴミ箱に捨てられる精子と同じ末路ですよ！」と説得する手段はない。


    　デモ隊を実質的に裏から掌しよう握あくしている不ふ破わさんがこの調子なら、それこそ絶望的だろう。


    『散発的に起きているデモを一斉に引き起こしたり、一時的に待機させることは可能でも、活動の方向性を変えたり、矛ほこ先さきを善導課や風紀委員から逸そらせというのは難しいです。少数の男性を互いに愛し合うよう洗脳することは理論上容易ですが、町中に散在する大多数の人間の方向性を変えるとなると、いまの時代は制限が多すぎますね。まあ、言い訳にすぎませんが』


    　この人さらっと怖いこと口走ってたけど、机き上じようの空論のままにしておいてね。間違っても僕で人体実験したりしないでね。科学は使う人の良識が試されるよ。


    『それでですね、お詫わびというほどのものでもないのですが、少し気になることがあったので報告を。朱あけ門かど温泉の清きよ門かど荘そうというのは確か、生徒会の眼鏡めがねのご実家でしたよね？』


    　眼鏡って……。華か城じよう先輩のことだよね。


    「そうだけど、それがどうかした？」


    『ここ数日、怪しい五人組がデモ隊内部で秘ひそかに署名活動を展開しています。いわく、不健全な表現物を多数所持している清門荘を家宅捜索せよ、という陳ちん情じよう書しよのようですね』


    「……どういうこと？」


    　条例が施し行こうされてからというもの、善ぜん導どう課の捜査は極めて恣し意い的だ。濡ぬれている＝興奮していると勘違いして女の子に襲おそいかかる童どう貞てい変質者並みに自分勝手な言い分で動いてやがる。要は条例違反している者がいるから捕まえるのではなく、捕まえたいやつに条例違反のレッテルを貼はって捜査しやがるのだ。だからこれまで条例違反としてしょっぴかれた人は条例に反対する保護者や高校生に偏かたよっていた。


    　ある種の権力者やその周辺人物は、たとえ顔面に不健全表現物を貼り付けていても善導課の偏ったセンサーにはスルーされる。老ろう婆ばの皺しわをペロペロしたいという趣味の人間が女子高生のパンチラに反応しないように、一般人からすれば理解不能のスルーっぷり、それがいまの善導課だ。つまりやつらは異常性せい癖へき。


    　全国の有力者や清せい麗れい指定都市在住者から評判のよい朱あけ門かど温泉もそのスルー対象に入っているらしく、僕や華か城じよう先輩、アンナ先輩など生徒会メンバー同様、一切の強制捜査をこの日まで受けてはいなかった。だから不ふ破わさんが告げたその事実はかなりの不意打ちだったのだ。


    『本来ならデモ隊内部で集めた署名など、善導課は意にも介さないでしょう。しかし不可解なことにこの五人組の周辺に、デモ隊を取材する記者が張り付いていまして』


    　ＰピーＭエムにメールが送られてくる。添付された画像はカメラマンを携たずさえた女性記者の横顔だ。


    『デモの様子はＰＭニュースでもたびたび配信されています。この署名のこともそのうち放送するでしょう。そうなれば善導課は申し訳程度の公平性を誇こ示じするため、動かざるをえない』


    　善導課の中では、朱門温泉は完全な白だ。だから遠慮なく捜索し、ちゃんとやりましたアピールをするだろう。そこに、デモ隊が濡ぬれ衣ぎぬを着せようと設置するようなしょぼいエロイラストとは別格の、スルーなど到底できるはずもないお宝が眠っているなどとは夢にも思わずに。


    「不破さん、その署名集めてるやつら、いまどこにいるかわかる？」


    　とにかく、早急に真しん偽ぎを確認する必要がある。本当ならヤバイことになるだろう。


    『ちょっと待ってください……島しま田だ駅周辺のデモ隊に紛まぎれ込んでいるようです。ちょうど撤てつ収しゆうする直前の仕上げとして署名を集めているのか、五人組＋記者で固まっているようですよ』


    「わかった、ありがとう！」


    　僕は通話を切り、駅目がけて飛び出した。


    　ＮＴＲネトラレモノのオープニングみたいに、不ふ穏おんなざわめきが胸を満たしていた。
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    「あいつらか……」


    　島田駅周辺は、いままさに自爆テロを敢かん行こうしようとしている学生たちでひしめきあっていた。駅の出入り口ななんかはちょっとしたおしくらまんじゅう状態で、揉もみくちゃまんじゅう揉まれて泣くな♪　とかほざきながら母さんの胸に摑つかみかかろうとしてぶん殴られていた父さんを思い出した。気分が悪い。女の子もけっこういるから、触って癒いやされたいなぁ。いや別にいやらしい意味じゃないんですよ。犬や猫をぎゅっとしたいのと同じ感情。ホントダヨー。


    　その人混みの中に、五人の男が紙束を持って立っていた。「善ぜん導どう課が目をつぶっている偽善施設へ鉄てつ[image: ]ついを！」と、善導課の恣し意い的な取り締まりに不満を感じている学生たちにとって聞こえがいいだろう言葉を並べ、次々と署名をしてもらっている。小こ脇わきに抱えている紙束は、今日きよう獲得した署名用紙だろうか。かなり分厚い。あの量を毎日のように稼かせいでいるのだとしたら、記者なんていなくともいい交渉材料になりそうだ。


    　そしてその厄やつ介かいな記者はといえば、膝ひざ丈たけの女性用スーツに身を包んだ年配の女性だ。僕の母さんと同い年くらいだろうか。カメラマンの前で、落ち着いたレポートをしている。


    　なんかあの人たち、どっかで見たことがあるような……。


    「よーし！　今日もいっちょヒワイに捕まるぞおおお！」


    　と、頭の悪いかけ声とともにデモ隊が行進を始め、一気に人がはけていく。その流れに逆らうようにフェードアウトしていく署名組をこっそり追いかけた。


    「ご苦労様。先に局へ戻っていてください。少し彼らにインタビューをしたいので」


    　優秀なキャリアウーマン然とした女性記者がカメラマンと別れ、五人組を引き連れ裏路地へ入っていく。その様子は実に落ち着いていて、社内でもやり手なのだろうと思わせる。ところでヤリチンとヤリマンとやり手にはなにかしらの共通項があると思えてならない。


    「にしてもわざわざ取材に裏路地って。やっぱりデモ関連の話だから人目が気になるのか？」


    　エロ漫画だったらエロいことになってるぞこのシチュエーション……と想像しつつ、夏休みの間に培つちかった隠おん密みつスキルを駆く使ししてあとをつける。


    　周囲から完全に人ひと気けが消えた、そのときだった。


    　女性記者が突とつ如じよ、両手を天に掲かかげて大きく息を吸い込んだ。


    「署名用紙×善導課！」


    　ぶわっ、と辺り一面に菌類が繁殖する───そんなイメージが頭を駆かけ抜けた。


    　この腐った臭におい、まさか……っ！


    「駅×駐車場！　ダンベル×ゴミ箱！　天×地！」


    《羅ラ武ブマシーン》だあああああああ!?


    　な、あいつ、こんなとこでなにやってるんだ!?　てゆーか、あの女性記者が《羅武マシーン》ってことは、残りの五人は。


    「あーあ。またトリップしてしまったなこの人は。署名集めに時間をかけすぎたか」


    「この人は一定時間以上妄もう想そうの垂れ流しを禁止されると、パンクするからな」


    「しかし今日はよく署名を集められた。この数ならば朱あけ門かど温泉の強制捜査に《鋼こう鉄てつの鬼き女じよ》の参戦も期待できそうだ」


    「週末が楽しみだ。早く慶けい介すけ殿に報告したいが……《羅武マシーン》殿がこの様子では」


    「誰か話しかけてみればどうか。私は嫌だぞ」


    《震しん激げきの尻いさらい》若わか頭がしら五人衆じゃねえか！　変装なんてしやがって生意気な！


    　にしても、こいつらが清きよ門かど荘そうを強制捜査するよう署名を集めていたのか？　清門荘には谷や津つヶが森もりで善ぜん導どう課から奪取した不健全雑誌が隠してある。こいつらにとっても谷津ヶ森の不健全雑誌は喉のどから手が出るほど欲しい宝物。早さ乙おと女め先輩を懐かい柔じゆうできなくなったいま、その欲望は輪をかけて増幅しているだろうし、まして善導課にみすみす奪われてしまうなんて絶対に許せないはずだ。なのに母さんまで引っ張り出すなんて本気もいいところだ。くそっ、変態の考えることは理解不能だな。


    「とにかく、早く華か城じよう先輩たちに伝えないと……っ！」


    　今日きようが火曜の二十日。


    　こいつらの話によれば、清門荘を襲おそわせるのは客が多く撫なで子しこさんたちの対応が遅れる週末。最悪金曜日がリミットだとすれば、猶ゆう予よは今日を入れて三日しかない。


    　いくら撫子さん率ひきいる朱あけ門かど温泉の人たちが卑ひ猥わいの隠いん[image: ]ぺいに長たけていても、母さんからは逃のがれられない。いまのうちになにか対策を立てないと。


    　気配を消しながら後ろに下がったとき。なにか柔らかいものにぶつかった。


    「奥おく間ま君。また、こんな危ないところにやってきて。なにかの手違いで奥間君の経歴にまで傷がついてしまったら、どうするんですの」


    　いやいやいやいやいや。こんなエンカウト率高いわけないよ。ありえない。うん。


    「わたくしのことを想おもっての、愛ゆえの行動だということはわかります。ですから叱しかりはしませんが……少しオシオキが、必要ですの？」


    　アンナ先輩が背後から首筋を甘あま嚙がみし、股こ間かんに指を[image: ]はわせ、乳首をクリクリさすり、すらりと伸びた両足で絡みつくように拘こう束そくしてくる。ちょっ、やっ、乳首らめぇ！


    「それとも奥間君はもしかして、オシオキが、お望みですの？」


    　どうするどうするどうする！　僕がアンナ先輩への対応を必死に考えていると、


    「……ん？　総受けの匂においがしますね」


    《羅ラ武ブマシーン》が意識を取り戻してこちらを振り向いた。ふざけんな！　総受けの匂いなんてしねーよ！　あいつ頭おかしいんじゃねえの！　……うん、おかしかったな！


    　くそっ、どうする。前門の変態、後こう門もんの[image: ]いん獣じゆう……ん？　ポケットになにか。


    「……魔法の特製ドリンク」


    　二週間近く前、不ふ破わさんからお土産みやげにともらったものだ。


    　良心は痛むが、こいつとアンナ先輩の良識を利用すればあるいは。


    　僕はジップロックに入っていた魔法の特製ドリンクを《羅武マシーン》たち目がけてぶちまけた。なんでドリンクがジップロック入りだったかといえばこれがほとんど固体だからです。


    　──ぎゃああああああっ!?


    　も、もしかして目に入ったりしたかな？　凄すさまじい悲鳴に僕のほうがびびる。


    「な、なにごとですの!?　うっ、この臭においは……あの劇物ですの!?」


    　アンナ先輩が悲鳴のほうへ駆かけ寄っていき、見ず知らずの《羅ラ武ブマシーン》たちを手厚く介かい抱ほうし始める。


    「どなたか存じませんが、ありがとうございます」


    　素直にアンナ先輩にお礼を返して応急処置を受ける《羅武マシーン》に対し、若わか頭がしら五人衆は「だああああっ!?　お前はあのときの化け物!?」とさらなるパニックに陥おちいっていた。


    「え、ええと、いろいろとごめんなさい！」


    　僕はその惨さん状じように背を向け、一いち目もく散さんに離脱した。ＰピーＭエムですぐさま早さ乙おと女め先輩に連絡をとる。


    「早乙女先輩。すぐに華か城じよう先輩たちを喫茶店に呼んでください」


    　華城先輩と直接お話しするのはまだ少し、気まずいのです。
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    「ちん……ちん……ちん……？」


    「おいどうした鼓こ修す理り！　ＰＭに引っかかるぞ!?」


    　華城先輩とともに喫茶店にやってきた鼓修理の目は虚うつろだった。早乙女先輩が楽しげにその頭をつんつんとつついて遊んでいる。


    　席についた華城先輩は僕からぷいと顔を逸そらしながら「知らないわ」と一蹴。


    　やっぱりまだ怒ってるんだろうか。胃がキリキリし始めたとき、


    「知らないわ。ただ狸たぬ吉きちと別行動になった頃から、ずっと下ネタを吹き込み続けただけで」


    「華城先輩のせいじゃないですか！」


    　いやこれは気まずさを抜きにしたってツッコミを入れざるをえない。


    「だって、まともにツッコミの一つも入れてくれないから、一方的に激イカせピストントークするしかないじゃない！」


    「マシンガントークの間違いだろ！」


    「マシンバイブがなんですって（ガタッ）」


    「言ってねえ！　食いつくな！　座れ！」


    「はい座りましたー。で、私の目線を下げてどうするつもり。フェラ？　フェラなのかしら？」


    「舐なめてんのか!?　あっ、ツッコミ間違えた。──バカにしてんのか!?」


    「ところでフェラーリって日本語に訳すときに誰もとめなかったのかしらね」


    「あんたみたいに頭の腐った人は少ないでしょうからね！」


    「そういえば赤ちゃんってなんでも口に入れるらしいから、これを利用すれば……」


    「おまわりさんこいつです！」


    「赤ちゃんって手に触れたものなんでも握るわよね。つまりこれを利用すれば手コキも……」


    「あんたみたいなのがいるから小さな女の子を愛めでるだけのことが犯罪扱いされるんだ！」


    「ねえ知ってる狸たぬ吉きち。赤ちゃんの唇くちびるって、性感帯、なのよ？　まるでエロゲみたいな設定よねリアル口ま●こ」


    「母さんこいつを早く牢ろう屋やへ！」


    「母親という存在がいる限り、この世に童どう貞ていは発生しないわよね。なぜなら人間誰しも生まれてくるときに母親のま●こを通過している。この世に魔法使いがいない理由ね」


    「帝王切開って知ってるか!?」


    「あれでしょ。童貞王がこれ以上生き恥はさらせないと自害するときに腹を切るやつ」


    「そんな恐ろしい制度は知らねえ！」


    「おなかを切るくらいならちんこを千ち切ぎればいいのにね」


    「そこを千切ってなんの意味が!?」


    「あなたの童貞が、永遠になる……」


    「オシャレに言うな！　僕を見るな！　あとお願いですからそろそろペースを落としてください！」


    「……ま、ソフィアがどうとかの暴言については、この辺で勘弁してあげようかしらね」


    　ようやく落ち着いた華か城じよう先輩が席に着き、マスターに紅茶を注文する。


    「う、うへへ。ＰピーＭエムに引っかかるような単語を言えば、綾あや女め様も、満足してくれる、はずっス」


    　鼓こ修す理りはテーブルに突っ伏したまま、ぶつぶつと上うわの空そら。どうやら僕がいない間、華城先輩の下ネタトークについていこうと必死に頑張った結果がこれらしい。


    　人間、適材適所があるようだ。僕の適所が〝華城先輩の下ネタに付き合う〟だなんてところなのが複雑極まりないのだけど。


    「狸吉の判断を認めたわけではないけれど、今回のこれはグッジョブと言わざるをえないわね」


    　と、紅茶に口をつけた華城先輩がジト目で僕に報告を促うながした。


    「詳しく話してちょうだい。慶けい介すけたちがなにを企たくらんでいたのか」


    「は、はいっ」


    　まだ少し気まずいけれど、僕は見聞きしたものを懸けん命めいに説明した。


    



    「あいつらの狙ねらいはやっぱり、谷や津つヶが森もりの不健全雑誌よ」


    　僕の話を聞き終えた華城先輩が「あっぶなかったわねー」と息を吐きながら断言した。


    「でもあいつら、母さんまで動かそうとしてますよ」


    　母さんが浄化を開始すれば、そこには陰毛一本精子一匹残らない。


    「それが罠わなね。私たちが慌あわてて不健全雑誌を移動させようと無防備になったところを、《震しん激げきの尻いさらい》や《ベーコンレタス母の会》の多勢でもって横からかっさらう計画だったのでしょうね」


    　ってことは本来、清きよ門かど荘そうに善ぜん導どう課が突入するって情報はギリギリになって僕たちに開示される手はずだったわけか。くそ、あいつら変態のくせに狡こう猾かつな。


    「けど幸い、狸たぬ吉きちが不ふ破わ氷ひよう菓かとイチャイチャしてたおかげで、なんとか対応できるタイミングで情報を得ることができたわ」


    「イチャイチャなんてしてませんけど!?」


    　せいぜいグチャグチャした特製ドリンクを摑つかまされたくらいのもんだ。


    「なによ。目の下のクマに精液ぶっかけて〝コントラストが素敵だね〟とかどうせそういうプレイが好きなんでしょう」


    「どんだけ僕の趣味がねじ曲がってると思ってるんですか！」


    「将来的には《羅ラ武ブマシーン》を超えるでしょうね」


    　それもう世界平和のために自首しなくちゃいけないレベルだろ。


    「話を戻しますよ！　先せん手てが取れるからといって、どうするつもりですか」


    　現在、谷や津つヶが森もりの不健全雑誌は清門荘で厳重に保管されている。


    　ほかの場所に隠すにしても《震しん激げきの尻いさらい》や《ベーコンレタス母の会》が狙ねらっている現状では下へ手たなとこに隠すのは心配だし、エロ本探しのプロである母さん率ひきいる善導課の存在も怖い。


    　かといって第一清せい麗れい指定都市の外へ運び出すにしても、清門荘の周囲はとても越えられそうにない山々だし、都市内は言わずもがな、単純所持を取り締まる善導課職員や風紀委員たちでいっぱいだ。


    　条例の及ぶ範囲と及ばない範囲の境には検問所が置かれているし、非正規の脱出ルートは罠わなだらけだという[image: ]うわさである。


    「こっちには早さ乙おと女め先輩がいるわけですし、この際、谷津ヶ森の不健全雑誌は廃棄、ですかね」


    「は!?　なにを腑ふ抜ぬけたことを言っているの！　金玉ついてるの!?　そのちんこは飾り!?」


    　い、いまのところは飾りみたいなもんですけど。


    　華か城じよう先輩の剣幕に思わず怯ひるむ。


    「まあ確かに、知識の流る布ふだけを考えれば、谷津ヶ森の不健全雑誌は必ずしも必要ではないわ。けれどこれがあるおかげで、味方の股こ間かんの士気が上がるの！」


    　いま余計なものの士気が上がったぞ。


    「それに谷津ヶ森の不健全雑誌の中には、この二十年で失われたこだわり、雰ふん囲い気き……ロストテクノロジーとも呼べるエロスが詰まっているの！　それこそまだ早乙女先輩にも再現しきれないものが！　時代を超えるエロ……プライスレス。それを廃棄するなんて、ありえないわ！」


    　華城先輩の力説に、そ、そうなのかな？　とほぼ納得してしまう。


    「まあ、言ってみれば、家か督とくと一緒に代々引き継がれてきた家宝、戦国武将にとっての茶ちや碗わんみたいなもので、所持していることに意味があるって部分も大きいのよ。実際春先はこれを持っているだけで《絶対領域》と《捕ほ乳にゆう類》は味方しようとしてくれたし、交渉材料にもなるプレミアと魅力がこの不健全雑誌にはある。理屈じゃないの。そういうものなの。これがないと、きっとこの先の下ネタテロは滞とどこおるわ。もちろんエロ本だから、実用性も高いけれどね」


    　華か城じよう先輩はずずいと僕に指を差すと、


    「だから谷や津つヶが森もりの不健全雑誌は、なにがなんでも死守しなければならないのよ。婚前の処しよ女じよ、男の子のお尻しりの処女みたいにね！」


    　その二つを一緒に並べないであげてください。


    「でも、ならどうするんですか。二十冊を超える不健全雑誌をどうやって守れば」


    「決まっているわ。単純所持禁止の条例が及ばない都市外に逃がして、《絶対領域》と《捕ほ乳にゆう類》が有する堅けん牢ろうな隠し場所に託すの」


    「でも……」


    　そんなの不可能だ。不健全雑誌を死守する必要性はわかったけれど、捕まってしまっては元も子もない。リスクが高すぎる。


    「それしか手がないわ。大丈夫。もう作戦は考えてあるもの」


    　華城先輩がにやりと悪い笑え顔がおを浮かべた。


    「今回はとにかく、二手に分かれておいて正解だったわね。本来の目的と外れるのが痛いけれど、私たちのほうで進めていた計画も、不健全雑誌脱出作戦に流用できる」


    　華城先輩はばっしーんと鼓こ修す理りを叩たたき起こすと、高らかに宣言した。


    「不健全雑誌をこの身に抱いて、単純所持が禁止されたこのふざけた町を突破する──〝隠し砦とりでの三変態作戦〟始動よ！」


    　その作戦名はやめときましょうよマジで。


    「というわけで狸たぬ吉きち、その、一時的に仲直り、ね」


    　華城先輩が勢いに任せたというふうに、ばっと手を出してきた。


    　ええと、これは握手すればいいんだろうか。躊ちゆう躇ちよしていると、


    「あ、ごめんなさい。右手は恋人だったわね。恋人を軽々しく他人に触れられたくないものね」


    「違うわボケェ！」


    「え。じゃあ左手が恋人で右手は二号？」


    「～～～～っ」


    　口の減らない華城先輩が差し出した手を無理やり摑つかむ。


    「谷津ヶ森の不健全雑誌、必ず守り抜きましょう！」


    「……ふふふ。ええ。こんなふざけた世界に、負けやしないわ」


    　こうして僕らは狙ねらわれた不健全雑誌を守るために一時休戦し、〝隠し砦の三変態〟作戦のために動き始めた。


    　作戦決行は三日後、金曜日の早朝だ。


    　僕は早速ＰピーＭエムを操作して、不ふ破わさんにつないだ。


    　三変態作戦にはきっと、彼らの力も必要になるはずだ。
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    　月つき見み草ぐさ朧おぼろは会議室の隅でぼんやりと、手首に結ばれたミサンガを眺めていた。


    　つい先ほどまで、土曜日に敢かん行こうされることが決定した朱あけ門かど温泉一斉捜索に向けた部隊編成や下準備などの打ち合わせが行おこなわれていた会議室にはまだ幾人か残っていて、片づけに奔ほん走そうしている。連日の学生デモを受けて、どこもかしこも人手不足らしい。


    「……」


    　会議終了と同時に解散とは言われたが、その後どうしていいのか指令がないため、月見草は会議室の隅でぼんやりしている。ただ、普段のようになにも考えず虚こ空くうを眺めているのではなく、その視線は一か月近く前にアンナからもらったミサンガに注がれていた。


    　いつもは靄もやがかかったような頭の中に、ぽつりぽつりと微かすかな疑問が花開く。


    　──どうしてあの人は、私を労ねぎらってくださるのか。


    　──どうして私を時とき岡おか学園の優れた人たちと同列に扱い、笑え顔がおを咲かせてくださるのか。


    　──あんなにも立派で恵まれた方が。


    　──ときに靄が吹き飛びそうになるほどの奇行に走るあの方が。


    　──向けてくださる笑顔に体の内側からほのかに熱が生まれるのはどういう現象なのか。


    「……私がこれまで、体験したことのない感覚」


    　不ふ可か思し議ぎなことはほかにもあった。


    　月見草は第一清せい麗れい指定都市に派遣された風紀委員を一定数まとめる連絡係としてだけでなく、アンナが危険な目に遭あったりヒワイな知識に汚染されたりしないよう監視する役目も与えられている。


    　例の制度を成立させるための生いけ贄にえとなった第一清麗指定都市。見捨てられた学生たち。


    　この一か月、そんな彼らを救うために無駄な努力を繰り返すアンナを最も間近で傍ぼう観かんしてきたのは月見草だった。


    　本来ならば命令に従い、デモに巻き込まれたり善ぜん導どう課に誤認逮たい捕ほされたりしてしまうかもしれないアンナの愚ぐ行こうを止めなければならない。


    　どうせその異常な戦闘力で月見草など簡単に吹き飛ばされてしまうのだけれど、そんなことは関係ない。命令は命令で、従うべきだから従うべきなのだ。


    　けれど月見草はこれまでアンナのあがきを傍観し続けてきた。目を逸そらせなかった。口を出せなかった。


    　その姿を見ていると、体の内側や瞳ひとみの奥がじわりと熱を帯びてきて、未知の感覚に頭の中が「？」で埋め尽くされた。故障を疑い、何度か医療課を訪ねたが、異常はなかった。


    　月つき見み草ぐさには欲求がない。おなかが空すけば「ご飯が食べたい」ではなく「栄養を補給しなければ」、体が活動限界を迎えれば「眠たい」ではなく「休息をとらなければ」。だから頭が疑問で埋め尽くされても「答えを知りたい」ではなく、ただただ「疑問があるな」程度にしか認識しなかった。


    　だからここしばらく月見草の頭の中には「？」が渦巻いていて、けれど知識も思考力も、そもそも考えようとする意思さえも欠如している月見草の疑問は、解消されることなく蓄積するばかりだった。もしも積み重なった「？」がバグとなって月見草を故障させてしまったのなら、元々スクラップの月見草はどこに廃棄されてしまうのだろう。けれどそんな些さ細さいな疑問はアンナに関することとは違い、すぐに霧きりの彼方かなたへ飲み込まれてしまった。


    　頭の中に浮かんだままままの「？」とミサンガを交互にぼんやり眺めていると、月見草のＰピーＭエムが着信を知らせた。


    『もしもし月見草さん。いまお時間よろしいですの？』


    「はい。問題ありません」


    『その、ご迷惑になるということは重々承知なのですけれど……』


    　アンナはとても言いだしづらそうに、憔しよう悴すいしきった声で言葉尻じりを濁にごした。


    『《ＳＯＸソツクス》の情報を、教えてはいただけませんの？』


    「……アンナ様のお父上より、直じき々じきに禁止されておりますので」


    　なんらかの支障が生じて命令を遂すい行こうできないことはあっても、積極的に命令に背そむくことは月見草にはできなかった。命令に背くプログラムなど組み込まれていないから。


    「これまでどおり、一切の捜査情報は私の口からお教えできませんし、週末はご自宅の周辺を警備させていただきます」


    　アンナが下へ手たなことをしないよう見張りつつ、朱あけ門かど温泉強制捜査に駆かり出される風紀委員たちの連絡係として小隊を統制する役目が月見草には課せられていた。


    　もっとも、アンナは月見草の警備などいつも即座に振り切ってしまうのだが。


    『……わかりましたわ。無理を言って、申し訳ありませんでした』


    　最後の綱だったのだろうか。アンナは数秒の無言を維持したあと、通話を切った。


    　──命令には、従うだけ。命令には、従わなければならない。それだけがすべて。それ以外のことは考える仕様になっていない。それが普遍、当然、健全。


    　月見草はなぜかそう自分に言い聞かせていた。


    　──第一清せい麗れい指定都市が昔の私のように廃棄されようとしていることも、アンナ様がそれをどうにかしようと奔ほん走そうしていることも、命令の前ではまったく関係がない。


    「おいそこの！　女と電話などしているくらいなら、こっちを手伝え！」


    　と、部屋を片づけていた善ぜん導どう課職員がたまりかねたのか月見草に命令を下した。


    　月見草はすかさず片づけに加わり、机や椅い子すを運んでたたむ。


    「風紀委員のくせに堂々と女といちゃつきやがって。電話くらい人目のないとこで、せめてハンズフリー機能をオフにするとかよぉ」


    　どうやら、ＰピーＭエムの操作をどこかで誤り、いまの通話を聞かれてしまっていたらしい。僻ひがみの内容からして鮮明には聞こえていなかったようだが。


    　ハンズフリー機能をオフにしようと手を動かして、揺れたミサンガが意識を捕まえた。


    「……私の、やりたいこと」


    「おいこら、手が止まってるぞ！　おい!?」


    　フリーズしてしまった月つき見み草ぐさは善ぜん導どう課職員に激しく揺すぶられても、しばらく固まったままだった。


    



    　　　　　●


    



    「……誰か、胃薬をくれっス……」


    「ほれ、胃薬じゃ。あと空すきっ腹はいかんぞ。ニラ玉がゆじゃ、ほれ、口をあけろ」


    「なんか、あんたに介かい抱ほうされてると、家畜の気分になるんっスけど」


    「ん？　誤解じゃ誤解。苦悩しておる若者は絵になるからといって、倒れられては元も子もないから生かさず殺さずで扱ってやっとるなぞ、そんなことはないのじゃ」


    「てめえいい加減にしろっス！　この状況がいかにアレか、全部わかってるんっスよね!?」


    「うむ。お主ぬしが罪悪感で潰つぶれそうになっておることも含めて、いい余興じゃ！」


    「うがああああああああっス！」


    　なにをバタバタ取っ組みあってんだ、あの幼よう女じよどもは……。


    　金曜日の未明。僕たち《ＳＯＸソツクス》は華か城じよう先輩の実家、朱あけ門かど温泉の清きよ門かど荘そうに集結していた。


    　火曜日に慶けい介すけたちの企たくらみが発覚してから二日と少し。急ピッチではあるが準備はおおよそ順調に進み、あとは決行するだけだ。


    「いやだあああっ！　それだけは嫌だぜ！　勘弁してくれ！　あ痛っ!?　暴力はやめろぉ！」


    「あっちもか……」


    　[image: ]ふすまの向こうでは今度の作戦のために呼び出されたゆとりが撫なで子しこさん相手に大騒ぎしているが、すぐ静かになったところを見ると力ずくで従わされたらしい。


    「まったく、緊張感のない……」


    　僕は全身に不健全雑誌を巻き付けながらため息を吐いた。


    　うん、わかってる。自分でも頭のおかしい光景だなってことはわかってるんだ。一昔前のヤクザが武器対策で腹に雑誌を仕込む要領で全身に不健全雑誌を貼はり付けてるだなんて、正気の沙さ汰たじゃない。


    　作戦の概要はこうだ。華城先輩と僕、それから駿しゆん足そくのゆとりが服の下にそれぞれ不健全雑誌を仕込み、夜が明けないうちに都市外へ一気に脱出する。念のため、善ぜん導どう課を攪かく乱らんする手はいくつか仕込んでいるけれど、それにしたってやっぱり粗い作戦だよなぁ。


    　ぱっと見で身元が割れないよう変装して町を移動するわけなんだけど、怪しまれては元も子もないのでいつもみたいにパンツをかぶったりできないし。


    　隠おん密みつ活動時にパンツをかぶれないだなんて非常に落ち着かない。


    「うぅ……」


    　と、[image: ]ふすまをゆっくりと開けて現れたゆとりが膝ひざから崩れ落ちた。


    「恥だぜ……」


    　胸の前でひしっと腕を組んだゆとりは地の底から響くような呻うめき声を漏もらす。その胸部は不自然に膨ふくらみ、角張っている。


    「あの、ゆとり、もしかしてその胸って……」


    　エロ本の塊かたまり？


    「言うなぁ！　見るなぁ！」


    　ゆとりの悲痛な叫びに反応した鼓こ修す理りが腹を押さえながらこっちにふらふらとやって来て、「おやおや。まな板をいくら豊ほう胸きようしたところで、角張ったまな板には変わりないみたいっスねぐぶへっ!?」


    　鼓修理が思い切り蹴けり飛ばされる。あいつ、ただでさえ体調悪そうなのに仕返しされるってわかっててなんでああやって人を[image: ]あおりにいくかな。性格悪いからか。そうか。


    「ま、角張ってんのは上から重ね着させて誤ご魔ま化かすさ」


    　と、ゆとりの着付けを担当していた撫なで子しこさんがキセルを口にくわえて現れた。


    「そこまでして誤魔化すんなら胸に集める必要なかったはずだぜ！　嫌がらせか!?」


    「まあ、夏の間、あんたら四大テロ組織はうちで好き勝手してくれたからねぇ。これくらいの憂うさ晴らし、許しな」


    「あたしが先導したわけじゃねえぜ！　横おう暴ぼうだぜ！　なんだこの胸！　生き恥だぜ！」


    　てゆーかそもそも夏休みの騒ぎはむしろ撫子さんが画かく策さくしてたものだと記憶してるんだけど。


    「貧ひん乳にゆうがうるさいわよ」


    「ああ？」


    　ぽんとゆとりの肩に手を置いて火に油を注いだのは、長いコート姿の華か城じよう先輩だった。


    「なんですか華城先輩、その目立つ恰かつ好こう」


    「ふふ、気になる？」


    　華城先輩がにやりと笑いながら「んばっ！」とコートをマントのように開いた。


    「こいつ、ただのバカだぜ!?」


    　ゆとりの率直な感想がすべてだった。


    　華城先輩は手足や胴すべてが隠れるように、開いた不健全雑誌を体中に貼はり付けていた。しかもコートの裏には不健全雑誌のコピーが貼はり付けられる念の入れようで、あらゆる卑ひ猥わいが一斉に目に飛び込んでくる。


    　なんだこの新あら手ての露出魔は。コートに新しい変態的活用法を与えるな。


    「一度やってみたかったの、これ！」


    「夢が叶かなってよかったですね」


    「これがあたしらのリーダーなのかよ……いまさらだけど、酷ひどいぜ」


    「さすがは綾あや女め様っス！」


    　鼓こ修す理りの価値観は相変わらずどうなってんだよ。


    「おら、遊んでないでちゃんとしな。もうそろそろ出発時間だろうが」


    「いぎっ!?」


    　悪ふざけしていた華か城じよう先輩は撫なで子しこさんの拳げん骨こつを食らい、不健全雑誌着付けのため[image: ]ふすまの向こうに引きずられていった。まあ、当然ですよね。


    



    「それじゃあ、よろしく頼むわね」


    　清きよ門かど荘そうの前に停車しているワゴン車に乗り込みながら、華城先輩が撫子さんと鼓修理、早さ乙おと女め先輩たちの清門荘居残り組に声をかけた。


    「もちろんっス！　サポート全般はお任せあれっスよ」


    「わしもついていきたいところじゃが、捕まっては元も子もないからのぉ」


    「とっとと行きな。こっちはこっちでやることがあるんだからね」


    　撫子さんの言葉に、複雑そうな表情をしたのは華城先輩だった。


    「本当に、燃やしちゃうの？」


    「ああ。あれだけの量だ。隠しきれるものじゃないからねぇ。しかも相手が《鋼こう鉄てつの鬼き女じよ》とありゃあ、灰にしたってなお不安さ」


    　二人のやりとりにただならぬものを感じ、僕は思わず口を挟んでいた。


    「撫子さん、なにをするつもりなんですか？」


    「あ？　大したことじゃないよ。あんたたちは気にせず、自分の仕事に専念しな」


    「……いえ、知っておいたほうがいいかもしれないわ」


    　華城先輩が真剣な面おも持もちで僕らを見渡した。


    「撫子はね、清門荘……いや朱あけ門かど温泉にあるすべてのエログッズを燃やすつもりよ」


    　……どうしよう。シリアスな表情が持続できそうにない。ゆとりなんて星空眺め始めてるし。


    「え、ちょっと、なにそのリアクション。狸たぬ吉きち、あんたのフィアンセも燃やされるのよ!?」


    「サオリ三号はフィアンセなんかじゃねえよ！」


    「遊びだったっていうの!?　酷い男ね！」


    　遊びっていうか悪ふざけだっただろ夏休みのあれは。


    「え……？　狸たぬ吉きちお前、婚約してんのか……？」


    　ゆとりがわけのわからんところで食いついてくるし、おい、もうさっさと作戦に移ろうぜ。


    「あなたたちみたいな慢性童どう貞ていと純粋処しよ女じよにはわからないかもしれないけれど、あのエログッズには撫なで子しことその夫の思い出がたくさん詰まってうぎゅぼっ!?」


    「それ以上言うんじゃないよ？」


    　撫子さんが華か城じよう先輩の首を絞めて落としにかかる。


    　思い出ってなんの思い出だ!?　とツッコミかけた僕も口をつぐんだ。九きゆう死しに一いつ生しようである。


    「あのグッズは別に、あたいの旦だん那なが帰ってくりゃあまた作れるし、思い出なんてのはこの頭一つありゃあ十分さ」


    「頭……ああ、亀き頭とうがあればいつでも思い出せうぎゅぶっ」


    「だから問題ないのさ。そんなもん守って善ぜん導どう課にしょっぴかれるなんてアホらしい。だから気にせず、とっとと行ってこいっての」


    　華城先輩をひっぱたいてしれっとしている撫子さんは本当に気にしていないようだ。けれど、


    「撫子さん。僕たち絶対に、不健全雑誌を運びだしてみせます」


    「当たり前だろ、馬ば鹿か野や郎ろう」


    　キセルを吹かしながら清きよ門かど荘そうに戻る撫子さんの背中と、それに付き従う早さ乙おと女め先輩と鼓こ修す理りを残し、僕たちは夜明け前の朱あけ門かど温泉を出発した。


    



    　作戦の骨こつ子しは極めてシンプルなものだ。


    　車両の素す性じようが特定しづらく、町の警備も手薄な未明のうちにワゴン車で行けるところまで行く。善導課や風紀委員に捕ほ捉そくされてしまった場合は僕たちだけで車を降り、事前に仕込んでおいた策で取り締まりサイドを攪かく乱らんしつつ都市脱出を目指す、というものだ。


    　ワゴン車を運転しているのは、夏休み、鼓修理の世話役をしていたらしい清門荘の女性従業員の人だった。なんでも書類上は清門荘に雇用されておらず居い候そうろう扱いで、こういう裏の仕事に回されることが多いらしい。


    　……という世間話がつい先ほど尽き、車内は[image: ]なぞの沈黙に満たされていた。


    　いやその、僕と運転手さんは喋しやべろうとするのだけど、僕の両脇わきにいる華城先輩とゆとりがなんか、その、殺気を放っているような気がして呂ろ律れつが回らなくなるのです。


    　運転手さんも同様らしく、運転に集中するふりをして僕らの座る後部座席からわざと意識を外している。ずるい。


    「……っ」


    「……っ」


    　華城先輩とゆとりがガンを飛ばし合い、僕を両側からぐいぐいと押しつけ合っている。


    　しかも押しつけ合うのに僕との接触面積をできるだけ減らすためか、両方肘ひじを使ってるもんだから痛い痛い痛い。夏休みの終わりもなんかこんな雰ふん囲い気きだったけど、これはなんなの？　僕が死ねばいいの？


    　重大な作戦を遂すい行こうしている最中なのに、こんな険けん悪あくな雰囲気で大丈夫なのか？


    「こ、鼓こ修す理り、そっちはいまのところ異状ないよね？」


    　雰囲気に耐えられなくなった僕は、ＰピーＭエムを通してこの場の全員と同時に話せるようになっている清きよ門かど荘そう待機組に話しかけた。と、逃走だって戦略の一つなんだぞ！


    『鼓修理はおなかが痛いので、なにもできないっス……お前も鼓修理と一緒に苦しめ』


    　掠かすれた鼓修理の声は妙に切実だ。こいつの体調、わりと本気で深刻なんじゃないの。


    　そのとき、僕のＰＭに着信があった。早さ乙おと女め先輩？　どうしたんだ。普通に鼓修理のＰＭ越しに話せばいいのに。


    『狸たぬ吉きちお主ぬし、どうすればよいのか困っておるな。わしがアドバイスをくれてやろう』


    　鼓修理と同様、いつもなにか訳知り顔だった早乙女先輩からの忠告だ。聞く価値はある。


    『こういうときはの、ジョークで場を和ませるのじゃ。試しに「僕のために争わないでっ」と舞台のように大袈げ裟さにやってみるのじゃ』


    『てめえこのクソガキ！　なんてことほざいてんっスかああ!?』


    　ピーッガリガリガリガチャンッ！


    　鼓修理と早乙女先輩のＰＭ両方から凄すさまじい音がして通信が途切れた。

  


  [image: ]


  
    　だ、大丈夫なのかな。


    　まあそれはそれとして。早さ乙おと女め先輩の貴重なアドバイス、勇気を振り絞って試してみようか。


    「あ、あの、二人とも」


    　僕の目の前で交差していた殺気が、左右から僕に直撃する。バックミラー越しに運転手さんの「お願いしますっ」という思いが伝わってくる。頑張れ僕！　大きく息を吸い込んで、


    「僕のために、争わないでっ！　……なんて、ははっ」


    「狸たぬ吉きち。帰ったら掃除機で金玉ごとお掃除フェラしてあげるわね」


    「知ってるか狸吉。男からアソコを切除するのって、スゲー簡単なんだぜ。ハサミと糸、それからアルコールがあればいいんだ。麻酔？　はは。素人しろうとがそんなもの使ったら患者が死んじゃうぜ」


    　わかった。わかったよ鼓こ修す理り。これはアレだね。早乙女先輩もグルになって僕を精神的に殺そうって陰謀なんだそうなんだ。運転手さんも「死んどく？」って目つきしてるし、うぅ……。


    　僕はちんこも勃たたないような緊張感に押し潰つぶされそうになりながら、黙って車に揺られていた。


    



    「んっ」


    　しばらく走って、ワゴン車が川沿いの一本道に差しかかった頃。


    　運転手さんがブレーキをかけた。


    「どうしたの？　野外露出カップルでもいた？」


    　華か城じよう先輩が怪け[image: ]げんそうに声をかける。この山道でこの時間にヤってるカップルはたぶん人間じゃないですね。


    「いえ、検問です」


    　言われてみれば遠くのほうの道が煌こう々こうと照らされ、何人かの人間が棒立ちになっている。


    「検問!?　あたしらがここに来たときにはそんなもんなかったぜ!?」


    　ゆとりが朱あけ門かど温泉に到着したのは木曜日の夜十時くらいだ。


    　つまりこの検問所はこの数時間のうちに設置されたことになる。こんな、普通は送迎用のバスくらいしか通らない道に。だとすれば狙ねらいは一つしかないだろう。


    「事前の予想では、今日きよう──つまり金曜の午後に清きよ門かど荘そうへ強制捜査の通達がなされるってことだったわね。水曜日の署名提出から一日ちょっとでこれとはね……強制捜査を前にした下準備ってところかしら。まったく善ぜん導どう課は突入前の前ぜん戯ぎも完かん璧ぺきね！」


    　どんな状況下でも華城先輩が下ネタを楽しんでいるようでなによりです。


    「引き返しますか？」


    「いえ、このまま検問を突破しましょう。たぶん向こうも私たちに気づいているし、引き返してもジリ貧よ。この車で逃げられるとこまで逃げて、闇やみに紛まぎれる。大丈夫よ、もしなにかあっても罪状は条例違反じゃなくてひき逃げになるだけだから」


    　いまの世の中、そっちの罪でしょっぴかれたほうが社会的ダメージが少ないから困る。


    　華か城じよう先輩の指示の下もと、ワゴン車が加速を始めた。


    　検問所が近づいてきて、詰めていた人員──風紀委員かよ──がライトを振って止まるよう飛び出してくる。


    「いっけええええ！　処しよ女じよ膜まくぶち破る勢いでアクセル踏み込みなさい！」


    　ギュイイイイィィン！　と高性能バイブのようにエンジンが唸うなる。


    「って、おいおいおいおい！　あいつら避よける気がねーみてーだぜ!?」


    　ゆとりが身を乗り出して、人形のように棒立ちとなっている風紀委員の身を案じる。


    「でしょうね。貧ひん乳にゆう好きになれと命じられればすぐさま貧乳で勃ぼつ起きできるようになる連中よ」


    　そんないい加減だから風紀委員はダメなんだ。好きなものは貫つらぬいてこそでしょう。つまり男がま●こを貫くのは愛ゆえに。


    「命じられれば小さいのでも大好きに……なあ、狸たぬ吉きちは風紀委員になる予定とかねーのか？」


    「ゆとりはなにわけのわからないこと言ってんの？」


    　いや、いまはそんなこと気にしてる場合じゃない。このままじゃひき逃げどころか死人が出るぞ!?　ワゴン車が検問所に突っ込む直前、華城先輩が窓から上半身を乗り出した。


    「風紀委員のみなさん！　そこの林に不健全雑誌があるわよ！」


    　華城先輩が叫んだ途端、風紀委員たちがわらわらと林側へとはけていった。


    　ガッシャアアアン！　検問用の柵やら標識やらを吹き飛ばし、ワゴン車は突き進む。


    「……なんなんだぜあいつら。[image: ]えさ食ってるときの牛だってもうちょい生意気で人間の言うこと無視するってのに」


    　風紀委員の習性を生なまで体験するのは初めてなのだろう。ゆとりが啞あ然ぜんとしている。この言い回しに深い意味はありません。本当だよ！


    「《公こう序じよ良りよう俗ぞく健全育成法》が作り出した成れの果て、〝機械みたいな人間〟よ。まあ、調教ずみの肉便器と同じようなものね」


    「不気味の谷ってのが人間にも当てはまるだなんて初めて知ったぜ……」


    「しかし盲点だったわ。風紀委員は命令されれば文句をつけることもなく従うから、こういう無む茶ちや苦く茶ちやな警備体制に放り込みやすいのよね。県境をぐるっと囲うように風紀委員が輪になっててても驚かないわよ、もう──ん？」


    　車から身を乗り出したままになっていた華城先輩が額ひたいに手をかざして遠くへ目をこらした。その口から悔くやしげに「ちんこっ！」と文句が飛び出す。この人の言語中ちゆう枢すうはどうなってんの。


    「これも《鋼こう鉄てつの鬼き女じよ》の[image: ]さい配はいかしら。曲がりくねったこの先の道、検問が何重にも仕掛けられてるわ」


    「いぃ!?」


    「しかも第一検問所突破の報を受けたせいか、林の木を倒したりして防御力を上げてる。もうっ、処しよ女じよ膜まく貫つらぬいたのにこの敗北感、膣ちつ内ない貞てい操そう帯たいに挿そう入にゆうを阻はばまれた気分！」


    　よくわからない概念を口にしつつ、華か城じよう先輩が頭を抱える。けれど決断は一瞬だった。


    「車はここで乗り捨てましょう。麓ふもとまでもう少し、ここからは川を下るわ」


    「では私は当て逃げしようとしたが考えを改めた非正規従業員という体ていで第一検問所まで戻ります。そう距離も空あいていないので言い訳としては筋が通りますでしょう。プラン変更については撫なで子しこ様に伝えておきます」


    「よろしくんに！　じゃあ行くわよ二人とも、ＰピーＭエムはしばらくオフ状態で」


    　華城先輩の合図に従い、僕とゆとりはワゴン車から飛び出した。


    　うっそうとした真っ暗な坂道を慎重に下り、申し訳程度の広さしかない河原かわらに足をつける。


    「そう危険な箇所はないはずだけど、かなり濡ぬれたり滑ったりするから気をつけてね。あ、狸たぬ吉きちいまピンク色の妄もう想そうしたでしょ。あとで屋上な？」


    「狸吉お前……」


    「言いがかりです！」


    　合間にセクハラを仕掛けてくる華城先輩とそれをすぐに信じるゆとりに苦労しながら、僕たちは川を下り始めた。
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    『ダメっスね。夜明け前からもう町中に善ぜん導どう課や風紀委員の連中が徘はい徊かいしてるみたいっス。明け方なんで百％じゃないっスけど、鼓こ修す理りのドレ……お友達ネットワークを叩たたき起こして聞いたんで、信しん憑ぴよう性は高いっスよ』


    　川を下りきり、麓の小屋に逃げ込んだ頃、すでに夜が明けてしまっていた。華城先輩が「鳥が鳴いているわっ。これが朝チュンね！」とはしゃいでいたけれどそれどころじゃない。


    「完全に出で端ばなをくじかれたぜ」


    　母さんが指揮を執とっているにしても、取り締まりサイドの準備がよすぎる。まさか慶けい介すけたち、タレ込み署名とは別に、清きよ門かど荘そう強制捜査と同時に《ＳＯＸソツクス》が動くとでも善導課内の人員に入れ知恵しやがったんじゃないだろうな……。


    「仕込みが発動する七時三十分まであと二十分くらいね。ギリギリモザイクだわ」


    　華城先輩がＰＭで時間を確認する。その全身はうっすら湿っていて、下半身なんかはびしょ濡れだ。ゆとりも僕も似たような惨さん状じようで、十一月も近づいた早朝にこの恰かつ好こうはかなり寒い。


    「肉が食いたいぜ……」


    「とりあえず、マスターが持ってきてくれた物資で態勢を整えましょう」


    　小屋の脇わきには、撫なで子しこさんから連絡を受けたマスターが不法投棄のふりをして持ってきてくれた自転車三台と食料、それから着替えが袋詰めされていた。


    　本当ならマスターの車に乗って都市外まで突っ走りたいところだけど、マスターを犠ぎ牲せいにするわけにはいかないので却きやつ下かだ。


    「じゃあ、僕は見張りも兼ねて外にいるんで、二人は小屋の中で着替えてください」


    「覗のぞき魔のセリフね」


    「どこが!?」


    　てゆーかいまの二人は服を脱いだところで防水のためにビニールでぐるぐる巻きにされた不健全雑誌を素す肌はだに装着した残念極まりない恰かつ好こうだろ！　エロ×エロでさらにエロいものができあがると思ったら大間違いだ！


    「どうせ勃ぼつ起きちんこで壁に穴をあけて、そこから覗き見るのでしょう。ふしだらね」


    　ふふんとドヤ顔で下ネタを繰り出してくる華か城じよう先輩に一いつ矢し報むくいたくて、そのとき僕はうっかりと口を滑らせてしまった。


    「……男女混合風ぶ呂ろに入ったときは、あんなに恥ずかしがってたくせに。せめてあのときの一割くらいの恥じらいを持ってくれませんかね」


    　華城先輩がびしりと固まり、ゆとりの唇くちびるがわなわなと震えた。


    「ふ、ふふふ、不潔だぜ─────っ！」


    　ゆとりのハイキックをお見舞いされ、僕は林の奥に吹っ飛ばされた。
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    　狸たぬ吉きちを葬ほうむったあと、ゆとりは「狸吉のバカ野や郎ろう……狸吉のバカ野郎……」と悪態を繰り返しながら小屋に入った。あとからこそっと綾あや女めも入ってきて、二人して無言で着替え始める。


    　変装用の帽子やマスク、ダテ眼鏡めがねなんかは濡ぬれていないのでまだ使い回せそうだが、念のために新しく届けられたものと交換した。


    　思えばこうして二人きりになったのは、夏休みのあの夜以来だ。


    　鼓こ修す理りを通して作戦会議をしたり、《絶対領域》や《捕ほ乳にゆう類》の古参メンバーの説得の進しん[image: ]ちよく具合を報告したりと、第三者を交えての会話は何度もあったが、二人きりはこれでようやく二度目だ。


    　一度目の二人きりはゆとりが『あたしは、狸吉のことが大好きだぜ！』と宣戦布告、綾女が『堕おとせるものなら堕としてみれば？』と挑ちよう発はつする実にギスギスしたものだったので、今回の二人きりも気まずさは格別だ。


    　ただゆとりにとっては気まずさよりもまず苛いら立だちにも似た感情が渦巻いていた。


    　堕とせるものなら堕としてみろ、私はあんな男、道具としか思ってないから。


    　そんな風に[image: ]あおってきたくせに、夏休みの終わりにはどこから見たって割り込めない絆きずなを披露して、さっきだって仲よさそうに雑談して、挙げ句の果てに混浴風ぶ呂ろ？　ふざけんな、とゆとりは頭に血が上っていた。


    「あのさ」


    　服を脱ぎ捨てながら、独り言のように声をかける。


    「《雪せつ原げんの青あお》あんた、狸たぬ吉きちのこと好きだろ？」


    「チクビ!?」


    　いやなんだよそのむせ方。絶対わざとだろ……。じゃなきゃ酷ひどすぎる。ゆとりはドン引きしながら、綾あや女めが落ち着くのを待たずに追撃を仕掛けた。


    「この作戦が無事に終わったら、あたし、告白するぜ？」


    　実際には腰が引けて途中で回れ右して鼓こ修す理りに泣きつくことになるのは目に見えていたが、狸吉が近くにいないいま、ゆとりは実に男らしくはっきりと綾女にそう宣せん誓せいできた。


    「す、好きにすればいいじゃないの」


    　あの夜の悪者ぶりはどこへやら。下ネタをばらまく際によく回る舌がうまく機能していないようだった。これが図星を突かれての動揺なのかデタラメな指摘をされて面食らっているのかはゆとりにはわからないが、とりあえず前者だと仮定して攻めることにする。


    「あんたは狸吉に好きって言わねーの？」


    「私が好きなのはちんことま●こだけよ！　道端にちんこが転がってたら拾って育てて愛めでちゃうレベル！」


    　こいつマジで最悪だろ……わざわざ着替え中にケータイまで引っ張り出してきて隠語連打とか。なんで狸吉はこんな女に……。


    　辟へき易えきしながら、しかし目の前の恋こい敵がたきが有する異常なまでのバイタリティーが自分たちを導いてくれていることは自覚している。ゆとりはひるまず、攻め方を変えてみた。


    「あんたさ、なんで卑ひ猥わいなテロに傾倒してんだっけ？」


    「下ネタが大好きだからよ！」


    　即答。


    「好きなものを好きといえないこの世界は嫌いか？」


    「もろちんよ！」


    　こいついまなんつった？　ゆとりは耳を疑ったが、とりあえずスルーする。


    「でも別にこの国は、人を好きになることも告白することも、実は禁じてねーんだぜ」


    　ちんこが平気で叫べるなら、好きも堂々と白状してみせろよ。昔のあたしと違って、あんたはそれができる立場のはずだろうに。


    　言げん外がいにそんな想おもいを込めて睨にらみ付ける。けれど綾女からの反応はない。


    「夏休みに、狸吉から聞いたぜ。自分を殺すような生き方はもうまっぴらで、その考え方はあんたから学んだってな。それが、なんなんだぜこの体ていたらく」


    「……だって」


    　すると綾あや女めがか細く漏もらした。


    「……狸たぬ吉きちが私のことを知ったら、絶対に嫌いになるもの」


    「はぁ？」


    　意味がわからず乱暴に聞き返す。


    「この前だって、それで仲なか違たがいして……」


    　ぽそぽそと紡つむがれる綾女の言葉は要領をえない。普段からフェラだのバイブだの余計なことは明めい瞭りようにはきはきとくっちゃべるくせに。ゆとりは苛いら立だちを隠せない。


    　しかし今度は責める気になれなかった。気づいたのだ。


    　綾女はかつてのゆとりと同じように、想おもいを表に出せないなんらかの理由を抱えている。それがどんなものかはわからない。けれど納得はいかない。あれだけ互いを信頼しあっているくせに、逃げるだなんて。ゆとりに狸吉を譲ゆずろうだなんて。許せない、納得できない、気に食わない。


    　そんな不戦勝で、あの二人の関係を掠かすめ取るなんてことが、できるわけない。


    　だから、頼むから、あんたもあたしと同じ土俵に下りてきて、正々堂々、真正面から闘おうぜ。でなきゃすべてに決着がついたあと、誰も得しない。ゆとりも納得できない。


    　だからゆとりは頭を搔かきながら、綾女に呆あきれ返った顔を向けて、


    「狸吉があんたのこと、嫌いになんてなるわけ」


    「うおっ!?」


    　綾女の迷いを取り去ってやろうとゆとりが口を開いたとき、外から聞こえてきた狸吉の素すっ頓とん狂きような声がそれを邪魔した。


    「……七時三十分。時間ね、いきましょう」


    　綾女は即座に着替えをすませると、話を断ち切るように小屋を飛び出した。


    「……狸吉あの野や郎ろう、マジで手術してやろうか」


    　ゆとりは仕方なく綾女に続き、そこで憎き狸吉が天を仰あおいでいることに気づいた。


    　狸吉と同じように「うおっ!?」とおののいてから、ゆとりはぽかんと口を開けて、


    「いや知ってたけどよ、改めて拝むと、こりゃホントにすげぇぜ。頭おかしい」


    



    　──ゆとりたちの視線の先、群ぐん青じようの空に、無数のおっぱいが浮かんでいた。


    



    「どう狸吉。あれが私たちの策、おっぱい気球よ」


    　綾女はドヤ顔でふんぞり返り「それじゃ、改めて出撃よ！」と自転車にまたがった。
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    「隊長！　大変です！　東の空から大量の卑ひ猥わいな飛行物が！」


    「なんなのだ今日きようは、次から次へと忌いま忌ましい」


    　連日のように起こる学生のデモや週末に控えた清きよ門かど荘そう強制捜索のため、作戦本部に泊まり込んで指揮を執とっていた奥おく間ま爛らん子こは、飛び込んでくる報告の数々に渋じゆう面めんを作った。


    　卑猥な飛行物とやらの報告のために飛び込んできた善ぜん導どう課職員がびくっと肩を揺らす。


    「いや、貴き様さまではない。報告しろ」


    「はっ！　現在、第一清せい麗れい指定都市の東方より、その、女性の胸部をかたどった無数の気球が飛来中であります！」


    「ああ？」


    　爛子は窓へつかつかと歩み寄って外を見る。部下から渡された双眼鏡を覗のぞき……あまりのおぞましさに近くにあった机に拳こぶしを叩たたきつけた。平職員用のスチール製机がべこりと凹へこむ。


    　逆光で視認しづらくはあったが、東の真っ青さおな空から第一清麗指定都市中心部へ流れ込んでくるのは、女性の胸部──おっぱいに見えるよう肌はだ色とピンク色にペイントされた大小様々な気球群だった。気球のサイズに合わせてご丁てい寧ねいにもＡだのＤだのと印字もされていて、爛子の精神をさらに逆さか撫なでする。


    「……？　なにか、気球のゴンドラから排出されているな」


    「はっ！　実はあの気球、どうやら機械仕掛けでゴンドラから不健全雑誌のコピーをばらまく仕様になっているようで……」


    「……《捕ほ乳にゆう類》の手口か」


    　ここ数年はめっきり途絶えていた知識流る布ふ方法だが、《捕乳類》の連中、《子供を犯罪の被害から守り健全に育てる条例》の施し行こうを見かねて息を吹き返したか？


    「どんな手を使ってもいい。あの気球をすべて叩き落とせ」


    「しかし隊長、いかに卑ひ劣れつなテロリストが相手といえど、現げん行こう犯はんを殺害する権限は……」


    「問題ない。あの気球は無人のはずだ」


    「無人？　いやそれにしてはあまりにも的確に都市部上空を通過していきますが……」


    　それも数十の気球がすべて、だ。人が乗っていると考えるのが普通だろう。だがゴンドラの大きさはとても人が乗れる大きさではないし、爛子が問答無用で気球を撃げき墜ついしてきた歴史から、《捕乳類》が人を乗せるとは考えにくい。


    「確かに妙ではあるがな。無人の気球を狙ねらった場所に流す技術など連中にはなかったはずだが……」


    　しかしいまはあれこれ考えている暇はない。実際にあのおぞましい飛行物体は都市上空を正確に通過し、卑ひ猥わいな表現物をウィルスのようにまき散らしている。


    「大規模デモの鎮ちん圧あつに向かっている四百名はそのまま。待機している二百名の中から気球対策に向かわせろ。ばらまかれているイラストの回収も徹底的に行おこなえ」


    「はっ！」


    　気球の報告を持ってきた善ぜん導どう課職員は、命めいを受けて部屋を飛び出していく。


    「これがすべて偶然か？」


    　爛らん子こは腕を組んで窓から第一清せい麗れい指定都市を見下ろした。


    　現在、第一清麗指定都市では過去に類を見ない一斉大規模デモが起こっている。


    　朝早くから決起したデモ隊の数は千人を超える勢いだ。ここ最近散発的に起こっていたデモが、何者かの指示で一斉に爆発したような規模。


    　現在、都市部の東エリアに位置する役所や裁判所、善導課本部などは裏返したエロイラストで全身をコーティングした学生に包囲され、善導課職員と起動隊が出動して鎮圧する騒ぎになっている。善導課本部はここ最近その機能がおおよそ果たせなくなるほどのデモを受けており、いま爛子が指揮を執とっているこの部屋も都市中心部の雑居ビルを拝借した一室だ。


    「これほどまでの大規模デモと四大テロ組織のテロが重なるわけがない……グルか？」


    　初夏に現れた《群むれた布地》はその活動資金を《震しん激げきの尻いさらい》から受け取っていたとされている。今回はそれよりさらに密な連れん携けいをとっている連中がいるのかもしれない。


    「いや……それだけではないな」


    　今日きようの未み明めい、強制捜索宣告を午後に控えた清きよ門かど荘そうへ至る道で検問強行突破の事故が起きたと報告があった。ただの事故と処理されたものの、疑念を抱いだいた爛子によって夜明け前から善導課職員や風紀委員を町中に出動させたのだ。


    　しかし万が一に備えて拡散させた人員はいまや、デモ制圧と気球対策のために都市東部へと集められてしまっている。


    「あの信用に値しない鬼おに頭がしら慶けい介すけからの密告など相手にするつもりはなかったが」


    　この一連の流れに《ＳＯＸソツクス》が関わっているとするなら、その狙ねらいは間違いなく、善導課始まって以来の大失態を象徴する《谷や津つヶが森もりの不健全雑誌》を第一清麗指定都市から逃がすことだろう。ならば気球もデモも、そのための陽動？


    「待機している残り百名に告げる。近隣の善導課支部から車両を回させる。都市の西部を中心にばらけろ。怪しい人間を見つけ次第、条例違反疑惑を口実に調べるのだ」


    　ＰピーＭエムで指示を飛ばし、続けて都市西部の都市境を検問している部隊に連絡を回す。


    「今日は特に警戒を強め、周囲の林や細道に配置された風紀委員どももしっかり徘はい徊かいさせろ。場合によっては私も出向く」


    　一通り指示を出し終わり、爛子は雑居ビルに連絡係を残して弾はじかれるように外へ出た。


    　こんなバカげた騒ぎ、すぐに鎮圧してやる。


    《ＳＯＸソツクス》の動きが判明するまで、クソガキどもを粛しゆく清せいしてやろう。


    　連日出動の疲れなど微み塵じんも感じさせない足取りで、爛らん子こは現場へと急いだ。
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    「あのおっぱい気球、ペイントは早さ乙おと女め先輩がやったのよ」


    　自転車で西の脱出ポイントを目指す道すがら、おっぱい気球を見上げて華か城じよう先輩が自慢げに説明を始めた。子供がおもちゃを自慢するみたいなキラキラした目だ。どういうことだよ。


    「ほら、ご丁てい寧ねいにも先端からおっぱいミルクが流れ出している傑作もあるわ！」


    　ああ、あのＥカップ気球ね。はいはいエロいエロい。あれ欲しいな。妙にリアル。


    「……なあ。あのＡって書いてある気球に〝だぜ！〟って書いてあるのはなんだ？」


    「あら目がいいのね。嫌がらせよ」


    「てめえぶっ殺してやるぜ！」


    　ゆとりが自転車に乗ったままげしげしと華城先輩に蹴けりかかる。


    　けれど華城先輩はひょいひょいとそれを避けて余裕の表情だ。


    「ちなみに気球の進路計算は《絶対領域》の最高位の古代変態ハイ・エンシエント、《二足歩行の獣けもの》がやってくれたわ」


    「なんなんですかその無駄な技術力」


    「なんでも、あらゆる気象条件を予測してパンチラをいかに効率よく拝むかを若い頃から研究していたそうでね。特に風の読みは大得意らしいわよ」


    　誰だよ変質者に余計な才能与えたやつは！　……いやこの場合は努力の賜たま物ものなのか？　お願いですから天気雨を予言してシャツがスケスケになっちゃう女の子に出会わせてください！


    『ふざけたことやってる場合じゃないっスよ。いまそっちの西部エリアに、善ぜん導どう課や風紀委員が向かってるってドレ……お友達ネットワークから連絡があったっス』


    　華城先輩のＰピーＭエムから、ハンズフリー機能で鼓こ修す理りの声が聞こえてきた。


    　郊外の閑かん静せいな住宅地を少し速めのペースで走りながらも比較的余裕のあったそれまでの空気が一気に緊張に包まれる。


    『狸たぬ吉きちの画かく策さくで今日きよう一気に爆発したデモ隊と、綾あや女め様が主導した気球の効果は確実に出ていて、夜明け前に町中、特に朱あけ門かど温泉の麓ふもとに展開していた取り締まり人員のほとんどが都市中心部から東エリアに集中してるっス。それでも収拾ついてないってのに、なぜか百人近くが西エリア……綾女様たちがいまいる方角にばらまかれてるみたいっスね』


    「勘のいいやつがいるぜ」


    「僕の母さんかなぁ、やっぱり……」


    「けど百人くらいなら、どうにか振り切れるんじゃないかしら」


    　不健全雑誌を体中に貼はり付けて身体能力が少なからず制限されている状況でも、それくらいならどうにかなりそうだ。


    『あー、それが、いまそっちに派遣された百人、なんか様子がおかしいらしいんっスよ』


    「全員が同性相手に発情してるとか？」


    　それもうそんじょそこらのバイオハザードより怖いんですけど。


    『いやなんか、目についた学生は手当たり次第拘こう束そくしてるらしいんっス。デモやなんかにまるで関係ない学生も』


    「なんだそれ？」


    　いくら母さんでも、そこまで容よう赦しやない指示は出さないはずだ。


    『それがっスね。どうやら西部に[image: ]たどり着くまでに、何度か学生デモ隊に襲おそわれたようなんっス』


    「性的に？」


    「華か城じよう先輩ちょっと静かに。いま大事なとこなんで」


    「大事な、ところ……」


    　生なま唾つばを飲み込むな。


    『聞いたところによると、デモ隊が取り締まり人員や車両に手当たり次第ヒワイなイラストを裏返しに貼り付けまくってるらしいんっス。ガムテープで半端に貼り付けることで、少し動けばヒワイなイラストがチラ見えしちゃう感じに』


    　その方法なら過失がないとかの詭き弁べんで条例違反は免まぬかれても、卑ひ猥わいな表現物を晒さらしちゃいけないって決まりの《公こう序じよ良りよう俗ぞく健全育成法》には抵てい触しよくしてしまうから、いちいち剝はがして回収しなければならない。取り締まり側も身動きがとりづらくなるわけか。春先に、華城先輩が全ぜん裸らのふりして善ぜん導どう課の連中を足止めした策の応用だ。


    「なるほど。〝ミニスカの女の子がいかにパンチラしないよう気を遣ってるか思い知らせてやる作戦〟ね」


    「作戦名長すぎだぜ」


    「私の下ネタは最大で十八㎝まで膨ぼう張ちようするわ」


    　なんでちんこの長さみたいに表現すんだよ。


    『で、その〝思い知らせてやる作戦〟があまりにも執しつ拗ようだったらしいんっスよ』


    　おい鼓こ修す理りお前縮める天才かよ。そうやって何本萎なえさせてきたんだい？　……なんか最近思考がセクハラオヤジっぽくなってる気がするけど誰にもバレてないからいいや。


    『もういちいち慎重にヒワイイラストを回収しつつ移動するのもダルいってことで、とりあえず先せん手て必勝、学生を見つけ次第拘束して前進してきてるっス。風紀委員にもそう通達が』


    　マジで。


    『とりあえずいままでどおり善導課弾幕の薄いところを指示して誘導するっスけど、奴ど隷れいも何人か捕まってるみたいで……んっ!?』


    「そこの三人、止まれ！」


    　突とつ如じよ、僕たちの背後から苛いら立だっていることがよくわかる怒声が投げつけられた。


    『そのエリア、周囲に数人の善ぜん導どう課がいるっス！　見つからないうちに早く離脱を！』


    「少し遅かったわね……とりあえず指示を続けて鼓こ修す理り！」


    『ごめんなさい綾あや女め様！』


    　華か城じよう先輩がＰピーＭエムのハンズフリー機能をオフにし、「右の脇わき道みちへ！」と指示を飛ばした。


    「「了解！」」


    　僕とゆとりは華城先輩に続き、自転車のハンドルを切った。


    「私に返事するときは前と後に〝ちんこ〟をつけなさい！」


    　ちんこ了解ちんこ！　言えるかバカタレ！


    　善導課の乗った白いワゴン車が追いかけてくるエンジン音を尻しり目めに、細い路地を通って逃げる。


    　僕は強くハンドルを握り、全身の感覚を性感帯のように研ぎ澄ませる。


    　鼓修理の指示はあくまで大おお雑ざつ把ぱなものなので、発見されてしまった場合は勘に頼って逃げるしかない。


    　思い出せ、夏休み中、社会的な死を懸かけて挑いどんだ変態隠おん密みつ修しゆ行ぎよう。


    「……手前交差点の左右から一人ずつ！　正面のＴ字路左手に車両が停とまりました！」


    　Ｔ字路の左手から二人の善導課が右へ移動していく。車両から降りた人員だろう。僕たちをスルーしたと見せかけて車両と挟み撃ちにするつもりだ。


    　ご丁てい寧ねいにも手前の交差点に控えた左右の善導課はちらりと体をこちらにはみ出させて存在をアピールし、僕たちをＴ字路にまで誘い込む気マンマンである。


    　母さんの調教……もとい訓練がよく行き渡っている。くそ、体育会系のドＭどもめ！


    「手前交差点の左手、体格が小さくて比較的経験の浅い人員の気配です！　左を突破しましょう！」


    　僕の指示を受け取った華城先輩が迷いなくハンドルを左に切った。


    　案の定、突入してくるとは予想だにしていなかったのだろう若い兄ちゃんが驚きよう愕がくの面おも持もちでのけぞった。経験の浅いチェリーはこれだからチョロい！　なんだろう。言ってて心が痛む。


    「た、狸たぬ吉きちお前、そのスゲーな」


    　ゆとりがちらりとこちらをうかがいながらぽしょっと告げる。


    「さすがは夏休み中、青あお姦かんしまくって鍛きたえた察知能力ね」


    「サイテーだぜ！」


    「誤解だ！」


    「ええ、私はわかってるわ。人目を避けるためじゃなくて、あえて少数のチェリーだけに見せつけるために、人の気配からその特徴まで探れるよう特化したのよね？」　


    「それもう《二足歩行の獣けもの》がやった天候予言並みのオーバーテクノロジーだろ！」


    「そういえば、人は臨死体験すると稀まれに突出した能力を持つようになるらしいわね。狸たぬ吉きちたちのそれは、変態がオナニーのしすぎで特殊能力に目覚めたオーバーテクノブレイク現象と名付けましょう」


    「……うわぁ、だぜ」


    「そんな人の言うこと真に受けちゃダメだぞゆとり！」


    　って、こんな馬ば鹿かなことやってる場合じゃない。


    　思いのほか善ぜん導どう課に捕ほ捉そくされるのが早かった。


    　まだ目的の脱出ポイントまで距離があるというのに……荒々しい車両の音や足音がどんどん増えていく。


    「……マズイですね」


    「大丈夫。その苦みがいつしか癖くせになるのよ」


    　精液の話じゃねえよ！


    「狸吉お前……自分のを飲むのは動物もやるけど、それは栄養を無駄遣いしない野生動物の知恵なんだぜ……？」


    　そこで誰のを飲んだの？　とか同性愛に持っていかないだけゆとりは不ふ破わさんとかよりよほど良心的なんだけど、それはそれで酷ひどい誤解だ！


    「飲んでもらったあとに〝結構なお手て前まえで〟って女の子から言われると嬉うれしいってホントなの？」


    「混ざってる混ざってる！」


    　茶の湯だけに。いやあっちは茶を混ぜてんじゃなくて点たててんのか。……勃たてて飲むのか。


    「そうじゃなくて、善導課やら風紀委員やらが一斉に集まってきてるこの状況がマズイんですって！」


    　たぶん、連絡系統やら陣形が根本から見直されている。いままでと比べて対応が早すぎる。


    「……鼓こ修す理りのほうも、急に善導課が集中し始めたって慌あわててるわ」


    「自転車捨てりゃあ二人ともあたしの脚力で引っ張ってやれるけど、その後がキツくなるぜ」


    　ゆとりの脚力を使えば包囲網突破もなんとかなるだろうけど、それから脱出ポイントまで生身で向かうのは体力的に無理がある。


    　道中でうまいこと自転車を拝借できるとも限らないし……。


    「じゃあとりあえずは、自転車で正面突破を目指すわよ。善導課のコンドーム包囲網に穴を開けてやりましょう」


    　言うほど薄っぺらじゃないですけどね、今回の善導課は。


    　華か城じよう先輩の指示に従い、僕は再び神経を尖とがらせる。ビンビンだぜ。


    「次、右折です！　……加速してください！　包囲されます！」


    「次から次へと……この一帯に何人集まってるんだぜ！」


    　わらわらと湧わいてくる善ぜん導どう課にゆとりが愚ぐ痴ちりながらペダルを凄すさまじい勢いで回す。


    　けどゆとりのそれは不正解だ。気配から察するに、善導課はまだそれほど集まってきていない。ただ、その連れん携けいの練度が桁けた違いなのだ。


    　母さんという優秀かつ強権的な教官の下もと、一か月近く過酷な実戦に投入され続ければ、嫌でも優秀になるだろう。


    「ねえ狸たぬ吉きち、その右折左折って指示、右曲がり！　左曲がり！　って叫んでくれない？」


    「なんのために!?」


    「並べられたＴＮＰの方向性を狸吉が流れ作業で選別してるみたいな妄もう想そうに浸れるからよ」


    「バカか！　はいじゃあ次、左折で……うわっ!?」


    　しばらく逃げ続けた末、曲がった先は商店街への入り口だった。


    　左右に逃げる道がない、数百メートルにわたって続く一本道。


    　後ろから迫る善導課のプレッシャーに追いやられ下がるわけにもいかず、開店し始めの人通りの少ない商店街を駆かけ抜ける。


    「おいこれ、回り込まれたら終わりだぜ!?」


    　善導課は車に乗っている。まず追い込まれるだろうし、たぶんここに追い込んだのはわざとだ。


    　すでに出口は封ふう鎖さされているだろう。


    「これはもう、自転車を捨てるしかないわね」


    　華か城じよう先輩が決断する。くそっ、善導課の配置や気配は察知できても、恐らくこの周辺に駐在しているのだろう善導課職員が持つ地の利には勝てなかったってことか。


    「ジリ貧かもしれねーけど、それしかないぜ。いざとなったらあたしが全部の不健全雑誌を……ん？　なんだぜ、あれ」


    　ゆとりが前方をじっと見み据すえた次の瞬間。


    　ガシャアアアン！　ギャギャギャギャギャ！


    　金属同士が激しくぶつかり合う音に混じり、怒号や罵ば声せいが朝の商店街に響き渡る。


    「なんだあれ!?」


    　自転車で少し進んでようやくなにが起きたのか目視できた。


    　善導課が作ったバリケードに複数のワゴン車が激突し、無理やり商店街に侵入してきていたのだ。強引すぎる。一穴二本差しはフィクション内でしか実現できないんだよ？


    　ワゴン車が善導課の制止をつっきり、こちらに突き進んでくる。


    「おいおいおい！」


    　そしてワゴン車は行ゆく手を塞ふさぐように僕たちの前で急停止し、中から三十代くらいの小こ綺ぎ麗れいなおっさんが降りてきた。


    「早く乗って！　僕たちは味方だ！」


    　善ぜん導どう課に反発し、《ＳＯＸソツクス》を支持する集団であると名乗ったおっさんは、撫なで子しこさんの名前を出して僕たちに手を差し伸べた。


    　渡りに船、勃ぼつ起き不ふ全ぜんにバイ●グラとはこのことだ。けれど。


    「撫子からそんな連絡、もらっていないわ」


    「向こうもいま大変みたいで、大急ぎで僕たちに出向くよう要請したんだ」


    　華か城じよう先輩がおっさんを警戒し、自転車を乗り捨てて距離を取る。


    「待ってください華城先輩」


    「どうしたの。いくらなんでもこんな連中を信用するなんて……」


    「違います。この商店街、囲まれてます」


    　僕は華城先輩に耳打ちする。


    「善導課じゃありません。かなりの大人数が、周囲で不自然に展開してます」


    「……」


    　華城先輩は唇くちびるを嚙かむと、目の前のおっさんに向き直った。


    「助けてくれてありがとう。恩に着るわ」


    　後方には善導課、目の前には〝助けてくれる〟というおっさん、周囲には[image: ]なぞの集団。


    　ここを突破するには、この助けに手を差し伸べるしかなかった。


    



    



    　　　　　●


    



    「僕たちはみんな、善導課に家族を逮たい捕ほされてしまって、会社も首になった。もう失うものはなにもないんだ」


    　車を走らせながら、おっさんが穏やかに話す。


    　登録したＰピーＭエムと接続していなければエンジンが作動しない現代の車は、犯罪に使用すると身元が発覚しやすい。そのことを心配するように探りを入れた華城先輩への返答がこれだ。


    「条例の効力が及ばないとこまで行くんだろう？　僕たちのことは気にしないでいい」


    　そっと窓の外を窺うかがうと、二車線道路の前後と右側をほかのワゴン車が囲んでいて、僕たちの乗る車両がすっぽりと囲まれているかたちになっている。


    　善導課の襲しゆう撃げきから僕たちを守るためらしいけど、どちらかというと僕たちを逃がさないようにしているかのような陣形だ。


    「……この車はいま、どこに向かっているのかしら」


    「南部の都市境だよ」


    「私たちが目指しているのは西部よ。いますぐ進路を修正してもらえると助かるのだけど」


    　第一清せい麗れい指定都市を脱出したからといって安全なわけではない。


    　都市外にも善ぜん導どう課はいるし、なにより慶けい介すけたちの勢力が待ち構えて不健全雑誌を強ごう奪だつしてくる可能性だってあるのだ。西部には《絶対領域》や《捕ほ乳にゆう類》が待機しているから、すぐに不健全雑誌を手渡すことができる。検問を通過しなくてもいい脱出ルートも比較的多いエリアだ。


    「西部の境にはいま、《鋼こう鉄てつの鬼き女じよ》が出向いてるって話だよ」


    「……っ」


    　おっさんの言葉に、僕たちは言葉を詰まらせる。


    「どうやら東部での騒ぎが大きすぎることに警戒したらしくてね。さっき君たちが善導課から逃げ回ったって報告を受けて、西部へ直じき々じきに出で張ばってきたらしい」


    　それだけでなく、周辺都市の善導課にも要請し、都市境すべてで人員を増強しているらしい。


    　唯ゆい一いつ、朱あけ門かど温泉から距離のある南部だけは取り締まりがゆるくなっているらしいが……。


    「だから、おとなしくしていてね」


    「いえ、私たちは西部へ行くわ」


    　華か城じよう先輩が断言した。


    　ゆとりが「本気か？　《鋼鉄の鬼女》がいるんだぜ!?」と小声で抗議するが、華城先輩は曲がらない。


    「《鋼鉄の鬼女》がいるということは、慶介サイドの人間も恐れてその周辺には展開していないということよ。南部には恐らく、《震しん激げきの尻いさらい》と《ベーコンレタス母の会》が待ち構えているわ」


    　華城先輩がひそひそと話すことなくはっきりと言い放ち、


    「そうでしょう？　《震激の尻》」


    　バックミラー越しに運転手を睨にらみ付けて言い放った。


    「……なんの話かな？」


    「とぼけないで。こんな怪しい助すけっ人と、誰が信じるの。優しい男子はみんなおま●こホジホジしたいだけって疑ってかかるのが渡と世せいの基本。私たち全員、察しはついてるのよ」


    「え？　どういうことだぜ？」


    　せんせー、ここに一人頭の悪いゆとりちゃんがいまーす。


    「私たちのピンチに乗じて、自分たちが確実に不健全雑誌を強奪できるエリアまで私たちを運ぶつもりだったのでしょうけど、残念ね。そこまで馬ば鹿かじゃないのよ。とっとと白状しなさい、《震激の尻》の下したっ端ぱ」


    「君たちは勘違いしてるよ」


    　おっさんが不敵に微笑ほほえんだ。ねっとりした視線が、なぜか僕に注がれる。


    「僕は《震激の尻》のメンバーなんかじゃない……《ベーコンレタス母の会》のメンバーだ」


    　うわああああああああああああああっ!?　　モノホンの変質者だあああああ!?


    「認めたわね」


    「でも、だからどうしたっていうのかな」


    　おっさんが僕を舐なめ回すように視し姦かんしながら華か城じよう先輩とのやりとりを続ける。


    　あの、お願いですからそっちのお話に集中してください。ね？


    「周りを固めてる車の中には僕たちの味方がいっぱいだし、仮に逃げ切れたとしても、ここは都市の中心部だよ？」


    　おっさんの言うとおり、この車はいま第一清せい麗れい指定都市の中心部に近い箇所──デモに対抗する善ぜん導どう課や風紀委員の密度が異様に高くなっているエリアを走っている。


    　ワゴン車が強引な速度で驀ばく進しんしているうえ、デモにかかりきりの善導課が思いのほかこちらに人員を割けないおかげでいまはどうにかなっているが、僕たちが車から降りた途端、取り締まりサイドに囲まれて終わりだろう。このワゴン車の動きはマークされているだろうし。


    　善導課の密度が薄れる南部でこいつらを振り切ったとしても、そこからまた西部を目指す間に善導課の密度が濃い地域を通ることになる。ここまで運ばれてしまった時点でかなり状況は危うい。


    「僕を気絶させたところで、車が奪えるわけでもないしね」


    　車両は登録されたＰピーＭエムと接続し続けなければ動かない。


    　使用者が気絶するとＰＭは機能をオフにしてしまうから、進路を変えようとすればこの男を従わせるしか手はないわけだが……。


    「なにをされたって、僕は進路を変えないよ」


    　僕たちから不健全雑誌を奪ったあと、車両を特定されて善導課に逮たい捕ほされることも覚悟のうえで派遣されてきた変態だ。逮捕されれば獄中で男と共同生活（はぁと）とか考えてそうな顔だしな。ちょっとやそっとじゃぶれないだろう。


    「くっ」


    　おっさんの変態力を察したのか華城先輩の顔が曇る。


    「あー、なんかよくわからねーけど、とりあえずこのおっさんを脅おどせばいいのか？」


    　と、ゆとりがするりと助手席に移動した。その手には手術用のゴム手袋がはめられている。なんでそんなもの常備してんの？


    「なにをするつもりか知らないけど、僕はいじめられるのも大好きでね。どんな拷ごう問もんをされたってんぎょおおおおおおおおおおおおおっ!?」


    　生きたまま歯車にまき込まれたニワトリみたいな悲鳴が車内に響き渡った。


    「言うとおりにしないと、その手の快楽全部、一生味わえなくなるけど、いいのか？」


    　ゆとりが片手にハサミを持ってごく自然に訊たずねた。


    　もう片方の手で、おっさんの金玉を握りしめながら……。


    　その手にぎゅっと、容よう赦しやなく力が込められる。


    「「んぎょおおおおおおおおおっ!?」」


    「ちょっとうるさいわよ狸たぬ吉きち！」


    　おっさんと一緒に僕まで悲鳴を上げてしまった。やめて、その悲鳴やめて！　僕まで苦しくなる！


    「あー、心配しなくても〝取り外し〟には慣れてっから、死ぬこたねーぜ。切開、取り外し、消毒のたった三工程だぜ」


    　ゆとりのポケットからウェットティッシュが出てくる。この子、本気……？


    　てか比ひ[image: ]ゆでもなんでもなく、ゆとりの目が家か畜ちくを見る目なんだけどこのままだとマジでおっさん去きよ勢せいされちゃうよ？　いまのゆとりは人間の雄おすを扱ってるつもりなんて微み塵じんもない。


    「で、どうするんだぜ？」


    「従います！　従いますからああああぎゃあああああ！」


    　ゆとりの声こわ音ねが殺気もなにも含まれていない自然体だったから余計に去勢の現実味が増したのだろう。痛みと恐怖に突き動かされるようにおっさんはハンドルを切り、アクセルを全開までふかし、周囲のワゴン車を蹴け散ちらして西部へと進路を変更した。


    　おーおー。慶けい介すけサイドの連中の戸惑った顔といったら。カ・イ・カ・ン。


    「この子、本当に処しよ女じよなの……？」


    「な、なに失礼なことほざいてんだ！　あたしは正しよう真しん正しよう銘めい、純な乙おと女めだぜ！」


    　純な乙女は男の金玉握って脅きよう迫はくしたりしない……。


    　僕たちはそのまま、当初の予定であった西部脱出ポイントへと急行した。


    



    　　　　　●


    



    　三十分もしないうちに、猛スピードのワゴン車は検問所付近へと到達していた。


    　都市境だけあって周りに民家などはほとんどなく、鬱うつ蒼そうとした林が広がっている。


    　途中まで僕たちを追っていたワゴン車は積載人数が多すぎたせいでスピードが上がらなかったのか、いつの間にか追ってこなくなった。鼓こ修す理りの報告いわく、いまは善ぜん導どう課の車両に追い回されているらしい。ざまあ。


    「ひゅー、ひゅー、こ、ここまで来たはいいけど、どうするつもりなのかな？」


    　おっさんは息も絶え絶えに試すような口ぶりだ。運転中ずっと金玉圧迫されてたんだから死に体たいも当然である。あとそんな情景を延々と目の前に置かれてた僕ももう立ち上がれそうにないんだけど誰か助けて。足が痺しびれたとか比じゃないくらい力入らない。


    「そうね。検問には変態ワゴン車が突撃してくるって連絡が入ってるでしょうから、あなたには囮おとりになってもらおうかしら」


    　華か城じよう先輩はにっこり笑いながら、おっさんの手をガムテープでハンドルに固定し始めた。


    　どうやら車内にガムテープやらナイロン紐ひもやら、僕たちを拘こう束そくするための道具が満載だったらしい。それにしても華か城じよう先輩、執しつ拗ようなくらいガムテープ巻きますね。


    「なんだか興奮してきたわ」


    　覚かく醒せいしかけておられる。


    「っと、こんなものかしらね」


    　できあがったのは座席とハンドルにがっちり固定されたおっさん一人。これはまたえげつない絵え面づらだ。


    「これも忘れちゃダメね」


    　華城先輩はガムテープの芯しんをブレーキの下に押し込み、余ったガムテープで固定する。


    　マジで覚醒していらっしゃるな、うちのボスは。


    「ここから先は真っすぐの下り坂。どうぞアクセルをゆるめるかハンドルを華麗にさばくかだけでこの難局を乗り切ってみせてね。応援してるわ」


    　華城先輩はにっこり笑いながら、シフトレバーをニュートラルに入れる。鬼やで。これでこのワゴン車はエンジンブレーキも作動せず、坂道を延々加速していくことになる。


    「ま、最近のエアバッグはかなり優秀だから、大おお怪け我がもしないでしょ」


    　華城先輩がドアを開け、「それじゃあ行くわよ！」と加速し始めたワゴン車から身を躍らせた。さすがの身体能力で、全身に装着した不健全雑誌に邪魔されながらも無事着地する。


    「それじゃ、あたしたちも脱出だぜ」


    　ゆとりがはめていた汚い手袋をぽいと投げ捨て、車から飛び降りる。


    「よし、じゃあ僕も……ってうわ臭くさっ!?」


    　ゆとりが適当に投げた手袋が風に[image: ]あおられ顔面にぶつかる。


    　あの、いま僕、精神的に死んだんですけど。誰か癒やしおつぱいをください。


    　士気が地に落ちたんですけど。


    「ふ、はは。これで終わるなんて思わないほうがいいよ。キュートな僕ちゃん」


    「うるせえ！　黙って囮おとりになってろ！　怪我すんなよ！」


    　僕は寒さむ気けを振り払うように車から飛び降りた。


    　さて、母さん指揮の下もと、何割の人員が囮に反応してくれるか。


    



    「少しだけ大回りしていくわよ。罠わなに気をつけてね」


    「了解だぜ。野山で遊ぶことも多かったからな。間抜けに引っかかったりはしねーぜ」


    　先頭に立ったゆとりが下草やら飛び出した枝やらを自慢の御お御み足あしでなぎ倒していく。


    　僕と華城先輩で谷や津つヶが森もりを進んだときと比べ、ずいぶんと進むスピードが速い。


    「さすが、慣れてるわね。ところで田舎いなかの人は罠で拘こう束そくした大型哺ほ乳にゆう類と一夜をともにしちゃうケモナーの極きわみが多いって本当？」


    「ぶち殺すぞ!?　なんだぜその偏へん見けん!?」


    「いや、罠わなってなんかいやらしい響きなのに人間相手にそういうプレイがあまりないから、野生動物相手ならなにかしら行おこなわれているんじゃないかと思ったのよ」


    「次に思ったら、その二つの膨ふくらみを揉もみ潰つぶしてやるからな」


    　ゆとりの威い嚇かくに華か城じよう先輩が「ぱいぱーい」とへらへら笑いながら返事する。


    　あの華城先輩、ゆとりの目がマジなんで反省しておいたほうがいですよ。


    　華城先輩のおふざけに付き合わされながらも、ゆとりは黙々と道を開いていく。


    「……ど、どうだ狸たぬ吉きち。これで少しは、見直したか？」


    「え？　なにが？」


    　前方を向いて男らしく道を作っていたゆとりが嚙かみながらよくわからない質問をしてきた。


    「だってお前、なんか、あたしがあのおっさん脅おどしたとき、ドン引きしてたし」


    　そりゃああなた、あんな場面に遭そう遇ぐうしたら股こ間かんのアソコがちぢみみみですわ。


    「そんなことないって。手際のよさに感心したよ」


    「ほ、ホントか？」


    「ホントホント」


    「……なら、今後も、その、頑張って潰すぜ」


    　いかん。最悪の金玉キラーを生み出してしまったかもしれない。


    「ちょっとあなたたち、油断しちゃダメよ。どこに不審者探知用の罠があるかわからないんだから」


    　華城先輩が木の棒でお尻しりをつっついてくる。やめて。さっきのおっさんの目線がフラッシュバックするからやめて。


    「いや警戒はずっと続けてるぜ。けどなんかそれらしいものがねーんだ。罠とかデマだったんじゃあ──っ」


    　華城先輩への抗議のために振り返ったゆとりの表情が一変した。


    「急ぐぜ！」


    　後ろを振り返ると、そこには白い影──善ぜん導どう課!?


    「やけに数が多いわね。いくらなんでも三十分やそこらで配置されたとは思えないわ。まさか先読みされていたのかしら。ちっ、精液みたいなカラーリングしてるくせに生意気！」


    　華城先輩が意味不明な罵ば倒とうを漏もらしてゆとりを急せかす。


    「合がつ点てんだぜ！」


    　もう罠を気にする必要がないとわかり、木々をなぎ倒すゆとりの速度がさらに上がった。


    　だがしばらく進んだとき、ゆとりの速度ががくっと落ちる。


    「どうしたのゆとり、大丈夫!?」


    　怪け我がでもしたんじゃないかと呼び止めると、どうやら違うらしい。


    　進行方向から善導課職員がやってきていたのだ。


    　がさがさという音に首を巡らせてみれば、周辺を善ぜん導どう課職員に囲まれていることにようやく気づく。なかには機械的な表情の風紀委員もぽつぽつと混じっている。


    「いくらなんでも周しゆう到とうすぎる！　人手も多すぎるし……どういうこと!?」


    　華か城じよう先輩がＰピーＭエムで鼓こ修す理りに通信する。


    『……おかしいっスね。その辺りに新しく善導課が送られたって目撃情報はないっス。都市境には中学生いないっスから、鼓修理が無理やり派遣した斥せつ候こうから得た不確かな情報っスけど……もし本当にそれだけの数で囲まれているとしたら、最初からその数が配置されてたとしか考えられないっス……』


    　なんだそりゃ。母さんの読みが的中したってことか？　どんだけ百ひやく戦せん錬れん磨まだよ。


    「ん？　ちょっと待って」


    　険けわしい表情をしていた華城先輩が、包囲網を狭せばめてくる善導課にじっと目線を送った。


    「おかしいわ。この善導課ども、顔がいやらしい。ふしだらよ」


    　ああ……。最近収まったと思ってたのに、追い詰められると支し離り滅めつ裂れつな下ネタが出る癖くせ、また出ちゃいましたね。ちょっと強いお薬出しときましょうか。


    「こら狸たぬ吉きち！　私のことを憐あわれむような目で見るのやめてくれないかしら!?」


    　いまさらそんなこと言われましても。


    「……ん？」


    　そこで僕も違和感に気づいた。善導課の連中、やけに静かだな。


    　怒号の一つも上げず、黙々と僕たちのほうに迫ってくる。


    　不気味だ。まるで、僕たちを追い詰めていることを周囲に悟られたくないかのような……。


    「どうする。二、三人ぶっ潰つぶして突破するなら、いつでもやるぜ」


    　ゆとりが両手をグーパーしながら意気込む。股こ間かんがきゅってなるから勘弁して。


    　僕は内うち股またになりながら、じっと善導課たちを観察した。


    「……あっ!?　あいつらやっぱり……！」


    　僕は善導課の中に、見知った顔を見つけた。


    「若わか頭がしら五人衆！」


    　デモ隊に署名を求めていた五人組の顔が、包囲網の中にちらほらと紛まぎれていたのだ。


    　つまりこいつら──。


    「こいつら全員、慶けい介すけサイドの連中です！」


    「なんですって!?」


    　恐らく、風紀委員だけは本物だ。あの機械的な顔は間違いない。たぶん林の中みたいにしんどい場所の警備には風紀委員が回されていて、不審者を発見すれば検問所に詰めている善導課職員を呼び寄せて追い詰める、という方針だったのだろう。


    　けれど林の中に善導課に扮ふんする下ネタテロリストたちが紛れ込んだことで、風紀委員たちは援軍を呼ぶということをしなくなっているらしい。


    　どこまでも[image: ]しやく子し定じよう規ぎの権ごん化げみたいなやつらだなぁこいつらは！


    「《震しん激げきの尻いさらい》や《ベーコンレタス母の会》の連中は南部に集中してると予想してたけど、まさか私たちが逃のがれることも想定して、こっちにも布ふ陣じんを？」


    　母さんが検問のほうに繰り出しているという情報も摑つかんでいたはずなのに、なんて策を実行しやがる。


    「ヤベェぜ。突破しようにもこの包囲網、よく見りゃかなり分厚いっぽいぜ」


    　ゆとりが周囲を見渡しながら呻うめく。ゆとりより視力の劣おとる僕じゃあわからないけど、僕たちが罠わなに気をつけて進んでいる間に、何重もの包囲網が形成されてしまっていたらしい。


    　こいつらどんだけエロ本欲しいんだよ！


    「……最悪、不健全雑誌を放棄して逃げなきゃいけないわね。もちろんその場合は、善ぜん導どう課をこの場に呼び寄せて逃げるけれど」


    　そうすればまだ単純所持禁止となっているこの区域で、《震激の尻》や《ベーコンレタス母の会》の構成員は大量検挙されるだろう。


    　だが、肝心のエロ本は失われてしまう。


    　ペスのときと同じように、不当に奪われてそれでおしまいだ。


    　そんなのは絶対に嫌だ。


    「……華か城じよう先輩」


    　僕は背後を振り返り、顔を引きつらせながら強引に笑え顔がおを作った。


    「華城先輩のその策を聞いて思いついたんですけど」


    「え？」


    「いまここで、善導課を呼んじゃいましょう。もちろん不健全雑誌は放棄しません」


    「狸たぬ吉きち!?　あなたなにを──」


    　今回は散々僕たちを追い詰めてくれた善導課。その優秀さを利用する。


    　母さんが鍛きたえた部隊なら、指令と異なる場所に湧わいた善導課が偽にせ物ものだとすぐ気づくはずだ。


    　いまこの場に善導課を呼び寄せれば、逃げ惑う善導課とそれを捕まえようとする本物の善導課が入り乱れ場がパニックに陥おちいる。その隙すきを突いてこの場を逃れるしかないだろう。


    　あと、これは願望に近い推測だけど、大規模デモや気球、それから検問所に突撃してくる車など、幾つもの囮おとりに攪かく乱らんされ続けた手前、母さんは検問所に居残って警戒を続けるはずだ。


    　善導課の下したっ端ぱと偽善導課をばったり遭そう遇ぐうさせて、場をしっちゃかめっちゃかにしてやる。


    「……わかったわ、好きなように犯やりなさい！」


    「本気かよ狸吉!?」


    　華城先輩の承諾、ゆとりの悲鳴。


    　僕はキーワードを叫び、母さんから教えられた防犯ブザーアプリを発動させた。


    「『半径二十メートル以内の成人男性を社会的に殺してやる！』」


    　ビリリリリリリリリリリリリリッ！


    　けたたましい高音がまるで爆弾のように響き渡った。


    　助けてお巡りさん！　私いま、変質者に囲まれてるの！


    「なっ、あいつら正気か!?」


    　若わか頭がしら五人衆の一角、ずこばこ高たか木ぎが取り乱す。いくらなんでも善ぜん導どう課を呼び寄せるとは想定していなかったらしい。にしても、こいつらに正気を疑われるのは非常に心外だ。


    「いまよ！　正面突破！　一穴三本刺し！」


    　それまでの静かな進軍に反してパニック寸前となった偽にせ善導課の一点を、三人で固まって突き破る。


    　混乱している偽善導課はスルーし、迫ってくる者は二人一組になってなぎ倒し、なんとか包囲網を突破する。


    「このまま真っすぐ行っちゃうと、本物の善導課とかち合うわ！　また遠回りになっちゃうけど、[image: ]う回かいするわよ！」


    　華か城じよう先輩の指示に従い、ゆとりが道を切り開いていく。


    　追いすがってくる偽善導課を一人ずつ蹴け飛とばしながら、僕はしんがりとなって林を突き進んだ。思いのほか全身に貼はり付いたエロ本が重い。


    　……よく考えたら、谷や津つヶが森もりのエロ本ってこれいま無む尽じん蔵ぞうに価値上がってないか？　防水用のビニール越しとはいえ、女子高生の肌はだに一日中密着したエロ本とか古こ今こん東とう西ざいどこにも存在しないだろう。持っていることに意味がある、か。


    「来た、善導課だぜ！」


    　エロ本について思いを馳はせていると、ゆとりが斜め後ろを振り返って叫んだ。


    　検問所の方角から数十人の白い制服、そしてその先頭には、


    「《鋼こう鉄てつの鬼き女じよ》までいるじゃないの！」


    「マジですか！」


    　マジだった。


    　僕の見立てに反し、善導課職員を率ひきいて猛進してくるのは僕の母さんだった。今日きよう一日さんざん振り回されたせいか、遠目からわかるほどの形ぎよう相そうとなっている。こ、心が折れそうです。


    「林の中の罠わなが撤てつ去きよされてるってのに気づいて、こっちの騒ぎが囮おとりじゃないって判断したんだろうぜ」


    　ゆとりが冷や汗を流しながら推測する。


    　そうか。林の中に罠がほとんどなかったのは、偽善導課たちが動きやすいよう撤去してやがったからか。それが徹底しすぎたせいで、母さんがこっちにまでやってきてしまったと。


    　くそがぁ。慶けい介すけサイドの連中、マジで余計なことばっかしやがる！　ＡＶでテクニック勉強する男並みにうざい！　ＡＶは剣（意味深）と魔法（意味深）のファンタジーなんだよ！


    「なんだこの醜しゆう態たいはああああああああっ！」


    　母さんの咆ほう哮こうが木々をさざめかせた。


    　それは恐らく偽にせの善ぜん導どう課をここまでのさばらせた風紀委員に対する叱しつ責せきだったのだろうけど、林全体に響き渡るその怒声は下ネタテロリスト全員に叩たたきつけられているような重圧を放つ。


    　お、おっかないよぉ。


    「あ、あの、現在我々は《ＳＯＸソツクス》らしき学生を追跡中でして」


    　と、母さんの前に躍り出た勇者がいた。あのいやらしい顔は……びくびく田た中なか!?


    《震しん激げきの尻いさらい》の若わか頭がしら五人衆が一人、びくびく田中が母さんの真正面で白しら々じらしく報告している。


    　ゆ、勇気あるなあいつ……。ほかの偽善導課も心なしか全員黙もく禱とうしているような雰ふん囲い気きだ。


    「……この二十年の間に」


    　かなり距離があるはずなのに、ドスの効いた母さんの声がずずずと耳に響いてくる。


    「一体どれだけの馬ば鹿かが、私たち善導課になりすましたか教えてやろうか」


    　グシャァ！


    　隕いん石せきかと見み紛まがうような拳げん骨こつをお見舞いされ、びくびく田中は悲鳴を上げる間もなく崩れ落ちた。あ、あわわわわわ。


    「私の部下に、貴き様さまのような軟弱者はいない。かかれ豚ども」


    　母さんの合図を皮切りに、訓練された善導課の一団が偽の善導課に襲おそいかかる。


    　……やべぇ。偽善導課、制服とかかなり作り込んであるのに、素人しろうと目めにも誰が本物かわかる。鍛きたえ方と気迫が違う。母さんの調教能力どんだけだよ。逆に母さんの調教能力をもってしても下ネタを垂れ流し続けてた僕の父さんはなんなの？


    「いまのうちに距離を取るわよ！」


    　華か城じよう先輩が無声音で叫んだ。


    　母さんたちの意識は、偽善導課に集中している。母さんもいまは鬼き神じんそのものとなって偽善導課を次々撃げき沈ちんさせているし、逃げるならいましかない。


    　本当は善導課と偽善導課の実力がもっと拮きつ抗こうして時間を稼かせげると踏んでいたのだけど、母さんまで出で張ばってきたいま、偽善導課の制圧にそう時間はかからないだろう。


    　母さんの出現に恐れおののいて逃げ出す偽善導課も多い。


    　ここでどれだけ時間が稼げるか。


    「もう[image: ]う回かいはしなくていいわ！　最短距離で都市脱出を図るわよ！」


    　華城先輩がＰピーＭエムで虚こ空くうに地図とコンパスを映し出し、先頭のゆとりを誘導する。


    　ここまでくれば変装もくそもないと、僕たちはパンツをかぶって顔を完全に隠した。特に僕なんかは身内だから、ちょっとの変装じゃあ母さんの目を誤ご魔ま化かせない。


    　ここからは正々堂々《ＳＯＸ》として[image: ]はいずり回ってやる。


    　僕たちは最後の力を振り絞るように、林の中を駆かけ抜けた。


    



    「……出たぜ！」


    「精液？　母乳？　卵らん子し？　どれ？」


    「華か城じよう先輩は自じ重ちよう！」


    　林を抜け出したゆとりがガッツポーズを掲かかげる。


    　華城先輩が虚こ空くうに表示した地図を覗のぞき込むと、もう第一清せい麗れい指定都市を脱出し、隣の市に到達していることがわかった。


    　民家が散在し、区画の間に林が残る、少々寂れた印象のある町が眼前に広がっている。


    　もう条例の効力は及ばない。単純所持でしょっぴかれることはない。


    「でもまだ気を抜いちゃダメよ。善ぜん導どう課にマークされないよう、《絶対領域》と《捕ほ乳にゆう類》の車両は都市境から距離のある場所に待機してもらってるから、まだ走らないと。それに……」


    　華城先輩が背後を振り返った。


    「本当に容よう赦しやがないわね、《鋼こう鉄てつの鬼き女じよ》は」


    　林の奥から、母さんと数十人の善導課が押し寄せてくる。


    　特に母さんは僕たちが通った道を使っているのか、いまにも追いついてきそうな速度だ。


    「単純所持でしょっぴけなくても、無理やりＰピーＭエムの身分照会をされたら終わりよ。特に狸たぬ吉きち、あなたはきっとその場で……」


    　華城先輩が続きを口にするのを躊ちゆう躇ちよするくらいのことになるんですね。わかってます。


    「それじゃあ、二人ともあたしに摑つかまるんだぜ。加速する」


    　ゆとりが勢いよく両手を差し出してきた。


    「大人の電車ごっこね。了解よ」


    　華城先輩がその手を摑み、僕もすっと手を伸ばした。けどゆとりがぱっと手を引っ込めてもじもじし始める。


    「た、狸吉と直接手をつなぐのは、卑ひ猥わいだから嫌だぜ」


    　ここに残って母さんに殺されろってことかな。土下座するから置いてかないで。


    「ならいいものがあるわよ」


    　華城先輩がポケットから取り出したのは……マシンバイブだった。


    「ほ、ほら狸吉。これでいつもどおりだぜ。ほれ握れ。そしたら卑猥じゃないぜ」


    　ぶぶぶぶぶぶぶぶっ。


    　せめてスイッチ切れやああああああ！


    「僕の手が卑猥でそれが卑猥じゃないってどういうこと!?」


    「だって狸吉の手のひらって、精子の干物がくっついてるでしょ？」


    「ついてねえよ！」


    「顕けん微び鏡きようで観察しても？」


    「つ、ついてねえよ！」


    　だ、断言できるし！


    「てゆーかなんでこんなもん持ってきてるんですか！」


    「撫なで子しこが全部燃やすって言うもんだから、一個くらいは脱出させてあげようかと」


    　なんだろう。モノがモノなだけに素直に健けな気げだと評せない。


    「って、こんな悪ふざけしてる場合じゃないですって！」


    　僕はスイッチを切ってからマシンバイブを握る。


    「それじゃあ、振り落とされるんじゃねえぜ！」


    　ゆとりがその脚力をいかんなく発揮し、一気に加速する。


    　普段の脚力ではありえない速度でぐんぐん景色が流れていった。


    「なのに母さんとの距離が縮まらないぞ!?」


    　それどころか心なしか、少しずつではあるものの近づいてきてるような……。


    「振り落とされないよう全力を尽くすから、小刻みに曲がって追跡を振り切るのよ！」


    「……やってみるぜ」


    　分ぶの悪い[image: ]かけだ。直線で速度に劣おとる以上、カーブまで多用すれば三人連結の僕らはさらに距離を詰められるだろう。

  


  [image: ]


  
    　けどこのまま直線を逃げていても必ず追いつかれる。母さんが僕たちを見失うことを期待して、全力でゆとりの走りについていくだけだ。


    「右に曲がるぜ！　次は左！　右！　右！」


    　何度か交差点を通過し、なんとか三人で息を合わせてスムーズに曲がれるようになる。


    「《鋼こう鉄てつの鬼き女じよ》はどう!?」


    「……ダメです！　まだ追尾してきます！」


    　何度か振り切ったように見えたけど、すぐに追いついてきて視界の隅にちらつく。


    　うちの母さんホントに四十代か!?


    「しつこいぜ……っ！　《雪せつ原げんの青あお》！　みんなが待機してる場所まであとどのくらいだ!?」


    「そう遠くないわ。……これ以上距離を縮められないうちに真っすぐ車を目指しましょう」


    　車に乗り込めばいくらなんでも振り切れるはずだ。乗り込んで発進するまでの隙すきを突かれないよう、偽にせ善ぜん導どう課たちの稼かせいでくれた距離を消費しきってしまう前に勝負をつける。


    「じゃあ、次右行くぜ！」


    　と、ゆとりが重心を右に傾けたそのとき。


    　右手の路地に、おぞましい気配が充満していることに気づいた。


    「っ!?　待ったゆとり！　ストップ！」


    「うえっ!?」


    　マシンバイブじゃ滑る。僕はゆとりの手首を思い切り摑つかんで引きとめた。


    　華か城じよう先輩がつんのめり、僕もバランスを崩してずっこける。


    「えいっ」


    　どぐしゃ！


    　すっ転んだ僕の鼻先に、丸太が叩たたきつけられた。


    　アスファルトが砕け、直径二十センチはありそうな丸太がへし折れる。


    「「「……」」」


    　僕、華城先輩、ゆとりがぴしりと固まる。


    「あら……確実に仕留めたと思ったのですけれど、失敗してしまいましたわ」


    　そこできょとんと小首を傾かしげていたのは、サングラスをかけ帽子をかぶり、薄手の長袖長ズボンに身を包んだ女性だった。僕たちと同じように変装しているらしいが、


    「「「出たあああああああああああああ!?」」」


    　それは確実にアンナ先輩だった。何度もその脅きよう威いにさらされた僕や華城先輩、朱あけ門かど温泉で文字どおり殺されかけたゆとりにはわかる。


    　アンナ先輩の後ろにしれっと月つき見み草ぐさが控えているし、間違いないだろう。


    　僕たちはすぐさま立ち上がり、再びゆとりに連結して走り出す。


    「なんであの化け物女がいるんだぜ!?」


    「そんなのこっちが聞きたい！」


    　アンナ先輩をはじめとした生徒会メンバーは取り締まりに関わることを禁止されていて、捜査に関する情報なんかは得られなくなっていたはずだ。


    　月つき見み草ぐさもアンナ先輩には情報を与えないよう上から厳命されていたみたいだし、特にこの場所に僕たち《ＳＯＸソツクス》が現れるなんてリアルタイムな情報、いくらアンナ先輩でも一人で手にできるはずがない。


    「いや、たぶん情報をリークしてるのは月見草だわ」


    　華か城じよう先輩がちらりと振り返りながら、自分でも信じられないのか語尾を濁にごす。


    「さっきから月見草のＰピーＭエム、ハンズフリーで善ぜん導どう課の通信が垂れ流しになってるもの」


    　まさかそれで「捜査情報が漏もれてるのは事故です」とでも言い張るつもりか月見草は!?


    　それだと月見草が意図的に命令を曲解して動いたことになる。あの月見草に限ってそれはありえない。日本製のコンドームが破れるくらいありえない。


    　……アンナ先輩の入れ知恵か？　でもアンナ先輩がそんな品ひん性せいのねじ曲がったことを月見草にやらせるだろうか。


    　一番ありそうな可能性は、誤ってハンズフリーのままにしたＰＭを月見草が放置していて、それをアンナ先輩が勝手に傍ぼう受じゆしているという線だけど……ええい考えても仕方ない。


    「全速力だぜ！」


    　死の恐怖で限界を超えたゆとりがさらに加速する。


    「今日きようこそ仕留めてみせますわよ……《ＳＯＸ》！」


    　しかし目が据すわっているアンナ先輩の速度も相当なものだ。ぐんぐんと距離が詰まる。


    　[image: ]いん獣じゆうモードじゃないアンナ先輩のあんな表情、初めて見たぞ。


    　アンナ先輩の常ならぬ様子に気を取られていたそのとき。


    「ゆとり！　前！」


    「えっ、うおっ！」


    　ぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃっ！


    　進行方向に、善導課の車両が雪な崩だれ込んできた。挟み撃ちだ。


    「手間取らせてくれたな、ガキどもが」


    　車両から母さんがぬっと現れる。


    　アンナ先輩の急きゆう襲しゆうを利用して、僕たちを追い詰めたのか。


    　完全に袋のネズミだ。


    　こうなったら、一いちか八ばちか。


    　僕はアパートで母さんとアンナ先輩が激突したときのことを思い返す。


    「二人は民家をよじ登ってでも逃げて！　あの二人は僕が食い止める！」


    「なに言ってんだぜ!?　あの化け物女の攻撃見ただろ！　殺されるぜ!?」


    「いくらなんでもそれは許可できないわ」


    「大丈夫です。勝算はあります」


    　僕はマシンバイブから手を放す。


    　アンナ先輩がまたエロ状態に入れば、それを見過ごせない母さんと必ず潰つぶし合ってくれる。残った平ひらの善ぜん導どう課職員だけが相手なら、なんとかこの状況を打破できるはずだ。


    「……っ。行かせねえぜ！」


    　と、ゆとりがマシンバイブごと僕の手を摑つかんだ。


    「あたしが引っ張る！　絶対に引っ張って逃がすから、黙ってついてこい！」


    　ぎぎぎっ、とゆとりが異常なまでの力で握りしめてくる。


    「あたしはもう、大事なやつを見捨てたりしないんだぜ！」


    「ゆとり、大丈夫だから」


    　僕はゆとりの指をゆっくり外す。


    「自じ暴ぼう自じ棄きとか自爆なんかじゃない。ちゃんと手はある」


    「う、うぅ」


    　ゆとりが歯を食いしばりながら、けれどゆっくり手を放してくれる。


    　よし、それでいい。


    　仮に時間稼かせぎの結果、僕自身が捕まってしまったとしても、女子高生の肌はだに貼はり付いたエロ本が生き残るのならそれは名誉ある戦死だ。


    　僕はゆとりと華か城じよう先輩に背を向け、アンナ先輩のほうへ突っ込んだ。


    「飛んで火に入いる夏の虫ですわ、ねっ！」


    　殺気に満ちたアンナ先輩のグーパンチが迫る。


    「それはどうかな！」


    　僕はズボンを脱ぎ捨て、トランクスを装備品から外した。


    　ズボンを一瞬ではき直し、トランクスを投げつける！


    「……っ！　こ、こんなもの！」


    「えっ!?」


    　アンナ先輩が、僕のトランクスを弾はじいた!?


    　あ、いや、よく見たらポケットに超高速でしまったけど、いやそれより。


    　アンナ先輩が我慢した!?


    「時とき岡おか学園の生徒のため、今度こそはお縄なわにしてさしあげますわ！」


    「うわっ!?」


    　アンナ先輩が僕の体に絡みつき、即座に地面に叩たたき伏せた。


    　がっちりと組まれた関節は少し身じろぎしただけで激痛が走り、まったく抜け出せる気がしない。


    　おいどうなってんだこれ。アンナ先輩がこんなノーリアクションじゃあ、僕はまるで、切せつ羽ぱ詰まっていきなりトランクス脱いで投げつけた頭のおかしい変質者じゃないか！


    「「ちょっ!?」」


    　僕があまりにもあっさり捕まってしまったことにあっちはあっちで度ど肝ぎもを抜かれたのか、華か城じよう先輩とゆとりの表情が固まる。うん、まあ、僕もびっくりだよ。あんだけ恰かつ好こうつけといてただの変態で終わるとは。


    「終わりだ貴き様さまら」


    「きゃあっ!?」


    「うわっ!?」


    　華城先輩とゆとりの一瞬の隙すきを突いて、母さんが二人を地面に叩たたきつけた。


    　そのまま二人の背中に座り込む。重心でも押さえているのか、ジタバタと暴れる二人はまったく起き上がれそうにない。


    「ガキにしてはよくやったが、胸むな糞くそ悪いおふざけもここまでだ《ＳＯＸソツクス》」


    「これでようやく、時とき岡おか学園にも平へい穏おんがやってきますわ……」


    　母さんとアンナ先輩の静かな勝ち鬨どきに、心臓がバクバクと脈打った。


    「……っ！」


    　これは、もう本当に詰みか。


    　善ぜん導どう課の連中が拘こう束そく具ぐを持ってくる。パンツを剝はごうと迫ってくる。ＰピーＭエムの身分照会をしようと準備をしている。


    　もう無理なのか。


    　性知識が封ふう鎖さされ、アンナ先輩みたいなバーサーカーを、不ふ破わさんみたいな被害者を、月つき見み草ぐさみたいなロボットを、崩ほう壊かいするその瞬間まで生み出し続けるこの健全な社会に対抗できるのはここまでなのか。


    　せめてアンナ先輩がいつものように暴走してくれれば。


    　デートやらなんやらでガス抜きしたことが、こんなところで裏目に出るとは。


    　アンナ先輩の顔つきはいつになく険けわしく、いましがたのトランクスで証明されたように、ちょっとやそっとの刺激じゃあなんの効果もなさそうだ。


    　……ちょっとやそっとの刺激、でなければ？


    「……」


    「無駄ですわよ。この状態から抜け出すのは不可能ですわ」


    　ちょっと試してみたが、アンナ先輩の言うとおり、手足はまったくと言っていいほど動かせない。首まわりが自由と言えば自由だが、この関節技を抜け出すにはなんの役にも立たないだろう。


    　普通ならば。


    「……ごくり」


    　けれど僕の目の前にはいま、アンナ先輩のおっぱいがあった。


    　そう遠くない。少し無理をすれば……薄手の生地で包まれた、たわわな果実に届く。


    　いや、けど、それは人としてどうなんだ。


    　いくらこの絶体絶命な状況を打開するためとはいえ、付き合ってもいない女性にそんなことをしていいはずがない。それも性知識皆かい無むのアンナ先輩に。


    　いやこれまでのアンナ先輩にされてきたことを思えばなにをいまさらって感じなのだけど、僕のほうからなにかするのはまるで意味合いが変わってくると思うのだ。


    　最後の一線を越えることは《公こう序じよ良りよう俗ぞく健全育成法》の弊へい害がいに負けることになるから問題外としても、その前段階の行為だってそれはそれでいかんでしょうよ。


    　なにより、この期ごに及んでちょっと下心が混ざってしまうことが、僕の罪悪感と躊ちゆう躇ちよを加速させていた。こんなことならゆとりにとっとと去きよ勢せいされてりゃよかったか。


    「くっ、やめて！　離しなさい！」


    　だが残酷にも、迷っている時間はないようだった。


    　いままさに、華か城じよう先輩とゆとりのパンツが剝はぎ取られようとしている。もちろん上のパンツな。


    　……ええい！　もうどうにでもなーれ♪


    　僕は覚悟を決めて、《群むれた布地》事件の際、華城先輩が叫んだ演説を引用した。


    「僕たちは間違った方法でこの健全な社会に対抗する、絶対悪なんだよ！」


    　僕は咆ほう哮こうした大口のまま、アンナ先輩のおっぱいにしゃぶりついた。


    「!!？？？」


    　アンナ先輩の体がガクガクガクガク！　と痙けい攣れんし、声にならない悲鳴が漏もれる。


    　薄いシャツの生地越しに、信じられないくらい柔らかい感触が顔全体を埋め尽くし、甘い汗の香りが気管をすべて満たす。う、うわ、これヤバイ。正気を失いそう。


    　僕は口と鼻先だけでブラを少しずらすと、先端の突起に軽く吸い付いた。


    　あれ？　これ僕もう正気失ってないか？


    「────っ!!？？？　は、はへ、へええええぇっ」


    　アンナ先輩の口から力の抜けきった陶とう然ぜんとした声が漏れ、全身がぶるぶると跳ね回るように痙攣し、だらだらと涎よだれが垂れる。


    「……？　なにをやっているのだ貴き様さまら！」


    　こちらの異常に気づいた母さんが、華城先輩とゆとりの拘こう束そくをほかの善ぜん導どう課職員に任せてこちらに迫ってくる。時間がない！


    　僕は一際強く、先端の突起に吸い付いた。


    「──────んっ……はあああああああぁ────っ！」


    　アンナ先輩の体が大きく仰のけ反ぞり、僕の体から離れてガクガクと震え続けた。


    　そして数秒後、


    「あ、はははははははははははははへへへへっ！」


    　僕のトランクスをかぶったアンナ先輩が、ゆらりと体を起こした。


    「もっと……」


    　両足を小刻みに痙けい攣れんさせ、余よ韻いんに跳ねる肩を抱きしめながら、さらにはその顔面をトランクスで隠したアンナ先輩が少しずつ近づいてくる。


    　あ、あちゃー。これは新あら手ての妖怪生み出しちゃったなあ……誰か助けて！


    「もっとですの……もっと、その気持ちよいものを、わたくしに、わたくしに……っ」


    　必死に後ずさる僕にアンナ先輩が飛びかかってきたとき。


    「貴き様さまはああああっ！」


    　アンナ先輩の側面から、母さんが痛烈な蹴けりを放った。


    「あのときのイカれ女だな！　私の目の前でふざけた真ま似ねを！　今度こそ粛しゆく清せいしてくれる！」


    「……邪魔を、しないでくださいまし！」


    「──なにっ!?」


    　一度退しりぞけたことで多少なりとも油断していたのだろう。


    　不意打ちの蹴りをものともせず、強烈な一撃で応戦してきたアンナ先輩に母さんが目を剝むいた。
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    「あ、あばばばばば。に、逃げなきゃ」


    　ついでに僕もアンナ先輩のあまりの覚かく醒せいぶりに腰を抜かしていた。


    　いくらなんでも化け物すぎるだろあれは。


    「小娘が。舐なめるな！」


    「やはり愛はこんなにも正しくて偉大なんですのっ。わたくしは愛いとしい方と結ばれるんですのっ。正しい行おこないで、もっともっと気持ちよくなるんですのっ」


    「なにをわけのわからないことを！」


    　覚醒したアンナ先輩が、母さんと互角以上の戦いを繰り広げている。


    「って、呆あつ気けにとられてる場合じゃない！」


    　アンナ先輩と母さんの次元が違う戦いに啞あ然ぜんとしている善ぜん導どう課職員たちの間を縫ぬって、華か城じよう先輩とゆとりのもとへ向かう。


    「いま助けます！」


    　二人の拘こう束そくを解き、はっと僕たちの逃走に気づいて取り押さえにくる善導課を迎げい撃げきし、僕たちは走り出した。


    　激闘を繰り広げる二人の化け物を尻しり目めに、ぐんぐんと距離をとっていく。


    「「……」」


    「あ、あの、二人とも？」


    　なんか華城先輩とゆとりが、こっちをまったく見ないうえに一言も発さないんですけど。


    「その、ええと、なんとか切り抜けられましたね！」


    「「……」」


    　目が濁にごってるとかそういうレベルじゃないんですけど……。


    　いまにも人を殺しそうな暗い目つきで一心に前方を見み据すえたままの二人が怖すぎる。


    「あの、その、アンナ先輩の件は、不ふ可か抗こう力りよくというか、あれしか手が……」


    「「へー」」


    　なんだいまの機械で合成されたみたいな声！　無機質すぎて心が壊れるかと思った！


    「……あ、あの車から手を振ってるの、《二足歩行の社しや畜ちく》じゃないですか!?　やりましたよ！　僕たち無事に、不健全雑誌の搬出に成功したんですよ！」


    　今回の作戦のゴールが見えて、僕は可能な限り高いテンションではしゃぐ。だけど、


    「ええ、見えてるわ」


    「わざわざ報告しねーでもわかってるぜ」


    　辛しん辣らつな言葉が僕の心を抉えぐった。


    「……あの、ごめんなさい」


    「「なにが？」」


    「ひっ!?」


    　僕はその圧力に屈するように、縮こまった状態で《絶対領域》と《捕ほ乳にゆう類》の車両へと乗り込んだ。


    　……あれ？　おかしいな。


    　かなりの難題を達成したはずなのに、こう、ハッピーエンドな感じが一切しないぞ！


    　その後車内では、僕の両脇わきに座った華か城じよう先輩とゆとりから


    「変態」「種たね牛うし」「おっぱい星人」「猿」「上の口[image: ]いん乱らん野や郎ろう」「女の敵だぜ」「妖怪エロ乳首」「手術の準備を本格的に進めるぜ」などなど延々と囁ささやかれ、ものの見事に針のむしろとなった。


    　間違った手段に訴えるということは、それ相応のリスクが必ず発生するといういい見本である。


    　……これからは肝きもに銘めいじますのでなにとぞご容よう赦しやを。


    



    　しかしこうして、僕たちは谷や津つヶが森もりの不健全雑誌をなんとか保護し、今後の安定した性知識流る布ふのための手段、下ネタテロ組織としての威光、そしてこれ以上ない結束と士気を守り抜いたのだった。


    　──週明けに流れたあのニュースに触れるまでの、わずか数日の間だけ。

  


  
    



    　間章　真の狙ねらい


    



    「……なんですか、これは」


    　週末に指揮した大規模デモの疲れが残る週明けの月曜日。


    　何の気なしにＰピーＭエムから配信されるニュースを観ていた氷ひよう菓かは、一瞬意味がわからずコーヒーをこぼしそうになった。


    　金、土、日と《ＳＯＸソツクス》が捕まったなどというニュースが流れず、ほっとしていたところに不意打ちを食らい、思考が停止しそうになる。


    『今国会では正式に、近代史及び保健体育の教科書の内容を一部完全に刷さつ新しんすることを決定しました』


    　呆ぼう然ぜんとする氷菓の前で、ニュースがその詳しい内容を伝える。


    『改訂内容は既に原案が公表されており、その中核となっているのはこの病気です』


    　キャスターが《こうのとりインフルエンザ》と仰ぎよう々ぎようしく書かれたパネルを立てる。


    　これは一体どういう病気なんでしょうか？　という司会の進行に乗り、キャスターが続けた。


    『要約すれば、《公こう序じよ良りよう俗ぞく健全育成法》によって規制されている卑ひ猥わいな知識、これに汚染されることで男女問わず子供を作れない体になってしまう、という病気です。現在、心の底から愛し合っているにもかかわらず、特に若い夫婦の間に子供が生まれないのは、これが原因だと政府は断言しました』


    　その説明に、今度こそ氷ひよう菓かは自分の耳じ目もくを疑った。


    　知識を得るだけで、病気になる？　子供が作れない病気に？　バカげている。


    『これをご覧ください』


    　新たに用意されたパネルは、この国でＰピーＭエムが普及する遙はるか昔におけるインターネット普及率が年ごとにグラフ化されたものだ。


    『九〇年代後半から、急激にインターネット普及率が上昇しています。では次に』


    　さらに並べられたグラフは、第二次世界大戦前と二〇〇〇年代の出しゆつ生しよう数及び合計特殊出生率を比べたものだった。


    『戦前の、卑ひ猥わいな知識がしっかりと規制されていた時代と比べ、アニメや漫画の規制緩かん和わ、インターネット普及によって知識が蔓まん延えんした二〇〇〇年代では出生数は半減、合計特殊出生率に至っては三分の一以下となっています。これだけ見ても、いかに卑猥な知識が妊娠に悪影響を及ぼすかわかります』


    　それは経済的な影響や価値観の変異、社会体制の変容がまったく考慮されていない、氷菓からすれば失笑ものの分析だったが、スタジオでは誰もが感心するように頷うなずき、深刻そうに眉まゆ根ねを寄せている。


    『卑猥な知識の蔓延と出生数低下の因果関係に気づいた当時の高名な生理学者、故岩いわ原はら陳ちん太た郎ろう氏が提唱したこの病の存在を重く見た時の政府は、すぐさま卑猥な知識を封ふう鎖さすることを決定、《公こう序じよ良りよう俗ぞく健全育成法》の制定に動き出したと、今回改正される教科書では説明されています』


    　ならなぜ《公序良俗健全育成法》の大たい義ぎ名めい分ぶんがこれまで「健全な青少年に悪影響を与える表現物を規制する」などという曖あい昧まいなものだったのか。


    　氷菓がそう内心で考えるとほぼ同時、コメンテーターの一人が同様の質問を投げかけた。


    『卑猥な知識が不妊につながると正式に発表されれば、テロリストによる国家侵略の武器にされてしまうと判断した、などと新しい教科書内では説明されているようです』


    　やられた。氷菓は奥歯を嚙かみしめた。


    　これならいままで曖昧だと批判材料にされていた「健全な青少年に～」という大義に矛む盾じゆんせず、さらには《ＳＯＸソツクス》をはじめとした性知識流る布ふに走る人々を正式に非難する構図を作り上げることができる。これまで以上の正当性をもって。


    　子供のために、出産のために、という文言ほど振り回しやすい正義もない。


    『ですが、ではなぜ今更になってこの《こうのとりインフルエンザ》は公表されたのでしょう』


    　コメンテーターが絶妙なタイミングで質問を飛ばし、ニュースを進める。恐らく、視聴者が疑問に思うタイミングに合わせて的確に相あい[image: ]づちを打っているのだろう。


    『それは、《こうのとりインフルエンザ》に対抗する方法が見つかったからです』


    　ありもしない病を、治療する方法？


    『今国会で教科書改訂と同時に成立した《ラブホスピタル》制度がそれにあたります』


    　胡う散さん臭い名前がまたしても安っぽいパネルでキャスターの前に並べられる。


    『この《ラブホスピタル》は、《こうのとりインフルエンザ》を患わずらった夫婦でも子供を授さずかれる最新技術を提供する施設と位置づけられています。また、心の底から愛し合う、という従来の受じゆ胎たい方法を改めて夫婦にレクチャーするプログラムも開かれるなど、人工妊娠、自然妊娠どちらにおいても夫婦をサポートする役割を担になっています』


    　人工妊娠。


    　氷ひよう菓かは目の前が暗くなるような感覚に陥おちいった。


    　つまりそれは実質的に、ただの人工授じゆ精せい強要施設だ。


    　神の子でもあるまいし、心の底から愛し合う、などという心持ちだけで勝手に子供が宿るはずもない。しかるべき行為をしなければ、子供はできないのだ。


    　従来の受胎方法をレクチャーするプログラム、などは恐らくかたちだけのもので、結局は「あなたは病気です」と申告して無知な夫婦に治療という名の人工授精を勧めるのだろう。


    　愕がく然ぜんとする氷菓を置きざりにして、ニュースは進む。


    『政府は現在、《こうのとりインフルエンザ》への緊急的な措そ置ちとして全国五十か所で《ラブホスピタル》の開設を決定しており、来週にもその第一号が運営を開始する模様です。《ラブホスピタル》を運営するための資金、土地はかねてより《公こう序じよ良りよう俗ぞく健全育成法》に厚意的だった貿易グループ総そう帥すいから寄付されたものを使用すると与党議員は述べており──』


    「ありえない……」


    　氷菓は愕然としてＰピーＭエムのチャンネルを回した。どのニュースも《こうのとりインフルエンザ》とラブホスピタル制度の特集で埋め尽くされている。


    　これまで、夢む精せいや生理などは、その本来の機能を隠し噓うその役目を教えることで知識を隠してきた。


    　本当の知識を隠すには、それらしい噓の知識を重ねることが最も効果的だ。


    　だがこれまで、妊娠の方法はごく曖あい昧まいに紹介されていた。この知識を誤ご魔ま化かすことはとても難しいし、完全に隠せば急速な少子化で国が崩ほう壊かいするからだ。


    　一応はこの国でも人工授精の規制緩和とそれを暗に勧める補助金制度は確立されていて、これを唯ゆい一いつの受胎方法として教科書に載せようという動きもその昔はあったようだが、有権者の中には倫理的な面からこれに反対する者も多く、一部の上流階級しか人工授精制度は用いていないというのが現状だった。だが、今回の国会で成立した一連の制度は……。


    「正気ですか」


    　この国は自然なかたちでの妊娠を知識から消し去り、生殖に卑ひ猥わいを介在させないような有あり様さまへ、本気で作り替えるつもりなのか。


    「《こうのとりインフルエンザ》、などと……あんなにもあからさまな噓うそまでついて」


    　特定の知識が伝達されるだけのことで不妊につながるなど、どう考えてファンタジーだ。


    　しかし国が大まじめにそれらしい内容を、堂々と教科書に載せれば、情報が規制されたこの国の国民はかなりの割合が信じるだろう。


    　特に《ＳＯＸソツクス》が性知識を流る布ふしようとしている若い世代は鵜う呑のみするに違いない。


    　これは致命的だ。


    　性知識流布によって急激な少子化を引き起こし、国を崩ほう壊かいさせようとするテロリストのレッテルをこれだけ大々的に貼はられてしまえば、それを覆くつがえすことは不可能に近い。


    「しかしいくらなんでも、腑ふに落ちませんね」


    　ここまで無む茶ちや苦く茶ちやな歴史改かい竄ざん、噓の知識を国民に植え付け、人間という生き物の本質をねじ曲げてしまう法案が、こんなにあっさり成立してしまったのはなぜなのか。


    「……まさか」


    　ＰピーＭエムニュースのチャンネルをいくつか回し、遂に氷ひよう菓かは頭を抱えた。


    　この一連の制度があっさりと可決された理由を、ご丁てい寧ねいに説明している者がいたのだ。


    『ご覧くださいこのグラフを！　十月に入ってからというもの、第一清せい麗れい指定都市で補ほ導どうされた子供、逮たい捕ほされた人間の数は鰻うなぎ登りです！　これは夏休み前から台たい頭とうしていた《ＳＯＸ》による卑ひ猥わいな知識の流布が夏休みの間に口コミでさらに広がり、ここで一気に爆発したものと思われます！　これまでの規制では卑猥な知識を封じ込めることなど到底できず、若者の健全な育成を阻そ害がいするということが明白なデータとなって表れたわけですね！』


    　最近、ソフィアに代わって幅を利かせているＰＴＡ組織の幹部、金かね子こ玉たま子こだ。


    　一連の制度を議員立法によって成立させた立役者として熱弁を振るっている。


    　金子玉子の指示によって映像が切り替わると、そこに映し出されたのは第一清麗指定都市で行おこなわれたデモの様子だ。ただ、精子突撃を全国放送するわけにはいかないのか、駅前に集まり殺気立っている学生の様子がおどろおどろしい映像に編集されて流されている。


    『恐ろしいことです！　卑猥な知識は病気を誘発するだけでなく、知らず知らずのうちに心を破壊し人間性を失わせ、折り目正しく生きてきた風紀優良学生をこんなにも凶悪な行動に駆かり立ててしまう可能性まで出てきたわけですね！　今国会でワタシがこのグラフを示し、第一清麗指定都市の惨さん状じようを訴えると、与野党問わず誰もが重く受け止めてくださいました！　なかには一連の制度を性急だと捉とらえる方もおられるでしょうが、すべては子供たちをこのような恐ろしい病から守るためなのです！　ワタシには苦しんでいる子供たちの顔が見える！』


    「……」


    　氷菓たちのデモが、このバカげた制度の成立を促うながした？


    　こんな統計的に穴だらけのデータ作成のために利用され、幻げん覚かくが見えているらしい金子玉子の妄もう言げんのダシにされ、人間性が崩壊しているなどと中傷され、挙げ句、実際にふざけた制度が成立してしまっている。


    　単純所持禁止条例など、ただの下準備だったのだ。


    　氷ひよう菓かたちを利用するための効果的な[image: ]あおりにすぎなかった。


    　なにが「ほかの目的のためにこの条例を濫らん用ようしてはならない」だ。


    　そもそもが教科書改訂と《ラブホスピタル》設立のために、第一清せい麗れい指定都市を生いけ贄にえへと加工するための条例だったのだろうに。まんまと踊らされた。


    「……これは、もう、わたしたち子供だけの力でどうにかなる流れでは、ないのかもしれません」


    　あまりの出来事に、頭痛さえ感じる。


    　敵の狡こう猾かつさに、子供の限界と無力さを味わわされた。


    「道理を曲げてでも、大人に動いてもらわねば……」


    　氷菓は筆を執とり、メモ用紙にさらさらと文字をしたためた。


    『アンナ・錦にしきノ宮みやは卑ひ猥わいな表現物を大量に所持している』


    　書き終えた氷菓はそれをポケットに放り込むと、身支度を調ととのえ、時とき岡おか学園へと登校した。


    



    　　　　　●


    



    「……なによ、これ……」


    　月曜日の早朝。


    　僕と華か城じよう先輩、それから鼓こ修す理りに早さ乙おと女め先輩と、《ＳＯＸソツクス》メンバーはマスターの喫茶店に集合していた。


    「あんな頭のおかしい条例に違反させられた人間が多発したからって、こんな法律があっさり成立したっていうの……？」


    　いま喫茶店には準備中の看板がかけられ、モーニングの時間帯ながら僕たちの貸し切りとなっている。


    　僕や華城先輩だけでなく、鼓修理や早乙女先輩までもがニュースに食い入り、あまりにもあんまりな法案の成立にぽかんとしていた。


    「こんな無む茶ちや苦く茶ちやな教科書と制度を、公式化されちゃったら……」


    　華城先輩が「マ●コ！　マ●コ！　マ●コ！　マ●コ！」とソーラン節みたいなリズムで口ずさみ始める。


    　けど今回ばかりはそうやって下ネタに逃避したくなる気持ちもわかるちんこ。


    　こんなふざけたデタラメをもっともらしく、しかも国が堂々と公式化してしまえば、今後の性知識流る布ふの難易度は跳ね上がる。


    　というか、実質不可能に近い。


    　これまで若者が性知識に興味を持つきっかけだった〝妊娠方法の曖あい昧まいさ〟はある程度解消された。そのうえ、性知識を持つことそのものが病気の原因になると断言されたために、性知識が悪であるという認識が主観的で曖昧なものではなく、客観的に証明されるかたちとなってしまったのだ。性知識が人間の健全な成長に具体的にどのように害するか、デタラメとはいえそれらしい歴史を交えて断言しやがった。


    　改訂された教科書は十一月中には配布する予定だというし、《ラブホスピタル》に至ってはいつから水面下で準備を進めていたのか、第一号が来週にも開業するという。


    　その短期間の間に、残り九つの清せい麗れい指定都市に性知識を流る布ふするなど、不可能だ。


    「あの生なま臭ぐさオヤジ、裏でこんなことに協力してやがったんっスね」


    《ラブホスピタル》設立のための資金と土地を寄付したのが実父の鬼おに頭がしら慶けい介すけだと知った鼓こ修す理りが歯ぎしりをして怒りを堪こらえる。


    「むぅ。これではわしのエロ風ふう刺し画を規制推進派じゃった連中の鼻先に突きつけてやるという夢の一つが、わしの生きているうちに叶かなわぬではないか」


    　早さ乙おと女め先輩も不満を漏もらし、モチベーションが下がったのか机にだらりと上半身を委ゆだねる。


    「にしても、僕たちが不健全雑誌の守りや条例対策に奔ほん走そうしてる間に、気持ちいいくらい見事に足下掬すくわれましたね」


    　僕も不満というか、気に食わないことが一つあった。


    　規制側の手際のよさである。


    　僕たちが一いつ生しよう懸けん命めい目の前のできることをこなしている間に、そんなものは想定内だとばかり、こんなとんでもない法律がすんなりと成立してしまう。


    　しかもその僕らの必死さを、あざ笑って利用するようなかたちで。


    　こんなバカげた法律のために、僕たちはまんまと踊らされていたらしい。


    　言いようのない無力感で崩れ堕おちそうになる。


    　華か城じよう先輩やゆとりに「おっぱい星人」と罵ののしられながらも、なんだかんだで不健全雑誌を守り切ることに成功してはしゃいでいたぶん、今回の件での悔くやしさはより一層心に突き刺さった。


    　僕たちの活動など、まさに子供が粋いきがって調子に乗っていただけだと思い知らされたようで。情けない気持ちが次から次へ湧わいてくる。


    「ラブホテルで浣腸プレイ中に火災が発生したかのような気分だわ。どうすればいいのよ、これ……とりあえず景気付けにバキュームフェラの音だけで作曲してみましょうか」


    　華城先輩の現実逃避下ネタにも「なんでやねん」と適当につっこむ気力しかなく、僕はぼんやりと天井を見上げた。


    　──もしかするともう、僕たち子供だけの力ではどうしようもないところまで、事態は悪化してしまっているのかもしれなかった。


    



    



    　　　　　●


    



    「な、なんですかこれは！」


    　首都の自宅で、ソフィア・錦にしきノ宮みやは金切り声を上げた。


    　ここしばらくは旦だん那なが気持ちの悪い風ふう貌ぼうの男と密会していたということ以外に悩みの種もなく、そろそろＰＴＡのほうにも復帰できるかと考えていた矢先、とんでもない一報がＰピーＭエムから届けられたからだ。


    　教科書改訂と、《ラブホスピタル》制度の確立。


    　朝のニュースを埋め尽くす話題に、ソフィアは眉まゆをつり上げる。


    「許せません！　許せませんこんな暴挙！」


    　ヒステリックに地じ団だん駄だを踏みながら、ソフィアは身支度を調ととのえた。


    「人工授じゆ精せいの強制など、おぞましい！」


    　全快となったソフィアはいま、春先のように感情論を振り回し、勢いよく秋の青空の下に身を躍らせた。


    《ラブホスピタル》などという不愉快な制度を、感情の赴おもむくまま叩たたき潰つぶすために。


    
      つづく

    

  


  
    　あとがき


    



    　お久しぶりです。喉仏にときめく花の二十二歳、赤あか城ぎ大ひろ空たかです。四巻から五か月も経たってしまいましたが、単純所持禁止の五巻、無事に発売です。にしても世の規制推進派の方々は僕なんかにこんなおいしいネタを提供してくださって、ホントに頭があがりませんな（ゲス顔）。これからも是非よろしくお願いしますね☆


    　……さて、聡さとい読者様ならこの辺りで『おいおいこの童どう貞てい作家、初めての相手はオナホのくせになに調子乗ってんの？』と違和感に気づかれたでしょう。けれども仕方がないのです。パンツかぶってクリスマスの駅前に繰り出しちゃってもいいや、と思えるくらい嬉うれしいことがあったのです。それは、


    　下ネタという概念が存在しない退屈な世界のマン●化！


    　マ●コじゃないよ、漫画だよ！　じゃあなんで伏せたし。


    　いやもうね、小学館はどこまで暴走するのかと。マッグガーデンさんもですよ！


    　ありがたいと同時にちょっとビビってます。同時に誰よりもワクワクしてるんですがね！


    　アンナのビーストモードが漫画で見れたなら、もう逝いってもいいです……。


    　以下、謝辞です。


    　担当の小こ山やま様。年末進行の中、細かいチェックやコミケグッズの作成、ありがとうございました。念のためにもう一度ここで宣言しますが、赤城はフーゾクとかいかがわしいお店に行ったりしてないですからね？


    　イラストを担当してくださった霜しも月つきえいと様。今回も素晴らしいイラストをありがとうございます！　特に爛らん子こ！　ああいう強そうな女性にごにょごにょされたいですね。


    　そして今回も引き続き『下ネタ』の出版に関わってくださった皆様方。本当にありがとうございます。このたび担当様から「え、赤城さんってフーゾクとか行かないんですか？　意外にマジメですね」と言われ関係者各位からそういう評価を受けているのではとビクビクしていますが、赤城は健全です、ので、これからもよろしくお願いします。


    　そしてこれまで担当してくださった具ぐ志し堅けん様。僕の拙つたない作品がなんとか世に出せるかたちとなり、まさかのコミカライズにまでこぎ着けたのは具志堅様のおかげです。改めまして本当にありがとうございました。


    　それでは紙幅も尽きそうなので今回はこの辺で。


    　六巻やコミカライズについては、僕のツイッターアカウント


    　@akagihirotaka（主におっぱいや喉仏について呟つぶやくけれど下ネタは呟かないよ！）


    　とかフォローしてると最新情報がゲットできるんじゃないかな？


    　……などと露骨に宣伝しつつ、また次巻でお会いしましょう。それでは！

  


  
    赤城大空


    Hirotaka Akagi


    



    まだコンビニのエロ本が青ビニールで閉じられていなかった古き良き時代、立ち読みしているおっさんの股間の盛り上がり具合からエロ本のエロ度を想像していた過去を持つ、健全を絵に描いたような一般市民。
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